




















本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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＊＊＊

　リカッロ兄さん、ガロン兄さんへ

　お久しぶり。まずは野営箱のことを報告するわね。十分役に立ったわ。それと、私の邸やしきの土ど壌じようが、あの種を試ためすのに期待できたから少々蒔まいたの。期待していてね。

　あと、言いにくいのだけど……荷物が全部焼けちゃったの。野営箱も種も、服も全部焼けちゃった。だから、適当に何か送ってくれないかな？　薬草とか薬草とか薬華もいいわね。あと、種とか種とか種も。ものすっごく良いい土壌よ。じゃ、よろしくね。




　あっ、忘れてた。私、妃きさきになるわ。


フェリア



＊＊＊




　午後の麗うららかなひととき、フェリアは邸てい宅たく前のティーテーブルで文をしたためている。




　天空の孤こ島とうカロディア領の若き領主の妹フェリアが、ダナン国王マクロンの妃候補に選ばれたのは三カ月前のことだ。三カ月に一度の三十一日にしか、王との交流ができない貧びん乏ぼうくじの『31番目のお妃様』に選ばれたのである。

　フェリアは、しぶしぶ後宮に入りながらも、妃邸でのびやかに過ごす。そして、妃邸の良質な土壌を耕す充じゆう実じつした日々の中、マクロンと出会い恋こいに落ちた。




　31番邸は火事で焼しよう失しつしてしまったが、跡あと地ちには仮設の邸宅が出来上がっており、少し離はなれた場所では本格的に邸宅の建設も始まっている。

　仮設の邸宅ではあるが、中は最上級の設しつらえになっており、マクロンの本気度が窺うかがえる。

　しかし、そんな邸宅で優ゆう雅がに過ごすことなく、フェリアは朝から精力的に動く。

　侍じ女じよのケイトに睨にらまれながら畑仕事をこなし、小言を言われながら体力作りをし、その後昼食作りに励はげもうとした矢先、ついにケイトの雷かみなりが落ち、フェリアは強制的にティーテーブルに座すわらされた。

　手持ちぶさたになったフェリアは、カロディア領にいる兄二人に、文をしたためることにした。

「リカッロ兄さん、ガロン兄さんへ……」

　何とも簡素な手紙が出来上がる。最後の一文の軽いこと軽いこと。きっと兄二人は驚おどろくであろう。フェリアはニマッと笑い文をたたんだ。

「フェリア様、失礼致いたします」

　ちょうどそこに現れたのは騎士隊長のビンズである。

　いつもと違ちがって丁てい寧ねいなのは、フードを深く被かぶった背後の三人の存在があるからだろう。

　フェリアは文を封ふう筒とうに入れ、脇わきに置いた。それからビンズと向き合う。

「何用です？　ビンズ」

　フェリアもまたいつもの気軽さでなく、改まった口調を使う。

　怪あやしげなフード姿の者らをじろじろと見ることもなく、顔色変えずの至って普ふ通つうの対応にフードの内から『ほぉ』と感かん嘆たんが漏もれた。

「こちらの方々のご紹しよう介かいに上がりました。妃選びを統とう括かつしておられる長老の方々です」

　ビンズの言葉に、フェリアはフードの長老らに向き合った。

　長老らが、目ま深ぶかに被ったフードを下ろすと、同じ顔の三名が現れる。

　ゾッドら警護騎き士しとケイトは目を見開くが、フェリアはいっさい顔色を変えず、微ほほ笑えみを浮うかべて長老らを見ていた。

　そんなフェリアの対応に、長老らは満足げに頷うなずき口を開く。

「妃選びの第二段階の期間に入りましたので、今後の予定をお知らせに参りました。まずは、私たち三名名乗らせていただきます。と言いましても私たちは共通の名持ちでございますれば、覚える名はひとつのみです」

　その発言内容に、流石さすがのフェリアも片かた眉まゆを少し上げた。しかし、微笑みは崩くずさない。

「ペレ・フォレットと申します。本日は三人で参りましたが、今後は一人で参上致します」

　そこで言葉を止めたペレは、フェリアのさらなる反応を窺う。

　フェリアは、クスクスと笑い出し、楽しげに三人を見回すが、眼光は鋭するどい。

「対外的にはペレ・フォレットは一人なのね？」

　反応を待つ長老ペレに、フェリアはあえて挑いどみ答えてみせた。

　同じ顔の者が複数存在し、名を共通にしているのは極ごく秘ひ事じ項こうである。その存在が王であるなら、影かげ武む者しやになろう。配下であるなら、王にとっては使える駒こまである。表でも裏でも使える駒だ。

「ご明察恐おそれ入いります」

　ペレらは寸分違たがわぬ動きでいっせいに頭を下げた。再度上がった顔は一つのみで、他の二人はスーッと後退していく。

　そこで、ビンズが警護騎士とケイトに、ペレが三人いることを口外しないよう厳命した。

「私はお二人を連れて退きますが、こちらのペレ様が残って今後の予定を説明致します。ところで、フェリア様そちらの文を……配達致しましょうか？」

　ビンズは、テーブルに置いてある文が、マクロンへ送るものだと思っているようだ。

「ええ、配達してください。けれど、届け先はカロディア領です。二人の兄たちにしたためましたわ」

　フェリアは文の内容を思い出してフッと笑った。




　ビンズと二人のペレが邸を出ていった後、フェリアは残ったペレに着座をすすめる。

「いやぁ、歳としをとると腰こしにきますなあ」

　先ほどまでの鋭さはどこへやらで、ペレは腰かける。

「では、塗と布ふ薬草を準備しますわ！」

　フェリアも被った猫ねこはどこへやらで、機き敏びんに動き出す。

　ケイトが慌あわてて注意するも、フェリアはどこ吹ふく風だ。

「フォフォフォ、名ばかりの長老とやらの肩かた書がきですので、気にしないでくだされ」

「ほら、ペレ爺じいもこう言ってるわ。ケイトもそんなにかしこまらなくてもいいわよ」

　あろうことか、フェリアは長老ペレを爺呼ばわりである。

　ケイトのみならず、警護騎士の魂たましいが一いつ瞬しゆん抜ぬけた。

　ペレはここダナン国の文官として、先代王の時代は群を抜いた存在であった。ダナン国の歴史に精通し、その知識を持って外交で手しゆ腕わんを発揮していた逸いつ材ざいだ。

　マクロンが即そく位いした後、腐くさった膿うみを出すには身を切ることも必要と、政治の中ちゆう枢すうでのさばっていた貴族らを、有う無むを言わせず強制的に引きつれ引退したのだ。当時、マクロンに妃選びを迫せまっていた貴族らはいっせいに引退に追いやられた。

　そして、今回の妃選びでマクロンに呼よび戻もどされたペレは、長老六人の長おさを務めている。実質裏のペレを合わせると八人になるが、他の長老たちにも、ペレが三人居ることは知らされていない。マクロンとビンズ、近この衛え隊長、そして、先代王と王おう妃ひしか知らないことであった。

　騎士らが三人のペレの存在に驚き、そのペレを爺呼ばわりするフェリアに気を失いかけるのも仕方のないことだ。

「ほら皆みんな何を呆ほうけているの？　私は塗布薬草を準備するから、皆は昼食の準備をして！　ペレ爺、食べていってね」

　邸宅に駆かけ出だすフェリアを見ながら、ペレはまたフォフォフォと笑う。

　警護騎士やケイトは、自身の動どう揺ようと対照的な物もの怖おじしないフェリアの態度に、ガックリと肩を落とすのだった。




　昼食後、ペレはフェリアの淹いれた薬草茶を飲みながら、今後の予定を告げる。

「妃選び第二段階では、残った妃候補に妃教育が行われます。と言いましても、今回の妃選びは例外中の例外でして、お妃様として残ることを希望しない方々もおられましたので、王様との意向面談で『妃候補』として残る方と、『事情により』残る方を選別致しました」

　ペレはそこでフェリアの表情を窺う。夜会会場でのマクロンの言葉をフェリアが理解しているか確認するためだ。

「はい。十分承知しておりますわ。ここダナン国王城に、妃候補を送ることで新たな情報や交流を得た周辺国の方々は、早々に帰ることを望まないでしょうし、貴族の方々も王都での活動を続ける時間が欲ほしいのでしょう。夜会で学びましたわ。夜会とは、煌きらびやかな場を楽しむのではなく、新たな情報と交流を得る場所であると」

　フェリアの返答にペレは笑みを浮かべながら目礼して応えた。そして、続ける。

「ですので、『妃候補』として残る方のみに妃教育が行われる予定でした。しかし、王様は残るお妃様全員に、妃教育を命じられました。なぜか、おわかりになられますか？」

　またもやペレはフェリアに答えを求める。

　ここまでくるとフェリアもペレの意図がわかる。フェリアは試されているのだ。妃として、状じよう況きようを把は握あくしているか、王の判断を理由も聞かず理解できているのかと。これも妃教育の一いつ環かんなのだろう。

　フェリアはここで優雅にティーカップに手を伸のばした。お茶を飲む間に答えを見つけねばならない。

　耳打ちをしようか躊ちゆう躇ちよしているのだろう、フェリアの背後に立つケイトの喉のどがかすかに鳴る。

　フェリアはティーカップをソーサーに戻す。そして、髪かみを右耳にかける仕草をしてケイトに口出しせぬようにと合図を送った。左耳にかける時は助けを求む意味である。二人だけに通じる合図だ。

「誰だれが『妃候補』であるかわからないようにするためですね」

　妃候補がわかってしまえば、足の引っ張り合いが起こるだろう。フェリアが経験したような荒あら事ごとが、再度起こり得るかもしれない。

　すでに、その情報合戦は行われているはずだ。キュリーのように、フェリアを守るために残っている者の情報が漏れる可能性もある。全員に妃教育が行われれば、一時の時じ間かん稼かせぎにはなる。

　ペレはフェリアの返答に『合格です』と呟つぶやく。やはり、すでに妃教育が始まっていたようだ。

「では、私の役目をお伝えしましょう。私ペレはご存じの通り三人居ます。フェリア様の妃教育を担当するのも私たちになりますな。そして、長老の長である私が、フェリア様を担当することが公おおやけになりますと……」

「長が担当する妃と知られると、妃候補として残っている他のお妃様に対して心証が悪いわね」

　ペレはフォフォフォと笑いながら頷く。

「長老五人が妃教育を担当し、長はその統括をします。つまり、私は常に長として王塔とうに居おります」

「ここにいても、ペレ爺は王塔に今居るのね？」

「はい。秘ひ密みつ裏りに私がここに居るということですな」

　フェリアはニッコリと頷いて、邸内にいるケイトや警護騎士に視線を送ると、皆頷いて理解を示した。

　ペレは全員が理解したのを確認すると口を開く。

「さて、ここまでは序章です。これからが本題になります。全員に行われる妃教育は、ごく一いつ般ぱん的てきなものです。教養、ダンス、作法といったいわゆる淑しゆく女じよ教育です。これは、他国からいらした姫き妃ひ様にダナン国のものを教えること、国内の妃候補の方はそれが備わっているかを確認するといった名目で、十四日間の予定が組まれております。もちろん、九カ月に及およぶ妃教育の第一歩に過ぎません」

　ペレの発言にフェリアの頰ほおが引きつった。

　ケイト仕じ込こみの淑女教育で、教養や作法は難なくこなせたのだが、ダンスに至ってはまだ基本すら学んでいない。なぜなら、やっとヒールが履はき慣らせるようになったばかりであるからだ。また、それ以前に練習する相手がいない。第一歩から、フェリアには難関である。

「つまり、この十四日間でフェリア様はダンスを習得せねばならんのですなあ」

　フェリアは小さくため息を漏らし、脱だつ力りよくした。

　そのバッチリわかるフェリアの心情を、ペレは笑って見ている。

「みっちりしごかせていただきますぞ。爺ではありますが、まだまだダンスは踊おどれますからな。それから、その動きやすい服装は着き替かえていただきますぞ。王様から、後ほどドレスが届けられましょう」

　フェリアは、しごきと聞いて肩を落とし、ドレスと聞いて笑みを溢こぼす。

　そんな様子のフェリアを見て、ペレはニヤリと口角を上げ懐ふところから手て袋ぶくろを取り出した。

「王様は、私らに二重の手袋をたくさん用意なされました」

　ペレの言葉の意味がわからず、フェリアは手袋を見ながら小首を傾かしげた。

「私はもう爺ですが、それでも王様はダンスを教える時に、肌はだの触ふれ合あいがあることが気にくわないようでしてねえ」

　ペレはフォフォフォと声を上げた。

　ペレのみならず、ゾッドら警護騎士やケイトもニマニマと笑っている。

　フェリアだけがボンッと頰を赤くした。

「これはこれは、熟うれた桃もものようですなあ」

　ペレの追つい撃げきに、フェリアはゴツンと頭をティーテーブルに落としたのだった。




　妃選び第二段階の始まりである。
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　フェリアの31番邸ていは、後宮の一番端はしにポツンと建っており、その様子を探さぐるのは容易なことではない。

　11番目の妃サブリナの侍じ女じよらは、31番邸の様子を探ろうとするが、要所要所に騎き士しが配置されており、近づくことはできなかった。わかったことはたった一つだけ。31番邸に一番近い30番邸からの情報で、時おり美お味いしそうな香かおりが31番邸から漂ただよってくるというものだけだ。

　偵てい察さつの侍女が大した情報も得ずに、主であるサブリナの邸やしきに戻もどると、幾いく人かの令れい嬢じようらが集結していた。

「サブリナ様、あのような田舎いなか者ものが王様の妃になるなんて、あってはならないことですわ」

　ミミリーの配下であった令嬢が不満を口にする。ミミリーからサブリナに鞍くら替がえしたのだろう。

「王様はお疲つかれで、毛並みの違ちがう者が良く見えているのですわ。そのうち飽あきて見向きもしなくなりましょう」

「私たちはサブリナ様を応おう援えん致いたします。皆みんなでそう決めましたの。後宮を出るにしても、あの田舎者の陥かん落らくを見ずには出られませんから」

　令嬢らは自国の妃候補筆頭のサブリナにつくようだ。皆、口々にフェリアの悪口を言っている。

　サブリナはその清せい楚そな顔で、少し悲しげに眉まゆを下げて令嬢らに微ほほ笑えみを向ける。健けな気げに見える表情だ。

「私、……王様のためにできることは何でもしたいの。王様のお力になりたくて。あの方を悪くは言わないで。きっと後宮の美徳など知らないのよ。私たちが王様を思って、あの方に何か言えば言うほど、いじめているように見えるのですわ」

　サブリナは悲しげに、それはもう悲しげに言う。

　その健気さに、令嬢らはサブリナ様こそお妃きさき様さまに相応ふさわしい方だと口にした。

「サブリナ様、そのお心の美しさのままに。後は私たちが……ですから、どうかお心を穏おだやかに」

　私たちが……何をするというのか？　サブリナとてわかっているが、そこは知らぬふりをして、『皆さん、励はげましてくれてありがとう』と令嬢らを優やさしく見回した。

　その様子に、令嬢らは嬉しそうな表情を浮うかべた。サブリナの記き憶おくに、顔を留め置いてもらえたと思えたからだ。

『私を推おす貴女あなたたちの顔は心に留めました』サブリナの笑みからは、そう聞こえてくるのだろう。

　令嬢らは頷うなずき合う。わるだくみを考える顔がそこにあった。

　次なる洗礼がフェリアを待ち受けていた。




　時を同じくして、女官長はある邸の前で呼吸を整えていた。意を決して扉とびらを叩たたく。

「何かご用ですか？」

　侍女の問いに、女官長は深々と頭を下げて願い出た。

「キュリー様のお耳に入れたき事がございます」

　女官長がさらなる力の元につこうと選んだのは２番目の妃キュリーである。

「……以上でございます」

　女官長は、サブリナのことを洗いざらいぶちまけていた。もちろん、フェリアへの恨うらみ節も、王への不忠も。

　キュリーは扇せん子すを開き、口元にあてがう。力強い目だけを女官長に向けている。

　その強さに女官長は惹ひかれたのだ。サブリナよりも権力を持ち、王と渡わたり合あえる妃としてキュリーを選んだのである。

　夜会での、他の妃に釘くぎをさしつつのフェリアを蔑さげすむ言動や、隣りん国ごく王子と対等に話す様、フェリアに次ぐ長き時間の王との接見、それら全てが女官長のお眼鏡にかなっていた。次なる主はキュリーしかいないと。

　キュリーは、その女官長の思考を読み取っている。笑うキュリーの口元は、女官長には見えていない。

「私の駒こまになりたいということかしら？」

　キュリーは無感情に言葉を紡つむいだ。

「はい、いかようにも」

　女官長はいかにもの歪ゆがんだ笑みを、隠かくすことなくさらけ出していた。

　扇子をパチンと閉じ、侍女らと瞬まばたきで会話をしたキュリーは、女官長を残し別室に向かう。

　女官長は焦あせったようにそれを目で追った。今すぐにでもキュリーにすがりつくような表情である。

　その間に侍女の一人が入はいり込こむ。

「キュリー様が欲ほしいのは最高の誉ほまれです。女官長のご尽じん力りよくに期待します。まずは、サブリナ様と主だった方々をお茶会に招待致します。お茶会の開かい催さい日びは後日お知らせしますわ。女官長のつてでお茶会開催の知らせを他のお妃様にお出しください」

　一いつ緒しよに頑がん張ばりましょうとの笑みつきで、侍女が優しく女官長に語りかける。

　詰きつ問もん府ふからずっと青白かった女官長の顔色に血色が戻った。

　女官長が思う最高の誉れとは、王おう妃ひのことだろう。

　しかし、キュリーの思う最高の誉れとは、ダナン国の未来の王妃の教育係であること。そして、秘ひ密みつ裏りにその役割を全うすることだ。

　侍女の言い様も、女官長が勘かん違ちがいするような物言いである。これこそ、一国の姫ひめの侍女であり、サブリナの侍女との違いでもある。

　女官長を見送る侍女らは最後まで、優しい笑みを崩くずしはしなかった。




「キュリー様、女官長は下がりました」

「王様に報告するわ。あの女官長にして、この王城の不出来な侍女たちというわけね。妃の居なかった今までなら良くても、これでは後宮が荒あれてしまうわ。王様は、女の園そのに関心がなさすぎだわ」

　王の無関心が女官長や侍女らを放任してきたのだ。ダナンの身分制度の砦とりでたる後宮。身分とは身の役目を分けることにより、滞とどこおりなく社会や生活が回っていくためにあるものだ。

　女官長や侍女らの役目は妃選びに首を突つっ込こむことではない。妃選び中も王城での仕事を全うしながら、妃の世話も行うことである。

　常の仕事より役目が増えたとて、滞ることなく仕事と世話が両立できてこそ、その技量に誉れが与あたえられるのだ。

「何を勘違いしているのかしらね。妃選びは王様のお役目。そのお役目に口を出すなど、それこそ身分に相応しくないわ。そんな勘違い者がフェリア様の身分を蔑むなんて、おこがましいわね」
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　妃教育の合間を縫ぬって、キュリー主しゆ催さいのお茶会が開催される運びとなった。

　キュリーはマクロンと連れん絡らくを取り合い、長老らと妃教育の日程を微妙に調整し、後宮に残った妃ら全員が出席できる時間を捻ねん出しゆつしていた。

　よって、お茶会には、滞たい在ざいを決めた妃らが揃そろって参加している。

　ミミリーを含ふくめ、この数日で十人もの姫や令嬢らが退城しているので、残ったのは二十一名。お茶会で互たがいの内情を探ろうと、こぞって参加を決めたのだろう。たった一人フェリアを除いて。




「キュリー様、お招きありがとうございます」

　サブリナが清楚で可か憐れんな笑みを浮かべながら、キュリーに膝ひざを折った。

「こちらこそ」

　キュリーは相変わらず、その人見知りの性格存分なる態度である。それも、気位が高い隣国の姫として知れ渡っているので、存外な態度を咎とがめる者もいない。元より、この場でキュリーより高い地位の妃は居おらず、サブリナとて頭を下げなければならぬ存在だ。

　だが、サブリナは膝を折り頭を下げながら『王妃になった暁あかつきには、あなたが膝を折り頭を下げるのよ』と内心毒づいている。

　テーブルは五つあり、それぞれに四、五人が座すわって歓かん談だんしていた。キュリーが扇子を開閉する合図で妃らは移ろい、また新しいテーブルで歓談する。

　移ろいながら、主催たるキュリーのテーブルに一度は赴おもむき、挨あい拶さつをするといった暗あん黙もくのルールで動いている。

　サブリナは挨拶後、キュリーの向かいの席に着いた。

　両りよう脇わきには、あの日サブリナ邸に集まった令嬢らのうち、二人が陣じん取どっている。

　サブリナにとっては、フェリアのみならず滞在する全ての者が標的である。その者らを蹴け落おとさんと虎こ視し眈たん々たんと知略を練っている。その一番の対象はキュリーであろう。

「アルカディウス様は昨日帰国なさいましたわね。キュリー様は寂さびしくはありませんの？」

　最初の一いつ矢しはサブリナの右みぎ隣どなりの令嬢だ。夜会にて、隣国セナーダの王子アルカディウスが積極的にキュリーに接していたことをさした発言である。

　ダナン国からセナーダ国に鞍替えですか、との嫌いや味みな意味合いと、ダナン国の妃を辞退したのですか、と探りを入れたのだ。

「外交の手助けは妃の役目ですから」

　キュリーの返答に、令嬢のみならず、サブリナもまた絶句した。王マクロンから、妃の打だ診しんがあったかのような物言いだったからだ。

　サブリナは可憐な笑みのまま、『ええ、そうですわね』とこちらも打診があったかのように振ふる舞まう。

「では、九カ月はこちらにいらっしゃるのですね」

　サブリナの左隣の令嬢が確実な探りを入れた。

「（フェリア様の妃教育という）ご要望を賜たまわりましたので」

　キュリーはあえて誰だれが誰に何を要望したとは言っていない。

　しかし、サブリナらは思っただろう。２番目のキュリーが王妃の本命であり、31番目のフェリアが愛妃になるのだと。この二つの牙が城じようを崩さぬ限り、サブリナに道は開かない。ならば、二つを一気に片づけねばならぬと頭を回転させた。

「キュリー様と九カ月ご一緒できるなんて、嬉うれしいことですわ」

　サブリナはその可憐な笑みをキュリーに向け、さも尊敬しているように見つめる。この手の顔は、サブリナの代名詞のようなものだ。幼い頃ころより培つちかってきた淑しゆく女じよ教育が、サブリナに様々な顔を身につけさせた。
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　王に政治力も権力もない時世であったなら、サブリナこそ王妃に相応しいのかもしれない。公こう爵しやくという後見と権力が王を守り、狡こう猾かつな王妃の手しゆ腕わんで国が回せるのだから。

　しかし、今世の王マクロンは十分な政治力や、揺ゆるがぬ権力も持っている。王妃という力は不必要と言ってもよい。いや、むしろ反目し合う厄やつ介かいな存在となろう。

「……よしなに」

　キュリーは端たん的てきにサブリナに答えた。九カ月間よろしくねとの意味合いだ。しかし、小首を傾かしげてみせている。

　なぜあなたが九カ月残るの？　という風に思われるようなキュリーの態度であり、『あなたを残すとは王様から伺うかがっていませんわよ』との印象操作でもある。

　サブリナはドクンと胸が詰つまった。王様はすでに、キュリーに後宮の全権を与えているのではという思いにかられる。また、王様から、残す妃を聞いているのかもしれないと。そこにサブリナの名はなかったのだろう。だからこそ、小首を傾げおかしいわねと思ったのではないか。サブリナの背に冷ひや汗あせが伝った。

　その時、キュリーの扇子がパチンと閉じられた。移ろいの合図である。サブリナは優ゆう雅がに立ち上がり、一礼して別のテーブルに移っていった。




「サブリナ様」

　先に一矢を入れた令嬢が、サブリナを小声で呼んだ。

　サブリナは令嬢に視線を移す。

「このお茶会は、もしや王妃打診を皆に知らしめるためではないでしょうか？」

「ええ、そうね」

　先ほどの会話からは、それ以外の答えはない。五カ月もの期間、王城に居ながらもお茶会など開いたことのないキュリーが、意向面談後に初めて開いたお茶会である。それが意味する答えは立場の知らしめとしか、サブリナらには考えられなかった。

　サブリナは笑みを崩しはしないが、内心沸ふつ々ふつと怒おこっていた。悔くやしくてならない、その思いはキュリーに向かい、サブリナの頭からフェリアの存在が消えた。

　キュリーはサブリナの敵対心を上う手まく自身に向けさせることに成功した。これこそ、キュリーが望んだ盾たての役目である。

　崩さぬ笑みの下に、どれほど醜みにくい顔を隠しているのだろうかと、キュリーはサブリナを視線の端で捉とらえ考えていた。
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　さて、お茶会に一人呼ばれなかったフェリアは、王妃教育という試練に直面していた。

「本日は特別授業ですぞ」

　ペレの言葉に、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたフェリアの表情が明るくなる。ダンスの猛もう特訓に、フェリアの踵かかとは悲鳴を上げていたのだ。しかし、フェリアの疲労箇か所しよは踵の皮めくれのみで、体力や気力は十分にある。

　実際、フェリアはダンスを楽しんでいた。踵さえ痛くなければ延々と踊おどっていられるだけの体力はあるのだから。

「本日は、キュリー様の２番邸でお茶会が開催されております。この邸への探りはしばしの間薄うすまりましょうな。その間に『王妃教育』を秘密裏に行うといったわけです」

　王妃教育と聞き、フェリアは表情を引ひき締しめた。顔つきが真しん剣けんなものに変わる。

　マクロンの横に立てるような妃になるという約束を忘れてはいない。

「近々に対処しなければいけないこととして、先の荒あら事ごとのように敵と対たい峙じした際の訓練を行いますぞ。……もちろん、王妃は常にヒールを履はいているもの。さあ、ケイトや。一番高いヒールを持って参れ」

　真剣な顔つきが、瞬しゆん時じに『ガーン』という表情に変わった。

　ペレがニヤニヤ笑っている。

「ヒールごときで崩れる程度の意い気き込ごみでしたか？」

　挑ちよう発はつを華か麗れいにかわすこともできるようになったフェリアではあるが、それは敵対する者にだけであり、今は該がい当とうしない。ペレの意図することがわかるフェリアは、スッと背筋を伸のばして言い放つ。

「ダンスの特訓で十分に体力は戻りましたの。敵と対峙してみせますわ！」




　ペレ自身が王の立ち位置を取り、フェリアはその横に並ぶ。

　王妃教育という特別授業が始まった。

　邸には、フェリアの他にペレ、ゾッドら警護騎士三人、ケイト、キュリーの侍女が二人参加している。皆真剣なまなざしだ。

「立ち位置ですが王様の左隣、つまりフェリア様の右に王様となりますぞ。王様の右手は剣けんを持つためにあります。その右手側にフェリア様が立ちはだかっては、もしもの場合に王様は剣を持てませんでな。おっ、そうそう、閨ねやにおいても同じでございます。王様の右手側にはベッド脇、もしくはベッドの下に必ず剣を忍しのばせてございますゆえ、王様の右手を塞ふさぎませんように。フォフォフォ」

　フェリアの耳が少し赤いのは、閨の単語に反応したからだ。だが、内容はマクロンの身に関わること。フェリアはからかいを浮かべるペレを睨にらみながらも、マクロンの右側を空けることをしっかり頭に刻きざみ込こむ。

「早さつ速そく、実じつ践せんを致しましょうぞ。ゾッドや、配置につけ」

　フェリアとペレの前に、ゾッドが紙を丸めた棒を持って構えた。

　ペレも同じように紙を丸めた剣代わりの棒を持つ。

「習うより慣れろですわね」

　フェリアはすぐに反応した。ペレの前へと体を移動させる。つまり、王を庇かばうように前に出た。

「なーにをやっとるか！　こんの馬ば鹿か者が！」

　ペレの一いつ喝かつが落ちた。

　フェリアはフヘッと声が出る。その頭にポコンとペレの持つ紙の棒が落ちる。痛くはないが頭を擦さすった。

「王様の剣を邪じや魔まする場所に立つでない！」

　初しよっ端ぱなからフェリアはしこたま叱しかられる。

「フェリア様は王様の前を守る立場にありません！　言ったはずですぞ。フェリア様が王様の剣の妨さまたげになってはならんのです。王様の実力ならば、一人で五人程度は相手にできましょう。フェリア様は周辺の敵を見み極きわめる立場にあるのです。特に背後、王様とて背に目はございませんからな。王様の死角をフェリア様の目が担になうのです。安易に前へ出て、王様が背後から狙ねらわれるような浅はかさはお捨てなされ」

　ペレはフンッと鼻を鳴らし、フェリアを一いち瞥べつしてから再び棒を構えた。

　実践は続く。敵が一人、二人と増えていき、五人を相手にする時、ついに王役ペレの背後にも敵が配置された。

　前の三人を王役ペレが相手にする。背後をフェリアが受け持つ。といっても先ほどの教えを受け安易に戦いはしない。

　このあたりは、ゾッドと背中合わせで侵しん入にゆう者しやの相手をしたフェリアに無む駄だな動きはない。

「まずは人数を報告じゃ！」

　ペレが指示を出す。

「王様、背後二名です！」

　王役ペレが三人を相手にしている間、フェリアが二人に対峙した。フェリアと対峙しているのは、ケイトとキュリーの侍女だ。

　ペレの前にはゾッドら警護騎士が三人。

「十分引きつけて、目め眩くらまし！」

　そう発したペレの指示を忠実に守り、フェリアは胸むな元もとから砂すな袋ぶくろを取り出しぶちまける。

　その間に王役ペレは三人を倒たおすふりの後に、フェリアと入いれ替かわる。

　それら連れん携けいを何度も練習し、『六人以上ではまた違う連携になるのですが、本日はここまでですな』と、ペレは実践の終しゆう了りようを告げた。

「どうです、辛つろうございましたかな？」

「いえ、魔ま獣じゆう相手に比べたら、全く苦ではありません。ただ、武器を持てないのが辛つらいですね」

　ペレは目をパチクリさせた。まず、魔獣を比ひ較かくにあげたことに。そして、武器を扱あつかえるのかとの驚きで。

　ペレの困こん惑わくにゾッドが答える。

「フェリア様は、薬草守りで魔獣と戦うそうですよ。カロディア領では、それが普ふ通つうらしいのです。ゆえに、女性とて小刀を持つのだそうです」

「いやあ、なんとも規格外のお妃様でいらっしゃいますな。魔獣を相手にしていらしたか……できれば、武器を持っていただきたかったので、訓練の時間が短縮できますな。次回からは、砂袋だけでなく、武器も併へい用よう致しましょう」

　フェリアは嬉しそうに『これで敵が討うてるわ』と呟つぶやく。

　その頭にまたも紙の棒がポコンと落ちた。

「本日の特別授業で何を習っておったのじゃ？　王様との連携が第一！　率そつ先せんして敵を討つ妃がどこの国に居るというのじゃあ！」

　フェリアは口を尖とがらせる。

「敵を討つ妃が居たっていいじゃない。私はマクロン様の横に立つ妃になりたいのだもの。マクロン様の後ろに控ひかえる、補い支える妃になりたいわけじゃないわ。マクロン様が剣を持つなら、私も剣を持ちます！　マクロン様が剣と盾を持つなら、私も剣と盾を持つわ。マクロン様が望む自身と、同じ極みを目指してこそ、私の目標の『お妃様』よ。二人で一つなんてもったいないわ。二人立つなら、二人分の力があった方が有利ですもの！」

　ペレの目が見開かれる。

　ゾッドやケイトらは、ペレの心情が手に取るようにわかっている。だから、率先してフェリアの前で膝を折った。初めて膝を折ったいつぞやを思い出している。

　ペレも同じく膝を折る。膝を折るべき存在であると、心にストンと落ちたのだ。
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　王妃教育開始の報告はマクロンにいち早く届いた。マクロンは政務のちょっとした合間に、外通路から31番邸を望む。

「見えないな」

　呟きはビンズに拾われる。

「まあ、見えないですね。見えるのはキュリー様主催のお茶会の様子でしょうか」

　そう聞いても、マクロンは２番邸に視線を向けることはしない。見ているのはフェリアの邸から続くくねった道の様子だ。

「動きはないようだな」

　31番邸を探る人物の姿はないようだ。

　マクロンとビンズがしばし後宮の様子を眺ながめていると、くねった道を駆かける騎士の存在に気づいた。

「ゾッドだな」

「はい、ゾッドでしょうね。フェリア様の様子を報告するのはゾッドの役目ですから」

　各邸を担当させている警護騎士らには、随ずい時じ報告を上げるように命じてある。十人の妃候補が退城したことで、騎士の配置には余力が出ているが、フェリアの邸では同じ体制を維い持じしていた。

　元々、フェリアの邸にはビンズ騎士隊の面々が足しげく通っており、新たな変へん更こうは必要なかった。通常でも十人ほどがたむろっているのだから。

　必要があったのは、フェリアの邸までの警護体制だ。余力人員を要所要所に配置し、侍女らの動きを封ふうじてある。

　そして、ゾッドもしているように、妃候補を警護している騎士らには秘密裏に邸の動きを引き続き報告させていた。

「ビンズ、フェリアの報告はペレを使え。怪あやしげな侍女がゾッドの動きを探り出したぞ」

　マクロンの言葉に、ビンズは11番邸に目を凝こらす。怪しげな侍女と聞き、サブリナの侍女だと思ったのだ。

「キュリー姫の２番邸辺りだ」

　マクロンは、２番邸から侍女が出ていくのを捉えていた。それが怪しいと判断したのは、くねった道を駆けるゾッドの存在に気づいて、身を隠したからである。

　物もの陰かげから、ゾッドが通り過ぎるのを見ていたのだ。

　ビンズもその存在に気づき、注視している。まだ、物陰に隠れたままだ。ゾッドが戻ってくるのを待っているのかもしれない。

「ゾッドはしばし待機させる」

　マクロンはそう言うと、やっと後宮から目を離はなし、ゾッドが上ってくる王妃塔とうへと足を運んだ。

　もちろん、ビンズは見張りの騎士に怪しげな侍女の動きを見届けるよう命じるのも忘れてはいない。




　ゾッドを待ち受けていたにもかかわらず、最初に姿を現したのはペレである。

「おや、ゾッドより早く着いてしまいましたな。フォフォフォ」

　マクロンはフンッと鼻を鳴らして応えた。

　そこに到とう着ちやくしたゾッドが、ペレの姿を見て目を丸くさせるが、ハッと何かに気づいたのか頷いている。別のペレだと思ったのだろう。

「ゾッドや、残念であったな。お前の足より私の方が速いのだ。と言いたいところじゃが、ここは長年の経験と言っておこうかの。31番邸は、後宮の道を使うより、王城出口に向かう道からの方が王塔に少しだけ早く着くのだ」

　この発言にはマクロンも反応する。先のフェリアへの荒事の際、後宮の道を使っていたからだ。

「どういうことだ、ペレ？」

　マクロンは声に圧をのせる。王が知らぬ情報が家臣から発せられたのだから、言うまでもない。知っていたのに黙もくしていたなら、マクロンは躊ちゆう躇ちよせず問とい詰つめねばならない。王城において、王の知らぬ事実があってはいけないからだ。

　ペレは頭を下げ、膝をつく。

「私たちもつい最近わかったことにございます。知っていたのでなく、わかったことです。私たちペレで検証致しましたところ、幾分早く王塔、王妃塔に着くことが判明しました」

「検証したのか？」

「はい。フェリア様の避ひ難なん経路を検証しました」

　ペレの返答にマクロンは口角を上げた。

「よくやった」

　いや、良いいことを聞いたとマクロンは機き嫌げんが良くなる。マクロンは、後宮を通らず、秘密裏にフェリアの邸に行くことを目論もくろんでいた。

「王様、顔に目論みが出ておりますよ」

「王様、フェリア様のこととなると表情が崩れますな」

　もちろん、ビンズ、ペレ共に気づかないわけがない。

　マクロンは『しまった！』というような、はっきりとわかる顔になり、軽く天を仰あおいだ。

　そのわかりやすすぎる表情は、フェリアの『ガーン』と同じで、ゾッドとペレは顔を見合わせて笑う。

「ペレ、ゾッド、報告をしろ」

　マクロンは、笑い合う二人をギロリと睨み、急せかすように王妃教育の報告を促うながした。




「たった一日で、敵五人までの実践が完かん了りようしました。フェリア様は筋が良い。いえ、カロディア領で魔獣と戦っておられたと聞きました。筋でなく、十分な経験があってこそののみ込みの早さでしょう。次の段階に進めますな」

　ペレの報告にマクロンの顔は綻ほころぶ。自身を褒ほめられているようで心ここ地ちよい。

「次は、武器を使った実戦になります。フェリア様には武器の希望を王様にしたためていただきました」

　ペレの視線を受けたゾッドは、懐ふところから文を出すとマクロンに差し出した。

　マクロンは受け取ると、すぐに開く。

『鞭むちが良いですわ』

　フェリアの希望にマクロンは少しだけ、鞭を持つフェリアを妄もう想そうしてしまったが、いかんいかんと首を横に振ふり、それをかき消した。

「ビンズ、フェリアは鞭を希望した。軽くて扱いやすい物を準備しろ」

　マクロンは文をもう一度目にしながら、フェリアの姿を思い浮かべていた。どう装備させるかと、これまた男のロマン的な妄想が浮かび、それをかき消す。

「はい、準備します。フェリア様から、鞭を使った魔獣狩がりの話を聞いておりましたので、たぶん鞭を所しよ望もうされると思っていました。いくつか候補を見み繕つくろってあります」

「そうか、ではすぐに選んでもらえ。いや、予備も必要だ。見繕ったもの全て運ばせよ」

　それから、フェリアの今日の成果が詳くわしくマクロンに伝えられた。ペレもゾッドも口が滑なめらかだ。

　特にあの皆を痺しびれさせた文言は、マクロンにとってもそうであった。体の芯しんが熱くなり、痺れ高こう揚ようした。

「二人で一つでなく、二人で二人分の力か……ああ、私が望むのはそれだ」

　王妃の座に野望を抱いだく妃らの中で、襲しゆう撃げきの対処ができる者はいないと想像がつく。数年かけたとて無理だ。

　マクロンが王妃に望むのは知識や礼れい儀ぎ作法、知ち略りやくや美び貌ぼう、公務の手腕などではない。それらは、王妃教育の一いつ般ぱん的てきなものである。しかし、今現在王マクロンだけでダナン国は回っているのだ。王妃の手を借りずとも十分なほどに。

　ゆえにマクロンは、ビンズが言ったように生しよう涯がいの伴はん侶りよを王妃として望むのだ。心のままに望むのだ、フェリアを。

　そのフェリアに必要な王妃教育とは何か？

　キュリーはズバリ指し摘てきした。ダナンのアキレス腱けんはフェリアになると。王であるマクロンの唯ゆい一いつの弱味がフェリアの存在になるであろうと。

　確固たる力を持つマクロンに刃は向むかうには、弱味を握にぎることが効果的である。先の荒事のようなことが、この先幾いく度ども繰くり返かえされる可能性があるのだ。

　だからこそ、実践が必要である。フェリアには、生き残る術すべを。マクロンには、フェリアを守らぬ術を。フェリアにも剣と盾の力がいるのだ。マクロンと同じように戦う存在になってもらわねばならない。

　場合によっては、フェリアを見捨てる覚かく悟ごすらマクロンには必要になる。それが王という責務を負った者の宿命である。

　見捨てるからこそ、同じ力を望む。

　それが、フェリアの王妃教育である。




　ペレとゾッドを帰らせると、マクロンはまた外通路から王城全体を眺める。

　ペレは王塔から、ゾッドは王妃塔から出ていく。

　物陰に隠れていた侍女は、すでに姿がない。ゾッドを長時間待機させたことが効いたようだ。後で、監かん視しを命じた見張りの騎士からどの邸に入ったか報告があるであろう。

　後宮でうごめく侍女らを眺めながら、マクロンはビンズに問う。

「侍女の選定はどうだ？」

　その問いに、ビンズは顔をしかめた。

「女官長が首を突っ込んできます。フェリア様の侍女は自分が決めるのだとしゃしゃり出てきまして、手こずってますよ」

　ビンズはこめかみを押おさえた。

　マクロンもビンズも女官長の動きは把は握あくしている。泳がせていると言った方が良いだろう。サブリナの動向を探るための駒であるからだ。

　キュリーからは、女官長が接せつ触しよくをしてきたとの報告があり、女官長からキュリーに報告されるサブリナの動向が、マクロンへと伝えられている。

　女官長にしてみれば、サブリナとキュリーに報告するための、フェリアにつかせる侍女が必要であり、さらには、マクロンに責められた女官長としての責を全うする姿勢を見せるため、積極的にフェリアの邸への接触を試みているのだろう。それには、女官長の息のかかった者でなければならないのは明白である。

　しかし、今は無理だ。武器を着装した実戦を知られてしまうわけにはいかない。実戦さえ終われば、女官長の密みつ偵ていを潜ひそませたとて、さして問題はなく、反対にその侍女をこちら側の思おも惑わく通りに踊らせることもできる。

「女官長推しの侍女は、実技テストと称しようしてキュリー姫の邸で一週間働かせればいい。その間にフェリアの実戦教育を終わらせるように日程を組め。正規の侍女もこの間に選定を開始しろ。フェリアにもキュリー姫にもそう伝えてくれ」

　ビンズは頭を下げて出ていった。

　マクロンは、ビンズの背を見ながら羨うらやましく思う。フェリアに会えるのだから。自身の妃でありながら会えぬとはと、マクロンはハァと息を吐はき出だした。

「三十一日しか会えぬとはな」

　そう声に出したマクロンの瞳ひとみが遠くフェリアの邸を見つめていた。
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「なんてこった!!」

　リカッロは文を読んで叫さけんだ。

　フェリアの文がカロディア領に届いたのだ。

　リカッロはドタバタと二階へ上がり、ガロンを叩たたき起おこす。

　そのガロンもまたフェリアの文を読むと、叫んだ。

「でかした！」

　そう言って、呆ぼう然ぜんとするリカッロを放ってガロンは荷造りを開始する。

「俺おれが荷物を届ける。あの種が発芽するか見に行かないとなぁ。ウズウズするぜ」

　どうやら、ガロンはフェリアが妃になる内容より、稀き少しような種の方が気になるようだ。

　そこで、リカッロが覚かく醒せいする。

「荷物は任せた！　フェリアが……フェリアが妃って、こうしちゃおれん。婚こん礼れい品の準備だ！」

　相変わらずの大声でリカッロは駆け出した。

　そんな兄を追うことなく、ガロンは荷造りを進める。

「まさか妃になるなんてなぁ。種が発芽するより、奇き跡せきなのかもなぁ」

　やはり、ガロンとてフェリアが妃になることに驚おどろいているのだろう。

「……まさか、王妃じゃないよなぁ。いや、しかし」

　文の翌日には、ガロンは牛車いっぱいに荷物を積んでカロディア領を出発した。ちょうど、フェリアの実戦練習が始まった頃である。




　ガロンの牛車は、途中の町でも婚礼品を買いながら、ゆっくり一週間かけて王都に到着した。

　元々遅おそい牛車の速度をさらにゆるめ、城門の前で止まると、城門兵は訝いぶかしげにガロンを見ている。

「何用だ？」

「お妃様の荷物を運んできましたぁ」

　城門兵は、ちらりと荷台を見るが、すぐにガロンに視線を戻した。

「あんた、ここは王城だ。そこいらの田舎貴族の屋や敷しきとは違うんだ。勝手口で使用人相手に商あきないするのとはわけが違う。一山当てようって王城に入り込もうとしてるのかもしれんが、首が飛ぶぞ。さっ、帰った帰った！」

　城門兵はシッシッと手を払はらう。

　ちょうどその時、交代の兵士がやって来た。ガロンの牛車を見てビクンと驚く。

「もしや、『31番目のお妃様』の？」

　見覚えのある牛車に、交代の兵士は慌あわてているようだ。フェリアとリカッロに不ぶ躾しつけな視線を向け、一度帰らせてしまったあの城門兵である。

「そうそう」

　ガロンは軽く答える。

「ご用は何でございましょう？」

「お妃様になるからと、文が届いたので追加の荷物を運んできましたぁ」

　交代の城門兵がビシリと敬礼する。

「ささ、どうぞ。私が責任を持って案内致します」

　それに驚いたのは、元からいた城門兵である。

「お、おい」

「お妃様のお荷物を通さなければ、首が飛んじまうぞ」

　城門兵二人の額に脂あぶら汗あせが噴き出している。コソコソと話しているのは、フェリアとリカッロを城門で追い払った時のことだろう。

　最初の態度がガラリと変わり、ガロンは後宮へと案内された。

　フェリアから伝え聞くガロンの風ふう貌ぼうと、フェリアが出した文の内容と同じであることを確かく認にんして、ゾッドは門もん扉ぴを開けた。
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　フェリアの邸に十箱にも及およぶ荷物が運ばれている。

　屈かがんで土ど壌じようを確かめているガロンに、フェリアはいち早く気づいた。見慣れたボサボサ頭でわかってしまう。

「ガロン兄さん！」

「おうよ！　ここの土すげえなぁ」

「あ、うん。じゃなくって！」

「ああ、あの種の状態が気になってなぁ。土壌が良いなら、芽め吹ぶきが早いんじゃないかってさ」

「もうっ、ガロン兄さんったら、荷物じゃなくて薬草が見たくてやって来たのね」

　種たね蒔まきをしてから一カ月が経たとうとしている。フェリアは毎日様子を見ているがまだ芽吹いてはいない。

「この土壌なら、二カ月はかからないかなぁ。あと一、二週間で芽吹いても不思議じゃないぞ」

　ガロンは土壌を直じかに触さわりながら、邸を見回した。稀少な種を蒔いた畝うねはどこかと探している。

　フェリアは来て早々土壌を確認するガロンに呆あきれながらも、久しぶりに会えた兄に嬉しそうだ。

「こっちよ、ガロン兄さん」

　フェリアは稀少な種を蒔いた畝へとガロンを案内した。

　ガロンは畝を丹たん念ねんに見て頷く。

　渾こん身しんの力作である薬草畑を、どう評価するのかと、フェリアはワクワクしながらガロンの言葉を待った。

「芽吹きまで町にいるからなぁ。リカッロ兄さんからさ……少しでいいから婚礼品持たせてやれって。途と中ちゆうの町でも買ってきたけど、王都でも一級品を買ってやるぞぉ。俺のセンスに文句は言わせねえからなぁ」

　ガロンの口から出た言葉は、妹を想おもう兄のものだ。

　予想外の言葉にフェリアの瞳が揺れた。思ってもいなかった兄たちの優しさにフェリアの胸は熱くなる。

　薬草畑にあったガロンの視線がフェリアに向き、優しくフェリアの頭を撫なでる。

「お転てん婆ばが妃になるなんてなぁ。幸せになれよ」

「……ありがとう。兄さん」

　フェリアの頰ほおにポロリとしずくが伝った。

　邸にいる騎士らはとても美しい涙なみだを見たのだった。
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　翌日、十四日間組まれていた最初の妃教育の最終日。

　フェリアは鞭をしならせる。

　マクロンから贈おくられた鞭を片かたっ端ぱしから試ためしているのだ。

　明日から新たな侍女が邸に着く予定である。キュリーの邸で一週間教育された女官長の手の内にある侍女だ。

　鞭は一いつ旦たん今日までしか扱えず、フェリアは思う存分に鞭をしならせていた。




　ヒュン

　ヒュン

　バシッ




　ゾッドは感かん嘆たんした。フェリアの鞭さばきの精密さに。的に全て命中するそれに。

　ただその鞭を、おもむろにスカートをたくし上げ、太ふと腿もものレースベルトにくくるのはやめてほしいと願う。

　騎士のみならずケイトも真っ赤な顔になって視線を逸そらした。

「フェリア様！」

　ケイトは慌ててスカートを下げる。

　フェリアはキョトンとした顔でケイトを見つめた。

「む、む、鞭は、そんな場所に携たずさえるのではなく、腰こしにお願いします」

「え？　それじゃあ、武器の存在が丸わかりじゃない」

「はい？」

「私の武器は秘密であるからこそ、もしもの時に役に立つのでは？　私が武器をさらしてそれなりに扱えると知っていたら、襲撃人数は増えるのではなくって？」

　ケイトは閉口した。

　ゾッドら騎士も、その通りだと思った。

　隠し持つ武器だからこその効果を、最初から手放すことはない。

　だが、あの適度に筋肉のついた健康的でスラリとした腿を、毎回見せられるのは勘かん弁べん願いたいと伝えたい。目の毒だ。いや、王の逆げき鱗りんに触ふれるやもしれない。そうゾッドは悩なやむ。

　邸の騎士も同じで、全員がそわそわと目を泳がせる。

　思ったことを伝えればいいのだが、自身がフェリアの腿をそのような目で見ていたと知られるのも羞しゆう恥ちであるし、それを口にすること自体恥はずかしいという悩ましい騎士らの態度である。

「フェリア様、せめて生足はやめましょう。生足は王様だけの特権ですよ」

　その声は侍女服に身を包んだキュリーであった。

　フェリア邸にキュリー来訪の知らせはなく、突とつ然ぜんのことで考え込んでいたケイトの対処が遅おくれる。

「キュリー様！　どうしてこちらに？」

　ハッとするケイトを横目に、フェリアはキュリーに問うた。

「動きがありました」

　そのひと言でフェリアの顔が引き締まり、邸てい宅たくへキュリーを案内した。

　ケイトも慌てて後に続く。

　キュリーが直にフェリア邸に来たことから、危険度が高い動きだということがわかる。マクロンにも報告されているだろう。

　邸宅に入るや否いなや、キュリーは口を開く。まだ立ったままだ。

「毒を入手したようです」

　キュリーの言葉に、フェリアは顔を強こわ張ばらせた。そんなまさかとの思いが湧わき起おこる。

　フェリアへの後宮の洗礼は、女官長の嫌いやがらせに始まり、ミミズを贈られ、荒事に発展し、そして毒まで加速したようだ。

「なぜです？　妃候補であられる方々が、なぜそのような馬鹿な事をなさろうとするの……なぜなの」

　フェリアは呆れ返り、言葉を止めた。首を横に小さく振りフゥと息を吐き出す。

「魔獣と戦うフェリア様と同じだとお考えくださいな」

　キュリーは流石さすが一国の姫である。フェリアのような感情は湧かない。馬鹿げた事だと気づかない妃だからこそ、馬鹿な事に手を染めるとわかっているからだ。

「あの方々にとって、フェリア様は魔獣的存在なのです。驚きよう異いの存在、負ければ自身が滅ほろぼされるかのように感じているのでしょう。まあ、まさにそれがフェリア様の格でしょうし、妃の器であると肯こう定ていしているようなもの。お馬鹿な方々ね、その行動でフェリア様の格を認めたのですから」

　フェリアは、『私が魔獣？』と呟いた後、クスクスと笑い出した。

　キュリーも開いた扇子の内で含ふくみ笑わらいをする。

「ならば、魔獣らしく接しましょう。人ならば毒の効き目はありましょうが、魔獣ならどうでしょうか？　キュリー様、ひと泡あわふかせましょう」

「ええ、面おも白しろいわね」

　二人は楽しげに話し合う。毒のお茶会に招待されるだろうに、二人に恐きよう怖ふはないようだ。

　それを見ているケイトは、身み震ぶるいした。

『これが妃の器』と、感嘆と共に背に感じる冷たい何かに、ケイトは畏い怖ふしたのだった。




　二体の雌王の妃獅の子器がそこにいたのだから。
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「誰だれが誰に盛るかよね」

　紫むらさき色いろの小こ瓶びんを手に、サブリナは言った。

　フェリアが鞭むちをしならせているのと時を同じくして、サブリナの邸やしきでは妃きさきらが集まっていた。

　サブリナの取り巻きの妃らは、その小瓶をビクビクしながら見ている。喉のどが渇かわくのか、しきりに紅茶を口に含ふくんでいた。

「田舎いなか者ものが王おう妃ひの座欲ほしさに、キュリー姫ひめに毒を盛った。では駄だ目めなのですか？」

　妃の一人の発言である。

　サブリナはその妃を一いち瞥べつし、おもむろに小瓶を開けた。そして、その妃のカップに一いつ滴てき落とす。

　妃の顔は真っ青だ。

「上位の者が下位の者に一服盛った方が効果的かもしれなくってよ。田舎者は死に、キュリー姫は責を問われ妃を辞退する。自国に強制送そう還かんね。その反対なら、キュリー姫は死に田舎者も処しよ罰ばつされる。けれど、ダナン国はキュリー姫の死の責を問われてしまうでしょ？　それでは、王様が困ってしまうわ」

　サブリナは、毒を盛ったカップをテーブルの中央に移動した。

　妃はホッと息を漏もらす。

「でもね、誰が実際に盛るかは決まっていないわね」

　サブリナが妃らを見回すと、どの妃も視線を逸そらしていく。手を汚よごしたくはないのだ。

　夜会後に集まった時とは状況が違ちがう。フェリアへの後宮の洗礼を模も索さくしていた妃らは、ことごとく実行に移せずにいた。後宮の警護が厳しくなり、容易にフェリアの邸に近づけないだけでなく、始まった妃教育で身動きが取れなかったのだ。

　警護騎き士しに加え、妃教育担当の長老らがちょくちょく邸を覗のぞきに来ていたためである。

　いっこうに行われぬ洗礼と、開かい催さいされたお茶会でのキュリーの態度に、焦あせりと悔くやしさを募つのらせたサブリナは、毒を入手した。

　フェリアもキュリーも失しつ脚きやくさせる効果的な方法は、やはり死を望むしかない。そして、犯人に仕立て上げるしかないと。

　しかし、自分の手を汚したくないのは、サブリナとて妃らと同じである。サブリナは使えぬ妃らに歯がゆい思いでありながら、微ほほ笑えみを浮うかべ見つめた。

　その目は語っている。『早く誰か立候補しなさい』と。

　サブリナの視線に妃らはビクビクしていた。ちょっとした意地悪や嫌いやがらせとはわけが違う。毒など、いや殺あやめるなど後宮の洗礼でなく犯罪だ。

　それに手を染めるほど、取り巻きの妃らは馬ば鹿かではない。いや、自身に有益にならぬ行こう為いだとわかっている。サブリナが王妃になるという確証はないのだ。前提が不確かなものに乗る危険は冒おかせない。

　もちろん、フェリアを陥おとしいれたいのはやまやまだが、それはサブリナがすることであり、妃らはその後の展開を予想し、ただサブリナ側についていたいだけだ。

　いや、内心サブリナを持ち上げながら、キュリーにも侍はべっていたいと願っている根なし草のような妃らである。

　焦りや悔しさに身を置いているサブリナには、妃らの心情がわかっていない。本来のサブリナであったなら、もっと上う手まく妃らを動かせたであろう。短たん絡らく的てきに毒を入手するなどしなかったはずだ。

　さて、誰に命じようかとサブリナが思案していると、そこに声がかかった。

「サブリナ様、失礼致いたします。侍じ女じよの手配ができました」

　キュリー邸ていでの実技テストを終え、今からフェリア邸に連れていく侍女を伴ともなって女官長がやって来ていた。

「ちょうど良いいタイミングでしたね」

　サブリナは満面の笑みで妃らを再度見回した。

　フェリア邸に行く侍女に実行させればいいのだという意図を汲くみ取とって、妃らの顔に血の気が戻もどった。

「キュリー姫を先のお茶会のお礼として、こちらにご招待すればよろしいのでは？」

　自身が手を汚さないとなれば、妃らの口が滑なめらかに動く。

「お茶会は嗜たしなみの一つですし、妃候補として残っていらっしゃるなら、いくら人見知りするとはいえ、お断りはなさいませんわよ」

　手を汚さぬなら加担すると、毒のお茶会に乗り気になっている。

　しかし、手を汚さなくとも手を染める行為だ。馬鹿げたことだと気づいていない。

「ええ、そうね」

　サブリナは血色の戻った妃らに微笑みながら、内心『雑ざ魚こが』と罵ののしっていた。以前のお茶会で『後は私たちが……』と言いながら、何の手立ても講じなかった妃らを、サブリナは決して許しはしない。

「皆みなさん、『後は私たちが……』とは言ってくださらないのね？」

　妃らの顔色が見る見る変わった。

「お、お茶会での証言はお任せを！」

　妃の一人が声を上げる。

「ええ、私も証言致しますわ！」

　サブリナは微笑みを崩くずさない。

　妃らは、その微笑みを以前は称たたえていたが、崩れぬそれの恐おそろしさに背筋に冷ひや汗あせが伝った。

　妃らは、ひと塊かたまりになりサブリナの邸を後にした。『必ず、証言致しますわ』と何度も言いながら。




　女官長は気配を消している。

　邸を出ていく妃らをチラリと見た後、女官長の瞳ひとみはテーブルへ移った。

　テーブルに置かれた紫色の小瓶。それが何であるか知っている。サブリナが秘ひ密みつ裏りに毒の入手を侍女に命じたのを聞いていたからだ。

「あら、あなたまだ居たの？」

　サブリナの声に女官長はハッとして、深々と頭を下げた。

「こちらが田舎者の邸に遣つかわせる侍女ネルにございます」

　侍女ネルはビクンと体を震ふるわせた。

「これ、挨あい拶さつなさい！」

「ネルです。あ、あの私は」

　ビクビクとするネルにサブリナは冷ややかな視線を向けた。サブリナは低位の者には高圧的だ。笑みの無む駄だ遣づかいをしない。

　ネルは、サブリナの冷めた瞳に思わず後ずさる。

「これをお茶会で田舎者のカップに入れなさい」

　サブリナの扇せん子すがテーブルの上を指す。

　ネルは恐おそる恐おそる紫色の小瓶を手に取った。

「こ、これは、何でしょうか？」

「知りたいの？」

　ネルの問いに間かん髪はつ入れずサブリナは問い返す。知ってどうする？　知っても知らなくてもお前のすることは一いつ緒しよだと、そんな空気を醸かもし出だしていた。

　ネルは首を横に振ふりすみませんと小声で詫わびた。

「短気で短絡者の次は、気弱で抗あらがえぬ者なのね。女官長、今度失敗したら……」

　サブリナは扇子を女官長の首に沿わせた。首が飛ぶ。つまり、女官長を辞やめさせると示していた。サブリナにその権限はないが、公こう爵しやくの力を使って実行するのだろう。

「あなたも、色々と失うわよ」

　扇子がネルを指す。

　ネルは首をコクコクと縦に振った。抗えぬ気弱なネルは言うことを聞くしかない。

「あの田舎者の邸の様子を逐ちく一いち報告するのも忘れずにね」

　サブリナは、扇子で門もん扉ぴを指した。

「かしこまりました。失礼致します」

　女官長はネルを連れてサブリナの邸を後にした。

　ネルを一いつ旦たん王城の侍女部屋に下がらせた女官長の足は、軽かろやかにキュリーの邸に向かう。

　こうして、キュリーに伝わった『毒のお茶会』は、フェリアにもすぐに伝わる。サブリナらにひと泡あわふかせようと、フェリアの邸でも準備が進んだのだった。
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「補講ですか？」

　フェリアは呟つぶやく。

「はい。補講を受けていただきますぞ。フェリア様は、合格とは言えませんからな」

　ペレは幾いく分ぶん強い口調を使っている。ケイトの横に立つ新たな侍女ネルにそう印象を与あたえるためである。

「詳くわしくは邸てい宅たくにて」

　ペレはそう言うと、フェリアの返事も聞かずスタスタ邸宅へと向かった。

　フェリアも後を追うが、チラリとケイトを一瞥すると、左耳に髪かみをかける仕草をする。助けを求める合図だ。

　その合図を受け、ケイトはネルにお湯の用意を命じた。足止めをして、邸宅内での会話を聞かれないようにするためである。

　ネルはそそくさと井い戸どへと向かっていった。足早なその動きは、すぐに戻ってきたい気持ちの表れだろう。

　邸宅内では、フェリアが口を尖とがらせていた。

「不合格なのですか？」

　不満げな口ぶりは拗すねているようにも見える。

　ペレはすっとぼけた顔つきで、『はて、不合格とは言っておりませんな』と返した。

　その呟きを聞いて、フェリアは『では、なぜ合格じゃありませんの？』と迫せまった。

「合格でなく、大合格ですな」

「まあ！　ウフフ、確かに合格ではありませんでしたね。大合格だもの、ウフフ」

　フェリアはその場でダンスのステップを踏ふむ。小こ躍おどりしそうでなく、本当に踊おどってしまうのがフェリアだ。

　ペレはニヤリと笑い、続けた。

「あの侍女は、この件を女官長に報告しますでしょうな」

　その言葉にステップを踏むフェリアもニンマリと笑む。

　合格でなく、補講であると女官長に伝わるのだ。きっと、女官長は落おち込こむフェリアを見に来るであろう。

「どうなるか、楽しみですわね。この頃ごろめっきり女官長がいらっしゃらないから、残念でしたの」

　フェリアはふわりと回転し、スカートの裾すそを摘つまむと軽く膝ひざを折った。ダンスを華か麗れいに終わらせる。

「侍女が入ってきましたら、しゅんとなさっていてくだされ」

「ええ、そうね。どうせなら涙なみだぐみましょうか？」

　フェリアは舌をチロリと出す。

「なるほど、泣きまねの補講でしょうかな」

　フェリアもペレもある意味あくどい。

　それから改まって、ペレは補講の内容を告げる。

「補講は表向きで、本題はダナン国の歴史を学んでいただきますぞ」

　ペレはそこで無表情に変わり、言葉に重みが乗る。

　そのペレの変へん貌ぼうにフェリアは身構えた。

「本題の歴史も、表だけでなく裏も学んでいただきます。もちろん、ダナン国と関わりのある国々との歩みもです。一いつ般ぱん的てき歴史教育」

「とは違うのでしょ？　一国を動かす裏の歴史ということね」

「ご明察恐れ入ります」

　ペレは仰ぎよう々ぎようしく頭を下げたのだった。




　二人だけの打ち合わせを手早く終わらせたところで、邸宅の扉とびらがノックされる。

「フェリア様、お湯の用意ができました」

　ケイトとネルが入ってくる。

　二人に見えぬように、フェリアとペレはニンマリと笑った。

「他のお妃様は、さらなる妃教育に進みます。教育とは終わりなき試練ですからな。高みを目指せば目指すほど、妃の器うつわは大きくなります」

　フェリアは項垂うなだれて聞いている。

「フェリア様は……フゥ。さらなる教育よりも補講ですな。本来、私は統とう括かつする者ですが、フェリア様だけ補講ですので、わざわざ私が担当することになりましたぞ」

　フェリアの口からため息が出た。

　その様子をネルは見ている。

　他の妃邸では、それぞれ違った妃教育が始まっている。ペレが言ったように、次なる妃教育へと進んでいた。

　しかし、それは見せかけである。フェリアには補講、他の妃らにはさらなる教育とすることで、妃らの自尊心は満たされるはずだ。

　秘密裏に行われる『王妃教育』がばれないように、フェリアにはペレの補講を受けてもらうという形をとった。

　これで、ペレがフェリアの邸にいてもおかしくはない。

　そして、フェリアが存分にネルにしゅんとした芝しば居いを見せつけると、ペレは補講の準備をすると言い、一旦フェリアの邸を出ていった。

　フェリアはこれみよがしに大きなため息をつく。

「気分が優すぐれないわ。少し休むから」

　ケイトとネルに告げ、フェリアは寝しん台だいへと向かう。

「今日の夜勤は私に任せてちょうだい」

　ケイトはネルにそう言って帰らせた。

　ケイトは荒あら事ごとの後、すぐに子供らを寄宿舎に預け、夜勤もできる状じよう況きようになっている。

　侍女が二人となり、交代で夜の番をすることになっていたが、ケイトの方から二夜勤を申し出て、ネルを自由にさせた。きっと、女官長に報告に行くであろう。

　それから一刻も経たたぬうちに、思った通りに女官長は現れる。嬉き々きとした表情で、フェリアを心配していると言い、見み舞まいたいからと邸宅内に入ろうとする。フェリアの弱った顔がよほど見たいのだろう。
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　ケイトはさして阻はばみもせず、女官長を邸宅に招き入れる。

　勢いよく一歩入った女官長は、その一歩で足が止まってしまった。邸宅内の様子に息を吞のんだからである。

　華か美びではないが一級品で設しつらえられた部屋であることは一いち目もく瞭りよう然ぜんであった。

「まあ！　女官長、お久しぶりですわ」

　優ゆう雅がに歩み、穏おだやかに微笑むフェリアに、女官長はたじろいだ。ヒクつく頰で、何とか笑みを作っている。

「何かご用ですか？」

　ほんの数カ月前とは違う淑しとやかなフェリアが佇たたずんでいる。

「ご、ご気分が優れないとお聞きしまして」

「ええ、先ほどまで横になっておりましたのよ？」

　その返答に、女官長は少し復活した。

「尽じん力りよく叶かなわなかったそうですね」

　不合格だって聞いたわよ、との意味だ。

「ええ、高望みしすぎましたわ」

　その返答にも、女官長は気分を高こう揚ようさせた。

「身分相応というものがございますから、望みは持っても、高すぎてはいけませんね」

　低い身分のくせに、王妃になれるものですか、との意味だ。

「ええ、流石に高すぎました。指十本分の最上級ですから」

　この返答に、女官長は何を言っているのかと口を小さく開けるだけで、目をパチパチさせて言葉は紡つむげない。フェリアの話が想像と違いすぎたからだ。

　その隙すきを埋うめるようにフェリアは言葉を続ける。

「指十本分の高さのヒールに挑ちよう戦せんしましたが、最後にグキッといってしまいまして、九本分までの合格のようですわ」

　フェリアがスカートを摘まんで裾を持ち上げると、見事に高いヒールが現れた。一般的に令れい嬢じようは、指五本分の高さのヒールを履はいている。フェリアのヒールは格段に高い。

「指十本分のヒールを履きこなし、ダンスができるように『尽力』しました。『身分相応』の高さは指八本分と長老様に言われておりましたの。ですが『望みを高く持ち』最上級の指十本分のヒールを目指しました。目標は高く持っていたいもの。ですが……合格にはなりませんでしたわ」

　フェリアは憂うれいを帯びた表情を演じる。そして、その口で呟いた。

「補講ですって。お恥はずかしい限りだわ」




　フラフラとよろめきながら邸を出ていく女官長を、フェリアは邸宅の窓から見送った。

「ちょっと、やりすぎちゃったかしら？」

　フェリアはポンポーンと靴くつを脱ぬぐ。それから、一般的な高さのヒールの靴に履き替えた。

「まあ、いいじゃないですか。あの方のフェリア様への仕打ちは酷ひどいものでしたし、これくらいやり返さないと胸がすきませんから」

　ケイトはそう言って、鼻をフンヌと鳴らした。

　マクロンの調べで、先の荒事に女官長が一枚嚙かんでいることは、フェリアにも知らされている。裏で操あやつっているのがサブリナであることも。

　しかし、そのサブリナを現状では処罰できない。なぜなら、実行犯からはサブリナが命じたとの証言がないからだ。それどころか、表向きは実行した侍女の逆さか恨うらみとして処理されている。

　いや、マクロンがそう処理した。女官長を泳がせてサブリナのしっぽを摑つかむために。

「確かに荒事は酷いことだけど、私はどんな方法であれ、挑いどんでくる方は結構好きよ？」

　そう言って、フェリアは窓から離はなれた。

　その後にケイトも続く。

「魔ま獣じゆうを相手にする時はね、命がかかっているから必死に挑むの。そこに綺き麗れいで正しい討とう伐ばつなんてないわ。泥どろ水みず這はって戦う時もある。キュリー様は、私の存在はあの方々にとって魔獣と言ったでしょ。だから、わかったわ。この戦いは本能的なもの。そこに酷いも何もないわ。卑ひ劣れつで陰いん湿しつであってもいい。だって、かけるのは自分自身だもの。自分の命……ううん、自分の存在そのものかもね」

　フェリアは歩み、ガロンが持ってきた箱の中から一冊の絵本を取り出した。

「身も心も綺麗で優やさしい身分の低いお姫様、お城ですごくいじめられるのだけど、王子様が彼女を助けるの。二人は幸せに暮らしましたとさっていうお話。幼い頃ころに読んで、大好きだった話よ。だけど、後宮に入ってわかったわ。優しく正しい心を持っているだけの何もしないお姫様では、王子様の傍そばには居られるけど、王様の隣となりには立てないって」

　フェリアは椅い子すに座すわり絵本を開く。美しいお姫様が王子様に寄りかかっている。

「ねえ、ケイト。訊きいてもいいかしら？　お姫様は弱くなきゃいけないの？　酷い仕打ちに耐たえ忍しのぶのが正しくて、美しいの？　いつも王子様に助けてもらうの？」

　フェリアの問いにケイトは首を横に振る。

「そんな王妃様では、三日も経たず闇やみに葬ほうむり去られますぞ」

　そう言って邸宅に入ってきたのはペレである。

「合図もなく入ってくるのは、いかがなものでしょうか」

　ケイトがチクリと言った。

「フェリア様は、すでに私の気配に気づいていらしたようでな。そうでもなければ、さっきの発言はないでしょうし」

　ペレはそこで膝をついて頭を下げる。間違っていたなら首を差し出すとの意思表示である。

「ええ、そうね。ダナン国の闇の歴史を学ぶのでしょ。心優しいお妃様では、きっと卒そつ倒とうしますわね」

　フェリアは、ペレに頭を上げるよう促うながした。

「では、補講を始めましょう。血の歴史を……」

　ペレの言葉にフェリアは姿勢を正した。『血の歴史』とは、何ともおどろおどろしい表現である。だが、このダナン国の血の歴史を知らずして、王妃の椅子には座れない。

　清く正しいお妃様では、駄目なのだ。




「理り不ふ尽じんなしきたりではありますが、ダナン国では出産時に、お妃様がお亡なくなりになれば、その責は生まれた子にあるとされていました。……つまり、王様の弟であられるエミリオ様は、生まれてすぐ責に問われ、王子様から臣下へ、王おう籍せきから外され降格となったのです」

　フェリアは眉み間けんにしわを寄せ聞いている。納なつ得とくしないのは表情からしてわかる。口を挿はさまぬのは王妃教育だからでなく、すでに過去のことであるからだ。今さらおかしいと声を上げたとて、何も変わりはしない。

　ペレはダナン国の血の歴史をフェリアに教えている。知らずして、マクロンの横に立つ無知な王妃ではいけない。そこを突つかれることもあろう。

　他のお妃様ならば、ある程度聞きき及およんでいることでも、辺境の地で育ったフェリアには知る由よしもない。

　しかし、深く知る必要がフェリアにはあるのだ。聞いて知っている程度では駄目である。

「まだ零れい歳さいの赤子に公爵の地位を与えたとて、ましてや屋や敷しきを与えたとて、采さい配はいを振れるわけもなく、先王様はゲーテ公爵を頼たよりました。ちょうど公爵家に赤子が生まれていたので、託たくすことにしたのです。こうして、エミリオ様の後うしろ盾だてになったのが……11番目の妃であるサブリナ様のお父上ゲーテ公爵なのです」

　思わぬ名が出たことに、フェリアは眉間のしわを深くした。

　ペレの話は続く。

「ゲーテ公爵家で、エミリオ様と同時に育てられたのがサブリナ様になります」

　フェリアとペレの視線が重なった。

　サブリナが国内の妃候補筆頭であるのは、それに起因するのだろう。

「その当時、マクロン様は十歳になったばかりでした。涙を堪こらえながら、エミリオ様を腕うでに抱だきかかえるお姿を今も覚えております。お母上を亡くしたばかりか、弟君とまで離される現実でした」

　フェリアの手はギュッと握にぎられる。フェリアも優しい母を亡くした悲しみは知っている。逞たくましく頼れる父を亡くした悲しみも。突然奪うばわれるかけがえのない存在に、胸が締しめつけられるあの痛みを。

「エミリオ様を得たゲーテ公爵家は、徐じよ々じよに権勢を増していきました。先王様も大事なエミリオ様を預けていることから、抑よく制せいはできなかったのです。そして、先王様の急きゆう逝せいによりマクロン様が王位に就ついた後、妃選びを迫る貴族らを引き連れ、私は引退しました。もちろん、ゲーテ公爵もですな」

　フェリアは無言で頷うなずく。

「四年余りで、王様の治世は盤ばん石じやくとなりました。そこで、王様はエミリオ様を奪だつ還かんするため、あの理不尽なしきたりの廃はい止しを検討し始めたのです。ですがしきたりとは厄介なものです」

「そうね。この妃選びだってそうだもの。古いものを変えることが容易ではないことは、わかっているわ」

　フェリアはカロディア領で奮ふん闘とうするリカッロを思い浮かべていた。新しいことは田舎に行けば行くほど拒こばまれるのだ。それも成りたての若き領主は皆に侮あなどられる。頭の固い者たちを説得するのは容易ではない。

「中ちゆう枢すうに返かえり咲ざきたいゲーテ公爵にとって、機会が巡めぐってきたようなものです。しきたりを餌えさに策を練り出したのですな。……そして、四年前自身を追い詰めた妃選びという札を切ったのです」

　ペレはここで小さくフッと息を漏らした。

「しきたりの上にしきたりを重ねてきたのね」

「はい、そうなりますな。王様は盤石の体制である今ならばと、理不尽なしきたりを廃止するなら妃選びを受け入れると宣言しました。そして、ゲーテ公爵は理不尽なしきたりを廃はいすることと引ひき換かえに、サブリナ様を自国の妃候補筆頭に据すえられました」

「ならば、エミリオ様はもう王籍に戻っているのではないの？」

「いいえ、そこがゲーテ公爵の知略ですな。妃選び終しゆう了りよう後のしきたり廃止を頑がんとして譲ゆずりませんでした」

　フェリアの眉間のしわが深まった。

「つまり、サブリナ様を王妃に据えろと迫っているのね。そうすれば、エミリオ様は王籍に戻れると」

「まあ、そうなりましょうな。ですが、王様がそれに簡単にのるとはゲーテ公爵も思っていないでしょう。条件は妃選びが終了したらであって、王妃にサブリナ様を選んだらではありません。そんな横暴はまかり通りませんしな。引退に追い込まれた貴族らも娘むすめを後宮に入れたいのです。結けつ託たくして、我先にと娘を後宮に送り込み、混乱したのは言うまでもありません」

　フェリアは、ペレの話でやっとこの妃選びの全容を理解した。

「マクロン様のあの疲ひ労ろうはそんな事情があったのですね」

　フェリアは初めてマクロンに会った日のことを思い出していた。

「順当ならば、確かにサブリナ様は王妃でなくとも妃にはなられたことでしょう。ですが……」

　ペレは言葉を止めてフェリアを見ている。

「ですが、私が立ちはだかった？」

「はい。王様はフェリア様を選ばれました。それは覆くつがえりませんでしょう」

「……だから、私を消すの？」

　毒を使って。続く言葉を、フェリアは口にしない。

「ゲーテ公爵はそんな短絡的な手は使いませんな。先の夜会で、王様の意向は十分に示されています。ゲーテ公爵は王様の本気にこの四年勝った試ためしはありません。ですので、ゲーテ公爵はこの状況でどう判断するか？」

　ペレはフェリアの返答を促すように少し口角を上げる。答えてみよとの挑戦だ。

　フェリアはクスリと笑った。すでに答えを得たようで、余よ裕ゆうが感じられる。

「ゲーテ公爵は中枢に返り咲きたいのでしょ。今やサブリナ様を妃にしたいわけではないわ」

　フェリアの発言にペレは頷くも、続きの言葉を待っている。

「当初は、サブリナ様を妃にすることで、外がい戚せきの力を得て中枢に返り咲く布石にしたかった。けれど、マクロン様は決してそれを許容しないとわかっている。だから、エミリオ様を王籍に戻すことを条件にしたのね。狡こう猾かつなやり方だわ。見習いたいくらいね」

　ペレがニンマリと笑う。ゲーテ公爵を見習いたいと言うフェリアに、満足している笑みだ。

「けれど、私の存在でゲーテ公爵は絶好の機会を得たのではないかしら？　単なる外戚か、サブリナ様が選ばれぬ最悪な可能性よりも、私を認めることと、エミリオ様を王籍に戻すことを条件に、中枢へと返り咲く駆かけ引ひきがマクロン様とできるもの」

　フェリアの存在が、ゲーテ公爵とサブリナの思おも惑わくを違たがえた。

「サブリナ様が妃になっても、中枢に返り咲ける確証はないわ。単に外戚になるだけ。ペレ爺じいも言ったように、マクロン様は外戚の力を決して許容しないでしょうし、そんなことはゲーテ公爵だって理解しているはずよ。……だから、私を消したいのはゲーテ公爵でなく、サブリナ様」

　ペレは久しぶりにフォフォフォと笑う。合格のようだ。

「その通り、サブリナ様は焦っているのです。何もせず転がってくるはずだった妃の座は、今や風ふう前ぜんの灯ともし火びですからな。思わず、毒に手を伸のばした。それはこちら側の札になりましょう。そして、ゲーテ公爵はサブリナ様が焦って毒を入手したことを知らない」

　ペレは期待を込めた瞳をフェリアに向けて言った。

「清く正しいお妃様なら、きっとサブリナ様に正論をぶつけ諌いさめるという後先考えぬ行動になりましょうな。それで、まんまと返かえり討うちに遭い……」

「王様に助けられる？　フフ、まるでおとぎ話ね」

　フェリアはテーブルに置かれている絵本を撫なでた。

　ペレはその本を鼻で笑う。

「自ら札を手放すような無知で無む垢くな妃は不要なのです。心優しく正しいが、抗う力も持たぬ弱い妃は要いらぬのです。王様にさらなる負担をかける妃でなく、共に並び立つ妃が必要ですな。王様がいくら心惹ひかれても、弱い妃ならば決して長老会議では通りません」

　フェリアはペレの期待に頷く。

「私がマクロン様の妃になるわ！」

「はい。ですからフェリア様は大合格なのです」

　一寸いつすんの間があき、ペレは『毒』と呟く。

　フェリアはその呟きにかすかに反応した。ペレの言葉の続きを待つ。

「毒のお茶会は開催されましょう。あちらの思惑を全て覆してくだされ。……その札を手に入れてくださいませ。ゲーテ公爵と取引するには必要なのです」

　ゲーテ公爵は毒の存在を知らない。サブリナが後宮に毒を持ち込んだとなれば、懲ちよう罰ばつものであるのは確実だ。それを内密にする代わりに、フェリアの容認と、エミリオの王籍復活が無条件で得られる。ゲーテ公爵は苦々しく思いながらも受け入れるしかないだろう。公おおやけになれば、自身の失脚に繫つながるからだ。

「王様をこの取引で必ず勝利させてください、フェリア様」

　フェリアは重々しく頷いた。

　毒の存在は大きい。

　それがなければ、ゲーテ公爵が有利であるのは明らかだ。フェリアを認め、エミリオを王籍に戻す以外にも、ゲーテ公爵には中枢に戻れる手がある。

　その手はマクロン側の隙にあった。

　今回の妃選びは特例が多い。サブリナを選ばねば、ゲーテ公爵はしきたり廃止を餌に、今回の妃選びも同じく廃せと言ってこよう。今回の妃選びは特例が多すぎて無効であると。そう展開することも可能である。

　ゆえにゲーテ公爵は有利なのだ。幾いく通とおりもの筋書きができるのはゲーテ公爵側だろう。もちろん、毒の存在がなければであるが。

　頭の固い者たちや、引退させられた貴族らは、ゲーテ公爵を筆頭に一いつ致ち団結するはずだ。

　だから、そのゲーテ公爵を黙だまらせる切り札が必要になる。いや、敵対する者らを黙らせる存在として、マクロンはゲーテ公爵を動かしたい。その取引には、サブリナが入手した毒が必要となってくる。

　フェリアは、それを得なければならないのだ。

「どんな手であれ、挑んでくる者は好きよ。だから私も挑んでみせるわ。清く正しく何てしないわ！　嫌がらせには嫌がらせを。ミミズにはミミズを。嘲ちよう笑しようには嘲笑を。……毒には毒を。私が手に入れてみせますわ」




　サブリナの動向を確かく認にんしながら、フェリアは着々と準備を進めていた。

　補講という王妃教育の間は、ネルを邸宅に入れなかった。ケイトが外の仕事をネルに与え、邸宅から遠ざけていたからだ。

　ネルを見み極きわめるケイトの視線は鋭するどくない。慈いつくしみと憐あわれみを持っている。

「フェリア様、ネルは気弱ゆえ、女官長に選ばれたのでしょう。命令に抗えぬ力のない者です。どうしたら良いでしょうね」

　ケイトの瞳には、ネルは心根の優しい気弱な娘に映っている。

「ええ、そうね。女官長はあえて選んだのでしょう。キュリー様から毒の情報がなければ、私もきっと気を許したはずよ。ネルは……弱すぎるわ」

　フェリアはそう言ったものの、首を横に振った。

「フェリア様？」

「いいえ、本当に心根の優しい者は、強い芯しんを持っているわ。土ど壇たん場ばで、真の優しさへと姿を変えるはずよ。ネルの優しさがそうであることを望むわ」

　外で汗あせを流すネルを、フェリアとケイトは窓から眺ながめている。

「私は、ネルのあかぎれの手が好きよ。昔の私のようだもの」

　補講が終わる前日の会話であった。




　十四日間の補講期間終了後、各妃邸に三日間の休養が通達された。

　それを待っていたとばかりに、サブリナからお茶会の招待状が届く。サブリナもフェリア同様準備していたのだ。




＊＊＊

　31番目のお妃様へ

　11番目の妃サブリナ・ゲーテと申します。

　妃教育の最中、なかなかお話しする機会もなく、とても残念に思っておりましたの。王様がお選びになったお茶について色々とお聞きしたいわ。大げさなものでなく、こぢんまりとしたお茶会ですから、是ぜ非ひいらしてくださいませ。


サブリナ



＊＊＊




　フェリアはすぐにキュリーに知らせ、返事の文言を相談した。

　キュリーからそっけなく応えるように伝えられる。

　フェリアはいたずらっこのような顔つきで『かしこまりました』とたった一文をしたため送った。




　サブリナは、フェリアからの文を握り潰つぶす。

「調子にのっていられるのも今のうちよ！」

　挨拶もない簡素な文に、サブリナは清せい楚そな顔を凄すさまじく歪ゆがませていた。




　お茶会の前日。

　夕刻少し前、ネルがフェリアの邸で勤務を始めた。

「ネル、夜勤明けで、お茶会のお付きができるのかい？」

　ケイトは心配そうにネルに問う。

「はい。できます。やらせてください」

　言葉とはうらはらに、ネルの表情は暗い。

　ケイトは内心でため息をついた。フェリアの言うように、真の優しさをネルが持っているのか心配になる。単なる気弱な子のように思えてならない。

「いつだって交代できるからね。さあ、寝ねた寝た。あんたも明日のためにちゃんと寝な。深夜過ぎたら私と交代だ」

　夜勤と言っても丸一日寝ずの番をするわけではない。今日の夜勤は夕刻から睡すい眠みんを取り、深夜から寝ずの番をする。まだ二人体制のため、色々と変則的な夜勤になるが、夜勤前に睡眠を取ることは決まっていた。

　ケイトはネルが寝てから呟く。

「あんた、ちゃんと芯を見せてくれよ」




　そして、毒のお茶会当日を迎むかえる。

　フェリアは薬草畑でゴソゴソと何かをやっている。

　すでに、お茶会開催の時刻に迫りつつあり、ケイトはフェリアを急せかして邸宅に入れた。

「さあ、フェリア様着き替かえましょう。あっ、そうそう。ネルも支し度たくをしなさい。今日のお茶会のお付きをやるのでしょ？」

　ケイトはネルに支度を促した。

　ネルの顔色は朝から悪い。毒を盛るよう指示されているからだろう。

「ネル、顔色が悪いわよ。こぢんまりしたお茶会ってことだから、少しぐらい遅おくれてもいいじゃない。ネル、ここに座って。気分が落ち着くお茶を淹いれてくるわ」

　窯かまでお湯を沸わかすために、フェリアはそそくさと勝手口を出ていった。

　ネルは浅く息をしながら、両手でギュッとエプロンを摑んで俯うつむいている。

「お茶会のお付きが初めてなら、緊きん張ちようするのも仕方ないことだね。フゥ、でも流石にその顔色は悪すぎる。代わろうか？」

　ケイトはネルの背を擦さすりながら言った。

「いいえ！　大だい丈じよう夫ぶです！　大丈夫です！　お付きのお役目やらせてください」

　ネルは必死だ。お付きのお役目でなく、毒盛りのお役目は女官長の厳命であった。その手がエプロンのポケットを押おさえる。『紫色の小瓶』が入っているのだろう。

　そこに、フェリアがお茶を淹れて戻ってきた。

「ネル、さあ飲んで。落ち着いたら支度しましょう」

　フェリアの優しい心遣いに、ネルの胸が締めつけられた。目前の優しいフェリアに毒を盛るのかと、ネルはまた無意識にポケットを強く押さえた。

「……さっきからずっとポケットを押さえているようだけど、何があるんだい？」

　ケイトのその言葉にネルの体が跳はねる。

「あ、あ、あの、ここには……」

　ネルの目がフェリアとケイトの間で泳ぐ。二人に真っ直ぐ見つめられたネルは、震える手をポケットから離した。

「緊張しているね。どれ、ポケットを確かめるよ」

　ケイトがネルのポケットを探さぐった。

　出てきたのはもちろん、『紫色の小瓶』である。

「ネル、これは？」

　フェリアもケイトもその毒々しい小瓶を疑っていないきょとんとした表情だ。

「き、気つけです！　気つけ薬です」

「まあ、そうなの？　カロディア領で調合する気つけとは違うのね」

　フェリアは小瓶を持ち眺める。違い和わ感かんのない演技だ。

　ネルはそれにまんまと騙だまされる。

「はい。特注品です。し、知り合いに貰もらい受うけました」

「ほら、ポケットにしまって。お守りなのでしょ」

　フェリアは小瓶をネルに握らせる。

「……はい」

　ネルは小瓶をポケットに入れた。

　その心情をフェリアもケイトもはかることはできない。ネルにしかわからないことだろう。

　しかし、フェリアはネルの表情に、戸と惑まどいと躊ちゆう躇ちよが窺うかがえ、すがるような瞳の意味を肌はだで感じていた。

『女官長の呪じゆ縛ばくから放ってあげるわ、ネル』

　女官長に加担し、率先して荒事を手引きしたような侍女なら、フェリアも心を砕くだかなかった。しかし、ネルは気弱な性しよう分ぶんである。

　女官長も考えたのだ。先のような侍女ではフェリアに警けい戒かいされると。だから、逆らえない気弱なネルを選んだ。捨て置ける駒こまのような侍女を。

　フェリアは気持ちを新たに立ち上がる。

「ケイト、準備をお願い」

　毒のお茶会への戦せん闘とう服は、リカッロがフェリアのために購こう入にゆうした一いつ張ちよう羅らである。婚こん礼れい品ひんとして、ガロンが運んできたものだ。

　薄うす桃もも色いろのバルーン袖そでのドレスは、幼い淑しゆく女じよが着るようなデザインだ。子どもの頃に憧あこがれた、あの絵本に出てくるお姫様のようなドレスである。

　王子様が迎えに来てくれると夢見ていた頃のフェリアは、まだ二桁けたにいかぬ年ねん齢れいであった。

「兄さんにとって、私はいつまで経ってもこのイメージなのね。ウフフ」

　二十二にもなって、憧れのドレスを着ることになるなんてと、フェリアは鏡に映る自身を見て笑った。

「幼すぎないかしら？」

　照れたように笑うフェリアに、ケイトも笑っている。

「正直に申しますと」

　ケイトはフェリアを上から下、下から上へと見てから口を開く。

「どこぞのお姫様かと見間違うほどです」

「まあ、ケイトったら。お口がお上手なこと」

　フェリアはクルリと回転した。三重になっている裾がふわりふわりと舞う。ギャザリングたっぷりのヒラヒラのそれが楽しくて、フェリアはまた回った。

　ドレスの華はなやかさは、ダンスによってさらに磨みがかれるのだとフェリアは思う。

「一番にマクロン様に見せたかったかも」

　フェリアの視線は王塔とうに移る。窓から見えるその塔の主を思い、フェリアは気持ちを引き締めた。
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「キュリー様、こちらでございますわ」

　サブリナ邸で開かれているお茶会に、キュリーが現れた。

　前回と違うのは、妃の人数である。サブリナが招待したのは、２番目の妃キュリー、７番目の遠方の国の妃、18番目の妃と25番目の妃、そして31番目の妃フェリアである。

　18番目と25番目の妃は、もちろんサブリナの取り巻きである。７番目の妃は妃を辞退しているが、悪路により城に滞たい在ざいしている。

　サブリナは、公の目として……つまり公平な証言人としてこの妃を急きゆう遽きよ前日に招待していた。裏のわるだくみを唯ゆい一いつ知らずに参加している妃である。

「キュリー様、申し訳ありません。もう一人お呼びしているのですが、まだいらっしゃっておりませんの」

　サブリナは眉まゆを下げ、申し訳なさそうにキュリーに微笑んだ。

　裏の顔を知らねば、すっかり騙されそうな、そんな表情だ。

　サブリナとて、自身の顔がどんなものかわかっている。大たい概がいこの顔をすると『お気になさらないで』との優しい言葉をかけられるのだ。

　サブリナは、キュリーの言葉を待った。しかし、無言のまま時が過ぎる。

「高位の方々を待たせるなんて、やっぱり田舎者は礼れい儀ぎを知らないのですね」

　18番目の妃が言葉を挟はさんだ。呼応するように、25番目の妃も続く。

「せっかく、お優しいサブリナ様がご招待なさいましたのに、遅れるなんて失礼ですわね」

　まずはフェリアの無礼な遅ち刻こくを印象づけたいのだろう。

　キュリーは、扇子の内側で『お馬鹿な方々』と毒づいた。

　奥おくまったフェリア邸から、このサブリナ邸はずいぶん遠い。

　さらに、フェリアはサブリナ邸を知らない。

　ネルの案内でこちらに来るはずだが、そのネルはわざと遅れて到とう着ちやくするように指示されている。

　そのことは、女官長からキュリーに筒つつ抜ぬけであった。

　もちろんフェリアにも知らされている。

　フェリアはあえて、サブリナらの企たくらみにのっているのだ。

「そんな、皆さんいけませんわ。あの方は元々、妃の何たるかを知らず召めし上あげられたのですから。わざとじゃないのだから、優しく接してあげなくちゃいけません」

　サブリナは二人の妃をたしなめる。

「まあ、サブリナ様は本当に心根の優しい方ですのね」

「あの方をお茶会にお誘さそいしただけでなく、遅刻という無礼までおおらかに受け入れるなんて……私、胸が熱くなりますわ」

　キュリーからすれば、茶番劇にしか見えないが、証言人たる７番目の妃には有効だろう。

　キュリーはちらりと７番目の妃を見る。

　目をパチパチと瞬まばたかせ、その様子を見ていた。その視線がつとキュリーに移る。

（瞬きパチパチ、パチン、扇子傾かしげ）

『面おも白しろい、お茶会ですね』

　流石、姫である。瞬きの後に、扇子を三人に向けて傾げた。

　瞬きの会話を送ってきたのだ。

　キュリーも応じる。

（瞬きパッチン、扇子閉じ）

『同意』

　そんな会話など、気づいていない三人の妃らである。

「失礼致します」

　ネルが邸の門扉で声を上げた。

　さあ、毒のお茶会の始まりだ。




　フェリアは意い気き揚よう々ようとサブリナの邸に現れた。自身が最後であることなど気にもせずに、集まった妃らに挨拶をする。

「皆さん、ごきげんよう」

　軽やかに、爽さわやかに、元気よくといった挨拶に、妃らは啞あ然ぜんとしている。

『遅れてしまい申し訳ありません』との台詞で始まるかと思いきや、『皆様』ではなく『皆さん』との声かけに、先制攻こう撃げきを受けたかのように面食らってしまったのだ。

「あ、あなた！　何という言葉遣いなのです！」

　18番目の妃が声を荒あらげた。

「こういう言葉遣いですよ？」

　フェリアは軽やかに答えた。

　そのフェリアの対応に、妃は顔を真っ赤にして、わなわなと震えている。

　息を吸すい込こみ、その口が開きかけた時、フェリアの声がそれを遮さえぎる。

「サブリナ様、お招きありがとうございます。前回は、お誘いいただきましたのに、王様に『騎士らへのお茶の振る舞い』を仰おおせつかってしまい、こちらのお茶会に来られませんでしたの。ごめん遊ばせ。ですが、またこのように、どうしても……ええ、どうしても私とのお茶会を熱望されるなんて、サブリナ様ったら、ウフフ、どんなに私が好きなのです？　私楽しみにしておりましたの」

　流石のサブリナも、この物言いに口元をヒクヒクさせた笑みを浮かべている。感情を何とか抑おさえようと踏ふん張ばっているようだ。

　それを、キュリーが扇子の内で『素す晴ばらしい先制攻撃だわ、フェリア様』とほくそ笑んで見ていた。

　７番目の妃に至っては、目を爛らん々らんと輝かがやかせてフェリアとサブリナを見ている。

　後宮の女の戦いは、傍ぼう観かん者しやには格別に面白い劇である。

　18番目と25番目の妃は肩を怒らせて、フェリアを睨にらんでいた。

「え、ええ。私も、ええ、楽しみにしておりましたのよ」

　若じやつ干かん、声を震わせサブリナは答えた。

　サブリナが何とか気を保っていられたのは、フェリアの背後に立つ侍女の存在があったからだ。

『どうせ、あなたの命もあと少し』そう思うことで、フェリアの存外な態度に怒ど気きを収めることができた。

　そのサブリナの表情の内面を、フェリアは十分に理解し次なる一手を打つ。

「お招きいただいたので、贈おくり物ものを持って参りましたの。サブリナ様、こちらを」

　フェリアはネルから小さな箱を受け取ると、サブリナに差し出した。フェリアが薬草畑でゴソゴソやっていた物である。

　サブリナは自身の侍女に目配せした。受け取りは侍女がするものであり、侍女は小箱を受け取った。

「私、この後宮で初めていただいた贈り物が、とっても素す敵てきな品でしたので、お裾分けをしたくて、本日お持ちしましたのよ」

　侍女の手がビクンと動いた。

　フェリアが受け取った初めての贈り物が、あのミミリーからのミミズであることは、誰もが知っていることである。あれだけ盛せい大だいに王とのお茶会で披ひ露ろうしたのだから。

「サブリナ様、どうぞご覧になってくださいまし」

　フェリアはウフフと笑った。

　ミシッと、サブリナの手の扇子が軋きしみ悲鳴を上げた。

「まあ、それはそれはありがとうございます。では、皆様で見ませんこと？」

　サブリナの扇子がテーブルを指す。

　侍女が小箱をテーブルの真ん中に置いた。

　侍女を含めた一同の目が、テーブルの上の小箱にくぎ付けになる。

　サブリナは、おもむろに扇子を25番目の妃に向けた。

　小箱にあった皆の視線が、25番目の妃に移る。

「開いてくださいまし」

　25番目の妃はプルプルと首を横に振る。涙なみだ目めになっていた。

「……」

　サブリナは無言の圧をかける。従わざるを得ない空気だ。

　25番目の妃の小刻みに震える手がゆっくりと小箱に向かう。その手が、小箱まであと少しの所で躊躇し止まる。助けを求めるように、瞳がサブリナを見つめる。

　サブリナは手首をクイッと返して扇子を動かし、さっさと開けるように促した。サブリナの瞳は冷たい。

　25番目の妃の手が再度動き出す。

　フェリア以外の者の喉がゴクリと動く。

　小箱に指先が触ふれる、ことはなく、フェリアが25番目の妃の手を止めた。

「お裾分けの良い土ですの。贈り物のおかげで良い土ができまして、こちらの花か壇だんにその土を撒まきましたらきっとお花にも良いかと思いましたの」

　フェリアは25番目の妃の手をやんわりと退けると、自身で小箱の蓋ふたを持ち上げた。

「ふわふわの土でございましょう、サブリナ様」

　フェリアは満面の笑みをサブリナに向けた。たかだか土を怖こわがっていたのですか……との意味合いも含んだ笑みだ。

　まさに後宮の女の戦いである。

　フェリアの笑みに、流石のサブリナも感情をあらわにした。

　清楚で可か憐れんな笑みが歪み、持っていた扇子がバキンと鳴った。吊つり上あがった目が、フェリアをねめつける。怒気と笑みを混ぜた顔は、鬼おにのように恐ろしい。

　18番目の妃と25番目の妃は、生きた心ここ地ちがしない。

「ありがとうございます。とっても素敵な贈り物ですわね。では、すぐに撒かなくてはなりませんわ！」

　サブリナはむんずと小箱を手に取ると、フェリアにニッコリ笑んでから、花壇に向けて思いっきり投げ捨てた。

　飛ぶ土、飛ぶ……ミミズ……。

　土は花壇に、ミミズはサブリナのドレスにポトンと落ちる。

「ギャアァァ──」

「イヤァ──」

「まあっ！」

　濁だく点てんのついた悲鳴はサブリナである。

　キューパタンとの表現が合っているだろう。18番目の妃の方へ、サブリナが倒たおれた。

　しかし、妃はミミズを避さけるがごとく『イヤァ──』と叫さけび、サブリナの体をかわす。

　そこで、フェリアがサブリナを軽く受け止めた。

　キュリーと７番目の妃が、ミミズという珍ちん客きやくに声を上げたことに、フェリアは内心焦るが、二人が楚々と離れたことにほっとする。さすがの危機管理だ。

　フェリアはサブリナに微笑んだ。

「あら、おかしいわね。ミミズは入っていないはずなのだけど。サブリナ様、ごめんなさいね」

　サブリナのドレスについたミミズを摘まむと、ポイッと投げた。

　それが飛んだ先には、18番目の妃がいる。

　妃の口から濁点が最大級についた悲鳴が紡がれ、空気を震わせた。

　警護騎士らは、たまらず耳を両手で押さえている。誰も助けようとはしない。

「サブリナ様の大事なお体を受け止めもしない妃に、投げて差し上げましたわ。大事なミミズですから、後で回収しますけど」

　サブリナの口がパクパクと動いている。気は失っていないものの、声が出せないほどの衝しよう撃げきだったのだろう。

「あら？　まあ、大変！　お気を、お気を確かにサブリナ様！」

　フェリアは大げさにサブリナを揺ゆらす。

　声を出そうにも、激しく揺さぶられるサブリナは『あぅ、あぅ』と息が漏れるだけである。

「気つけはないの？」

　ここで天のひと声が下りた。７番目の妃がそう呟いたのだ。

　フェリアはハッとし咄とつ嗟さに命じる。

「ネル！　お前が持っている、『紫色の小瓶』の気つけ薬を出すのです！」

　ネルの体がビックンと跳ねた。目を泳がせ、口をモゴモゴと動かしている。顔色はフェリアの邸に居た時以上に悪い。

「早く『紫色の小瓶』を出しなさい！　サブリナ様が気を失いかけているわ。はよお、はよお！」

　蒼そう白はくのネル。

　ミミズ攻撃を受け、膝を崩し踞うずくまる18番目の妃。

　25番目の妃は戦意喪そう失しつしているのか、自身の侍女に身を寄せている。

　当のサブリナは、大きく目を見開き、声を出そうとパクパクと口を動かすが、なかなか出てこない。

　サブリナの体が、小さく震え出す。フェリアが何度も『紫色の小瓶』と叫ぶからだ。

『嫌よ、やめて！』という声は出ない。

「ええ、サブリナ様、私が助けて差し上げますわ！」

『結構よ！』という声も出ない。

「これ、早く『紫色の小瓶』とやらを出さぬか」

　キュリーのひと言が舞まい降おりて、ネルはおずおずと『紫色の小瓶』を出した。

　サブリナの目がギョッと見開かれる。

「それが気つけですの？　ずいぶん毒々しい色ですのね」

　７番目の妃がポロリと呟いて、サブリナはいっそう震え上がり、早く声を出さなければと、腹に力を込めた。

　ネルが観念したように小瓶を差し出した。自分で何をしているかわかっていないのだろう。

　フェリアは小瓶を受け取ると、迷うことなく蓋を開ける。

「さあ、サブリナ様、どうぞ」

　もちろん、本当に飲ませる気はない。フェリアは、少しだけ小瓶を傾かたむけた。

「いらないわ！」

　渾こん身しんの叫びと共に、サブリナはガバリと起き上がった。

　それに、小さな悲鳴を上げて反応したのは18番目と25番目の妃である。

　サブリナの鋭い眼光が刺ささり、二人は手を取り合った。

　サブリナが『紫色の小瓶』を飲まされそうになっているにもかかわらず、二人は何も手を打てなかったのだ。
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　サブリナは射殺さんばかりの眼光で二人を睨んでいる。

「まあ、サブリナ様ったら、ようございました。心配しましたわ」

『紫色の小瓶』を手に持って、フェリアはサブリナに声をかけた。

「皆さん、お座りになりませんこと」

　本来、サブリナが言うべき言葉だ。

　フェリアは『紫色の小瓶』をテーブルの中央に置いて、言葉を続けた。

「皆さん、顔色が悪いようですし、気つけ薬をすぐ取れるように、テーブルの真ん中に置きましたわ。せっかくのお茶会ですから、美お味いしいお茶で喉を潤うるおしましょう」

　見事、フェリアは主導権を握る。毒のお茶会を根底から覆した。

　サブリナは清楚で可憐な顔を鬼のように変貌させ、鼻息も荒く肩かたを怒いからせている。

　二人の妃らは顔色をなくし、サブリナの方を見られない。心中は今すぐにでも退城したいに違いない。

　７番目の妃は、『紫色の小瓶』を興きよう味み津しん々しんに見つめている。気つけ薬でないことは、察しているに違いない。

「私、王様と騎士の皆さんが飲んだお茶をいただきたいわ」

　キュリーが、フェリアに向かってそう言った。

　それに、７番目の妃も追つい随ずいする。

「まあ、私もですの」

　フェリアはニッコリと笑んだ。

「まあ、嬉うれしいですわ。サブリナ様も、お茶に興味をお持ちと文にありましたから、茶葉を持参しましたの。サブリナ様、私のお茶を淹れてよろしいかしら？」

　サブリナは不気味な口角をさらけ出し、フェリアを見つめると、不気味な笑え顔がおで頷いた。

「ええ、お茶会ですもの。お茶を楽しみませんとね。私も飲んでみたいですわ。……あなた方もそうでしょお？」

　身を寄せ合う二人の妃らに、サブリナの言葉が突き刺さる。

　蛇へびに睨まれたカエルのようだ。

　サブリナは一旦、標的を二人の妃にしたのだ。

　二人の妃らは、色をなくした顔で目をさ迷わせている。

「あら、顔色が悪いわね。気つけ薬、お飲みになったらどうかしら？」

　サブリナのその言葉に、妃らは『ヒィッ』と悲鳴を上げ、『平気です、大丈夫です』と取とり繕つくろっていた。

　テーブルの中央には『紫色の小瓶』。

　扇子の内側で、『フェリア様、天晴あつぱれよ』と口角を上げるキュリー。

　稀き少しような緑茶に目を輝かせる７番目の妃。

　不気味な笑顔のサブリナ。

　その不気味な笑顔を延々と向けられている妃ら。

　後宮の女の戦いに恐れおののく警護騎士ら。

　そして、フェリアはニコニコしながら、緑茶を淹れていた。




　このようなお茶会になろうとは、誰が想像できたであろうか。

　妃らの背後に立つ各侍女らは、これぞ、女の戦場だと身を震わせた。

　明暗がはっきりしたお茶会は、そう長い時間をかけず解散となった。

　18番目と25番目の妃らが妃の辞退と退城を告げたことで、『まあ、残念』などと思ってもいない言葉の羅ら列れつを、儀ぎ礼れい的てきに皆が発しお開きになったのだ。




　帰かえり際ぎわ、フェリアは最後の仕上げにかかる。

「どうぞ、サブリナ様」

　フェリアはテーブルの上の『紫色の小瓶』をサブリナに差し出す。

　サブリナは眉を寄せた。その小瓶をなぜ私に渡わたすのかと、目が言っている。

　フェリアはあれっ、おかしいわねとの顔で、こう言った。

「こちらの小瓶、元はサブリナ様の物でございましょ？」

　サブリナは顔を紅潮させる。

「違いますわ！　そちらの侍女の物でしょ！」

　サブリナは扇子でネルを指す。

「あら、本当にあなたの物なの？」

　侍女はサブリナとフェリアの顔を交こう互ごに見て、目を潤うるませる。

　どう答えればいいか、わからないのだろう。『あっ、あっ』とただ吐はき出だす息のような声を出しただけだ。

「まあ、出所のわからぬ……怪しい気つけ薬でしたのね。では、私が貰い受けますわ。ええ、私が、この怪しい『紫色の小瓶』の所持者になりましょう」

　フェリアは小瓶を持つと、サブリナに向けて口角を弓なりに上げた。

「これで、私が使用できますわね」

　サブリナは目を見開く。毒をみすみすフェリアに渡したと気づいたのだ。首根っこをフェリアに摑まれたのだと。

　なぜなら、『紫色の小瓶』をフェリアがどう使おうが、気つけのはずだと言えるのだ。侍女から譲り受けたと言えるのだ。それが毒であると知らないはずのフェリアが、どのようにでも使用できるということ。

　もし、使用され犠ぎ牲せいが出たとて、元はフェリアを狙ねらったのだと証明される。その出所を探られるだろう。

　サブリナから女官長へ、女官長から侍女ネルへと渡った『紫色の小瓶』は、どういう意味に捉とらえられるか。

　フェリアの采配で『紫色の小瓶』はどうとでもなる。

　よって、サブリナは詰つんだ。

　フェリアが『紫色の小瓶』が毒であると知らないはずはない。お茶会での言動を見ればわかることだ。知っていて、サブリナに気つけだからと飲ませるふりをしてみせたのだ。

　だが、そのことを証明することはできない。サブリナが、声こわ高だかに毒だと宣言することは、サブリナ自身になぜ毒だとわかるのだと問われることになる。

　だからこそ、お茶会では『紫色の小瓶』は気つけで通っていた。

　今さら、毒である、自分の物だから返せとも言えない。それこそ、フェリアの侍女に毒を渡して何を狙ったのかと問われよう。

　サブリナは、綺麗な口角のフェリアに、その顔の意味に、『ヒュッ』と息を吸い込んだ。フェリアの顔は、『全てわかっておりますのよ』そう言っているように見える。

「……」

　サブリナは無言で、ゆっくりとフェリアに膝を折った。頭を下げたのだ。

「楽しいお茶会でしたわ、フェリア『様』」

　全く楽しくない顔で、サブリナは言ったのだった。




　フェリアは、ネルを引き連れて邸に戻る。

　ネルは心ここにあらずのようだ。ゆらゆら揺れながら、『紫色の小瓶』を持つフェリアについていく。

　邸宅の寝しん室しつに戻ったフェリアは、ネルを下がらせて小瓶を野営箱の中に隠かくした。大事な証しよう拠こであり、取引の材料でもある。

　マクロンに渡す、いや贈ることができる大事な物証だ。これを、いくら信用しているとはいえ、ビンズやペレには頼たのめない。フェリア自身で直じかにマクロンに渡すべきものである。

　フェリアはフゥと一息ついて、野営箱の蓋を閉めた。

　それから、おもむろにドレスをたくし上げる。足首のレースベルトに忍しのばせていた解げ毒どく草と、太ももの鞭ベルトにさしていた『偽にせの紫色の小瓶』やら、銀の匙さじ、丸薬、粉薬……蛇の脱ぬけ殻がら等を取り出して、袋ふくろに入れる。

　毒のお茶会のために、万ばん全ぜんの準備をしていたが、それらを使うことはなかった。

　フェリアは袋の紐ひもを締め、部屋の片かた隅すみに置いた。

「結局、使わずじまいだったわ。残念……ウフフ、簡単に倒れてしまうんですものね」

　仕込んだ物を使う前に、ちょっとしたいたずらで用意したミミズでサブリナが卒倒し、気つけと称しようして『紫色の小瓶』を出させたことは、偶ぐう然ぜんの賜たま物ものであった。

　フェリアにとってはミミズ程度であるが、一般的淑女にとって、ミミズは気色の悪いものに違いない。

　キュリーと７番目の妃も同じで、フェリアは声を上げた二人に内心焦ったが、その７番目の妃のひと声のおかげで上手く事を運べた。

「さて、女官長か」

　フェリアはハァと息を吐き出した。

　女官長は今か今かと、フェリアの訃ふ報ほうを待っているだろう。

　フェリアが毒で亡くなる。その犯人はキュリー。手を下したのは、キュリーの元で教育を受けていた侍女ネル。キュリーの指示を受けてネルが実行した。これがサブリナのシナリオだ。

　そのシナリオは、女官長からキュリーに伝えられた後変えられる。

　女官長のシナリオは、フェリアが毒で亡くなる。その犯人はサブリナ。手を下したのはサブリナに脅おどされ密通していたネル。キュリーがそれを暴あばくというものであった。

　しかし、どちらのシナリオもキュリーからフェリアに伝えられ、さらに『自身の手しゆ腕わんで何とかしてみなさい』と、フェリアはキュリーから課題が出されていた。

　予定通りではなかったものの、今のところサブリナに膝を折らすことは成功した。

　次は、女官長だ。キュリーがこちら側だと知られぬように対処しなければならない。

　フェリアは寝室を出て、サロンの薬草茶の棚たなの前に立った。

　棚から六つ袋を取り出すと、外に出て、虚うつろな瞳のネルを呼ぶ。

「ネル、これらを、今日のお茶会に参加した妃の皆さんに配ってくれるかしら？　お茶会で振る舞った薬草茶よ。……安心なさい。どのみち、あなたは実行犯にされるところだったのよ。大丈夫、私が女官長からあなたを守ってみせますわ」

　虚ろな瞳が見開かれた。女官長から守ってみせるとの言葉を聞いたからだ。

　この王城では、長らく続いた女主人の不在により、女官長が権力を持ってしまった。

　マクロンが、後宮や侍女らの仕事に、その権力の集中に、無関心であった弊へい害がいである。

　王城の侍女らは、先王の王妃の侍女であり、早くに急逝した王妃に代わり後宮を統括していた女官長に、絶対服従であったのだ。

　先王はエミリオの出生と王妃の死後、側室らを臣下に下か賜しした。先王の側室は二名で、生まれた子は女児三名であった。側室と共に王籍から抜け、後に他国に嫁とついでいる。それにより後宮の主は不在になり、女官長をのさばらせることに拍はく車しやをかけたのだ。

　だからこそ、ネルは女官長の言いなりになり、実行犯を引き受けざるを得なかった。そうしなければ、王城から追放されると脅されていた。

「配り終えてから、女官長のところに行きなさい。失敗したと、小瓶も奪われたと、……サブリナ様は、私に膝を折ったと伝えるのです。そして、最後にこの薬草茶を渡すのです。薬草茶には『紫色の小瓶』が使われたかもしれないと、伝えてくれる？」

　ネルは、小さく震えながらフェリアを見つめる。『紫色の小瓶』に反応したのだろう。

「安心して。あの小瓶は使っていないわ。女官長には、さらにこう言ってくれる？　『薬草が特産のカロディアの娘に、毒がわからないわけがないのにね』と、邸宅から高笑いと一緒にそう聞こえてきたとね」

　ネルはコクンと頷いた。ネル自体も、フェリアがそれで毒だとわかったと思ったはずだ。実際はキュリーからであるが。

　女官長は、ネルの報告に何と言うだろうか？　どう動くであろうか？　フェリアはそんなことを思いながら、ネルを見送った。
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　毒のお茶会の翌日。

　マクロンはキュリーの報告に、クックッと腹を押おさえながら笑った。

　あのサブリナが、ミミズに悲鳴を上げ、気を失いかけ、さらには自身が放っていた毒を飲まされそうになり、取り巻きに見捨てられ、鬼おにのような顔になったとの報告にである。

　フェリアの立ち回りにも笑いが止まらない。その場で、フェリアの演技を見てみたかったほどに。

　気つけをテーブルの中央に置いた、お茶会も見てみたかったとマクロンは思う。さぞ、痛快で楽しい喜劇であったろうとマクロンはまたも笑った。

「王様」

　それを諌いさめるように、ビンズは呼びかけ、じとりとマクロンを見た。

　マクロンは軽く手を上げ、すまぬなと口にした。

「全く、毒を盛られるやもしれぬお茶会にフェリア様を行かせるなど、王様はどうなされたのですか？」

「その程度のことを処理できぬようでは、私の横には立てまい。フェリアなら、華か麗れいに毒のお茶会を覆くつがえすだろうと思っていたが、本当に素す晴ばらしいことよ」

　マクロンは思っている。どこぞのおとぎ話のように、王に溺でき愛あいされ守られるだけの妃きさきなど、何の魅み力りよくも感じないと。芯しんは強いが、か弱い妃などいらぬ。か弱さを愛めでるなど虫むし酸ずが走る。

　権力者に対し、芯の強さで反論し正論を掲かかげるわりに、か弱さをひけらかし王に助けられる……そんな間ま抜ぬけな話があろうか？

　何でもかんでも守ってやらねばならぬ妃など、面めん倒どうな存在だ。

　ままごと姫ひめは、甘あまいおとぎ話をマクロンに聴きかせていた。

　清せい廉れんな妃が、悪い妃らに蔑さげすまれ、真っ向から立ち向かう。自身に何の力もないのに。窮きゆう地ちに追いやられた妃は、それでも正論をぶちまける。まさに、素晴らしきかな妃である。お涙なみだちょうだいものの展開だ。

　そして、王が颯さつ爽そうと現れ妃を助ける。

　その後の鳥とり肌はだものの溺愛は、吐はき気けがするほどだった。夢見る少女なら許されようが、現実的ではない。

　妃は力を持たねばならぬのだ。心身共に強く、王と肩かたを並べるほどの強さを。

　マクロンが求めるのは、マクロンに守られる妃でなく、同じ視野に立つ妃だ。マクロンと同等の牙きばを持つ妃だ。背後の権力によって牙を持つ妃でなく、妃自身が牙を持っていなければならない。フェリアのように。

「失礼致いたします、王様」

　開け放たれた扉とびらから、ペレが入ってくる。

「どうした？」

「18番目と25番目のお妃様から、退城の知らせが届きました」

　思った通りだと、マクロンはフンッと鼻息を上げた。サブリナから急ぎ逃にげるのだろう。報復を恐おそれ親元にすがり、ゲーテ公こう爵しやくへの根回しをするのだ。

「受理せよ。これで残った妃は十五か……うち、辞退は十。わからず屋が、四か」

　フェリアを除くと、四人の妃が辞退していない。つまり、妃の座に未練があるということだ。

「王様、妃は王おう妃ひだけではありません。側室も必要なのです。ご理解ください」

　ペレはチクリとマクロンに苦言を呈ていし下がっていった。

　マクロンはハンッと息を漏もらす。マクロンには、たった一人の妃でいいとの思いがある。ペレの苦言を覆す妙みよう案あんは何かないかと、頭を回転させるマクロンであった。
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　マクロンはペレにそれを聞いた時から計画していた。

　それとは、後宮を通らずフェリアの邸やしきに行くことをである。

　もちろん、緊きん急きゆうを要しない限り、そこまでの道のりを確かく認にんする程度のつもりであった。自らしきたり違い反はんをし、フェリアを失う危険は冒おかしたくはない。

　それでも、行かねばと思うのには理由がある。

「要いらんことを言いおって」

　ペレの報告とフェリアの文が、マクロンを駆かり立たてた。

　ペレは王妃教育の一いつ環かんとして、フェリアに側室に相応ふさわしい人物像の課題を出したと言うのだ。と、同時に五代前までの王妃と側室の記録も渡わたしたと言う。

　マクロンの心はざわついた。もし、自分がフェリアの立場ならどう思うだろうかと。

　自分以外の男を、愛する者のために選べるだろうか？　いや、自分以外の男と肩を寄せ合うフェリアを想像するだけで、心が焼けつく。

　フェリアにそんな心の傷はつけたくないと、マクロンは思うのだ。

『行かねばならない』

　マクロンは眼下を見下ろした。

　塔とうを抜け出すのは、いつ以来だろうかとマクロンは考える。『烈れつ火か団だん』に入っていた頃ころは、週に何度も脱だつ走そうし、皆みなを困らせたなと思い出し頰ほおがゆるんだ。

「ビンズ隊長に後で怒おこられるとするか」

　マクロンは寝しん室しつから中庭の草くさ陰かげに着地した。

　流石さすがに子供の頃のような身軽さはなく、降りるのも一苦労だ。

「子供の頃はロープなんて使わず降りられたのにな」

　マクロンは塔を見上げる。小さな出っ張りに足をかけて降りていた時は、怖こわさを感じなかったが、今思えば危険極きわまりない。

　それから、懐ふところの文を取り出し月明かりにかざして読んだ。

『薄うす桃もも色いろのドレス姿を見たければ忍しのんで来られたし。　フェリア』

　その文にペレからの課題の文言は書かれていない。

　何となくだが、フェリアからの挑ちよう戦せん状のような気がして、マクロンはフェリアの邸に行くことを決めた。




　ダナン国の王城は、三方を高い城じよう壁へきで囲み、背後を岩山で守られる強固な城である。

　中央に、三階外通路で繫つながった王塔と王妃塔がそびえている。その外通路の幅はばで城門まで一直線に伸のびる道には、中庭と、防衛上いくつかの関所と水門があり、容易に王塔には侵しん攻こうできない造りになっている。

　その道が左右のエリアを分けており、右に王妃塔と後宮。左に王塔と闘とう技ぎ場、練兵場、武器鍛たん錬れん場、執しつ務む殿でんがある。

「闘技場まで、遠回りの散歩だ」

　そう言って、関所を難なく通り城門に着くと、マクロンは辺りを見回した。

　巡じゆん回かい兵はいない。見張りは城壁の上から外を見ているため、あまり城内に視線を向けない。城門兵は門もん扉ぴの外だ。門扉の左右にある交代所に数人の兵士がいたが、城内に向いている者はいない。当たり前だ。城壁、城門の配備兵であるなら、城内を眺ながめているなど職務怠たい慢まんである。王塔の見張りぐらいであろう、マクロンの動きを見張れる者は。

　マクロンは振ふり返かえって確認する。暗くら闇やみに松明たいまつが浮うかんでいて見張りらしい人ひと影かげが見える。それは、向こうにとっても同じで、城門に近いマクロンを王だと認にん識しきできるはずもない。

　マクロンはコソコソと進む。

　城門からの後宮の入口に着くと、懐から鍵かぎを出した。
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　フェリアはサロンのティーテーブルの上で、マクロンの服を作っている。一度完成したものは火事で焼けてしまったので、再度、生き地じが届き作り出したのは今日である。

　フェリアの視線はチラチラと窓に移る。

「外が気になりますか？」

　ケイトはフェリアの行動に首を傾かしげながら問うた。

　フェリアは曖あい昧まいに笑い、いいえと答えて、生地を手に取って確かめる。

　作業に集中しているように見えて、内心はドキドキしていた。あのような文を出せば、マクロンなら受けて立つような気がしたのだ。『紫むらさき色いろの小こ瓶びん』を早くマクロンに渡したかったために、ちょっとしたいたずら心を含ふくませた文を出した。

　夕刻に出した文の返答はない。元より文のやりとりは毎日ではないから、返答がないのは不思議ではないが、フェリアはマクロンが来ると思っている。

『私が来られないとでも思ったか？』そんな台詞せりふで入ってくるマクロンを想像して、フェリアはむず痒がゆくなり生地を抱だきしめた。

　そんな乙おと女めな妄もう想そうに浸ひたっていると、ケイトが声をかける。

「フェリア様、湯ゆ殿どのの準備ができました」

　ケイトに促うながされ、フェリアは湯殿に向かった。

　フェリアの耳は赤い。今さらであるが、あの文がお渡りをせがむ文になることに気づいたからなのであった。




　思いの外長湯になり、上がる頃にはゆでだこになっていた。

「フェリア様、少し寝室で横になられた方がよろしいですよ」

　ケイトが呆あきれたように言う。

「ええ、そうするわ」

　フェリアは寝室に入るとポスンと体をベッドに沈しずめた。うつ伏ぶせでふわふわの寝具に顔を埋うずめ、パタパタと足を動かす。

「来るかな？　……どうしよう」

　今度は手でパタパタと寝具を叩たたく。

「来る？　来ない？　来なかったら……口きいてあげないわ」

　その物言いに、本気度はない。元より、来なかったら、口などきけないのだ。




「クックッ」

　笑い声にフェリアが飛び起きる。

「マ、マ、マ、マ」

　フェリアの口はマクロンと紡つむげずにいた。
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「ま？」

　マクロンはクツクツと小さく笑う。

「マクロン様！」

　フェリアの叫さけびに、マクロンはその口を右手で塞ふさいだ。

「フェリア様、どうかされましたか？」

　寝室の扉の向こうからケイトが声をかける。

　マクロンは、フェリアの口を塞いでいた手を下げ、人差し指で『シィー』とフェリアに示した。

　フェリアはコクコクと首を縦に動かす。

「な、なんでもないわ。ちょっと発声練習していただけ」

　こんな夜中に？　との疑問はケイトには浮かばなかったようだ。

「湯上がりですのでご無理をなさらぬように」

　扉の向こうにいるケイトに見えるはずもないが、フェリアはコクコクと頭を振った。

　フェリアが一いつ般ぱん的てきな妃でないことは、このフェリア邸ていに居る者には周知の事実であり、突とつ拍ぴよう子しもない行動も許容されている。

　ケイトが退いたことにフェリアはホッとひと息ついた。

　だが、その一連のフェリアの行動に、またもマクロンはクツクツと小さく笑った。

「……マクロン様、そんなに可お笑かしいかしら？」

　フェリアは口を尖とがらせる。

「いや、すまぬ。ただ、可か愛わいかったゆえ」

　マクロンの言葉にフェリアはパクパクと口を開く。ゆでだこの顔はそれ以上赤くはならず、『もおっ！』とひと言発すると、フェリアはマクロンの胸をポスポス叩いた。

　その行こう為いもマクロンにとっては可愛らしいものである。フェリアの手首を摑つかむと、マクロンは少し屈かがみフェリアと視線を同じくした。

「薄桃色のドレスより、良いいものが見られた」

　そう言うと、マクロンはフェリアを抱きしめた。

「私が来られないとでも思ったか？」

　フェリアはその台詞にクスクス笑い出した。

「何が可笑しいのだ、フェリア？」

　未だフェリアを抱きしめているマクロンの胸を少し押して、フェリアは顔を上げた。

「だって、そういう台詞を予想していたからですわ」

　マクロンの顔が少し驚おどろくのを見て、フェリアはウフフと笑った。

「来ていただけると思っておりましたわ」

　フェリアは再度マクロンの胸へと身を委ねた。




　しかし、逢おう瀬せは一時だ。

「長くは居られない。フェリア、話をしよう」

　マクロンはベッドにフェリアを腰こしかけさせ、自身はその対面に椅い子すを置いて座すわった。

「ペレから聞いた。側室に相応しい人物像を課題に出されたそうだな」

　フェリアは少し考えてから、『ええ、そうでしたわ』と明るく答える。

　マクロンは、その様子に一いち抹まつの不安を覚えた。なぜ、明るい返答なのかと勘かん繰ぐる。フェリアは、側室に妬ねたみを抱くほど自身を強く想おもっていないのではないか。そんな感情が芽生えた。

　当のフェリアはマクロンの不安に気づいていない。

「私、その場で答えようとしたのに、ペレ爺じいは宿題だと言うので控ひかえました。とっても簡単な宿題で、私は不満です」

　マクロンの不安は増す。知らず知らずに眉み間けんのしわが深くなっていた。

「側室に相応しい者と問われたら、私と答えます」

　フェリアの答えに、マクロンは放心した。自分が想うほど、フェリアは自身に強い感情は抱いていない、そんな答えだからだ。

「マクロン様？」

　フェリアは不思議そうにマクロンを見ている。

「……では、フェリアは側室になるのか？」

「いいえ！」

　フェリアの即そく答とうに、マクロンの頭は混乱する。

「では、フェリアは何になるのだ？」

　その発言にフェリアは、キッとマクロンを睨にらみつけた。

「私は王妃に立ちますわ！　まさか、マクロン様がそう望まないとは思っておりませんでした」

　フェリアは、枕まくらを持ち上げボスボスとマクロンに叩きつける。

　マクロンは、いっそう混乱しながら、枕攻こう撃げきを受け止めた。

「私はフェリアしか望まない！　側室などいらぬ！」

　マクロンは枕ごとフェリアを抱きしめる。

「な、な、なら、どうして変なことを訊きくのです？」

「いや、待て。それはこちらの台詞だ。どうして、変なことを言う？」

　互たがいに『？』と疑問に思ったのだろう。

　枕を挟はさんで、沈ちん黙もくが流れた。

「もう一度言おう。私はフェリアしか望まぬ」

　マクロンはそう言って、腕うでの力を弱めた。

　ポトンと枕が落ちる。

　フェリアはその枕を拾うと、抱きしめた。その頰は桃色に染まっている。しかし、不満げにマクロンを睨んでいた。

「私ももう一度言います。私が王妃に立ちます。側室に相応しい人物像というなら、私と答えます。マクロン様の横に、私以外が立つことはありませんから。王妃も、側室も全部私が受け持ちますわ。だって、そう言ったもの！　意向面接で言ったわ。一つも欠けることなき妃になると！　私は、マクロン様の横に立つための全てを持つ妃になるって！」

　フェリアは抱きかかえた枕を思いっきりマクロンに投げつけた。

「私の決死の想いを侮あなどらないで！」

　こんな熱い告白があろうか。マクロンは心をズドンと撃ち抜かれた。

「フェリア」

　名を呼ぶと同時に、マクロンはフェリアをベッドに押おし倒たおしていた。




　バタンッ

「そこまでです！」

　突とつ如じよ寝室の扉が開け放たれ、マクロンは両りよう脇わきを背後からゾッドによって捕ほ獲かくされた。

「王様」

　迫はく力りよくある声はビンズだ。こめかみに青筋がたった顔で笑っている。恐ろしい笑え顔がおである。

「今日はいつから三十一日になったのです？」

　その問いにマクロンは答えられない。恐ろしい笑顔のビンズには絶対逆らうな。『烈火団』では、それが暗あん黙もくの掟おきてであった。

「あい、すまぬ」

　王も烈火団隊長の前ではかたなしである。




　フェリアは大人しく連行されるマクロンを見送った。

「あら、小瓶を渡すのを忘れてしまったわ」

　マクロンを呼びつけるような文を出したのは、『紫色の小瓶』を渡すためであった。そのことをすっかり忘れていたことに、フェリアは抜けているわと自身に苦笑いした。




　その毒が、ダナンに大おお嵐あらしを起こすと、この時のフェリアは知る由よしもない。
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　毒のお茶会から二日経たった朝である。

「やったわ！」

　フェリアは歓かん喜きの声を上げた。

　とうとう稀き少しような種が発芽したのだ。蒔いてから一カ月半強での発芽である。二カ月かからなかったのは、やはり土ど壌じようが良いいからだった。

「ガロン兄さんに知らせなきゃ。って、あれ？　兄さん……王都で買い物だっけ。フフ、そのうち登城するわね。内ない緒しよで驚おどろかせよう」

　フェリアはウキウキしながら、水みず撒まきをした。

　そのフェリアを見て、ネルがコソコソとケイトに告げる。

『ガロン様に、こっそり伝えてきます』

　ケイトの許可を得て、ネルはガロンの元に向かった。
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　ガロンは、王都でフェリアの婚こん礼れい品を揃そろえ終わり、のんびりしていた。

「うーん……明日に持っていけばいいかぁ。今日は薬屋巡めぐりでもしようかなぁ」

　起きたてのボサボサ頭のまま、ガロンは王都に出ていく。

　ガロンは薬草の研究に執しゆう念ねんを燃やす男だ。カロディア領の屋や敷しきの大半はガロンの研究の場で埋うまっている。薬草調合室と、薬草研究室は足の踏ふみ場もないほどの薬草で覆おおい尽つくされている。

　フェリアもリカッロも、そこにはノータッチだ。薬草と言えど、触ふれれば痒かゆみを伴ともなうものもあれば、匂においだけで気絶をする効能の高いものもある。毒草と紙かみ一ひと重えの薬草が、ガロンの脳内だけで、分類されて埋まっている部屋に踏み入る勇気は、フェリアもリカッロも持ち合わせていない。

　そんなガロンは、王都の薬屋や薬草種屋、診しん療りよう所じよに顔が利きく。年に二度、ガロンは王都にやってきては全ての店を調査するのだ。新しい種や薬、病の研究などに余念がない。

　そんなわけで、ガロンは王都をくまなく歩く。

　薬屋を幾いくつか回り、薬草種屋も幾つか回り、ついでにと診療所にも顔を出し、必要な薬草は何かと現地調査をしていた。

　王都は広い。一日やそこらでは回りきれない。『明日持っていけばいいかぁ』と言っていた婚礼品は、三日経っても動かず宿屋にあった。

　ちょうど、毒のお茶会のあった休養期間とガロンの王都散策は重なっていた。




「あの、えっと、フェリア様がお待ちです」

　芽め吹ぶきを喜んでいたフェリアのために、いち早くその吉きつ報ぽうをガロンに伝えようと、ネルはケイトに頼たのまれた買い物の途と中ちゆうで宿場町に足を運んでいた。

「そうかぁ！　急ぎ向かおう……いや、一軒だけ寄らせてくれ」

　ガロンはカロディア領と直じかの取引のある診療所にネルと一いつ緒しよに向かった。

　王都の城下町は、王都入口の宿場町、中央の露ろ天てん市場、王城前の貴族御ご用よう達たしの店と三つのエリアに分かれており、ガロンの向かった診療所は宿場町にある。ガロンが滞たい在ざいしている宿屋があるのもこの宿場町だ。

「あれ、おっかしいなぁ？」

　入口の扉とびらには、昼間にもかかわらず診察終しゆう了りようの札がかかっていた。

　ガロンは不思議に思いながら診療所の扉を開く。

「こんにちはぁ」

　受付には誰だれも居おらず、奥おくの方でバタバタとしている音が聴きこえる。

「……タス……！　タロ……生、時期が悪……、薬草が……ない!!」

　ガロンは受付を飛とび越こえ、声の方に向かった。薬草がないと聞けば、勝手に体が動くのだ。

「おーい、何があったぁ？」

　ガロンの声に診療所の老ろう齢れいの医師が、ハッとして振ふり返かえる。

　その医師の向こうに、白い布でグルグル巻きにされた三体の人が見えた。少し離はなれて、看護師が三人青白い顔で身を寄せ合っている。

　ガロンはその光景だけで、何が起こっているかを理解して、緊きん迫ぱくした顔つきになった。

　医師は、声の主がガロンだとわかると言い放つ。

「ビタス病だ、近寄るな！　ガロン、タロの生しよう葉ようはあるか？」

「今は時期じゃねえ！」

「チクショー、とりあえず王城に報告に行ってくれ！　ここは封ふう鎖さする。王都で広がらぬよう、急ぎ王様に伝えろ！」

　ネルが受付から患者を見て、驚いている。

「急ぎ、王城に行くぞ。ついて来い！」

　ガロンは走り出した。

　ネルは必死でガロンの背を追った。




　ガロンは走りながら考える。

　ビタス病とは、謎の疫えき病びようである。死に至る病ではないが、皮ひ膚ふがところどころ紫むらさきになってジクジクと痛み出し、そこから臭しゆう気きが漏もれ伝でん染せんする。

　厄やつ介かいなのは、肌はだに触れるだけでなく、臭気に触れることでも伝染することだ。臭気は目で認にん識しきできず、知らぬうちに感染してしまう。その感染力は強く、瞬またたく間まに広まる病だ。

　全身を布でグルグル巻きにしているのは、臭気を防ぐためである。しかし、それも一時の応急処置に過ぎない。布からも臭気は漏れるのだ。

「タロの生葉か……」

　その臭気を抑おさえる薬草がタロ芋いもの生葉である。だが、今はタロの生葉の収しゆう穫かく時期ではない。乾かん燥そうした葉では痛みを和やわらげる効果しかなく、必要なのは生の葉であった。生葉で患部を覆うと、臭気は漏れない。

　医師が薬草を特産とするカロディア領のガロンを見て咄とつ嗟さにタロの生葉と叫さけんだのにはそういうわけがある。

　ビタス病を治す薬は存在せず、臭気により全身に痛みを伴う変色が広がった後、高熱を出して臭気が収まり、病としては終息する。その間十日ほどだ。

　その十日の間に、病が町全体に広まってしまうこともある。

　町全体に病が蔓延すれば、他国から敬遠されることになる。他国どころか、自国民にもその町は敬遠されてしまうのだ。

　終息は、新たな患かん者じやが出ずに二十日経つとめどが立つ。臭気に触れねば患者は出ない。

　つまり、初期対応が要の病気だ。

　初期対応を誤れば、次々と感染は広まり、経済活動や医療活動などあらゆる人の動きが止まってしまうだろう。

　そうなれば……

『ダナンが麻ま痺ひしてしまう』

　王都にビタス病が広がれば、ダナンは崩ほう壊かいするだろう。僻へき地ちの村とはわけが違ちがう、ここはダナン中ちゆう枢すうの王都なのである。

　ガロンは王城に向かって駆かけ抜ぬけていった。
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　その知らせは一気にマクロンまで報告された。

「騎き士しの緊きん急きゆう召しよう集しゆう。患者の隔かく離りと発生地の封鎖。王都全域の診療所、薬屋との連れん携けい。民たみには隠かくすことなく伝えよ。ただし、恐きよう怖ふ心しんを煽あおるなよ。皆みな笑え顔がおで対応せよ。それだけで、民は安心する」

　マクロンは集まった重臣らに命じた。

　その重臣の一人から声が上がる。

「薬は確保できますでしょうか？」

　マクロンは王城の医師に視線を移した。

　医師は、難しい顔で首を横に振る。

「治す薬はありません。感染を防ぐためにタロの生葉が必要ですが、今は時期ではなく入手は困難でしょう。患部や臭気に触れぬよう、白布を巻く以外今できる対処はありません」

　いっそう青い顔をしている重臣が医師に食い下がる。発生地に邸てい宅たくを構えている重臣だ。

「何か手はないのか！」

　医師は無言で応えた。

　会議は重苦しい雰ふん囲い気きに包まれた。

　ビタス病のことは、マクロンもよくは知らない。

　遠く離れた国の村が最初の発生地で、終息してはまたどこかで発生する。原因はわかっておらず、治ち療りよう法も確立していない。各国の医師を悩なやませている病である。

　ここダナンにおいても、マクロンが王位に就ついてしばらく後に国境近くの村で発生しているが、他国に比べ広がることなく終息した。

　その時の治療記録に、タロ芋の生葉が効くと記き載さいされている。

　タロ芋は苦味のある芋でダナンではあまり生産されていない。薬草として、ごくわずかの領で栽さい培ばいされているだけだ。今は栽培の時期ではなく、生葉は期待できない。

　葉を乾燥させて作った薬草は、切り傷などに効くがビタス病にはあまり効かず、少々痛みが和らぐ程度である。

　しかし、ないよりはましだろうと、マクロンは栽培している領に伝令を出したのだった。もちろん、カロディア領にも。
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　フェリアは夕食の準備をしていた。

　大おお鍋なべにはグツグツと美お味いしそうな根菜が踊おどっている。

　夕刻まで続いた本邸工事の工人と助すけっ人との騎士らに振ふる舞まうためだ。本邸がほぼ完成し、それを労ねぎらうためでもある。

　フェリアにとって大変忙いそがしい日であった。

　芽吹きに歓喜したのもつかの間で、早朝からペレがやってくる。昨夜のマクロンとの逢おう瀬せをチクチク言われながら、午前中は王おう妃ひ教育の講義を受け、昼には畑仕事で体を動かし、悔くやしげな顔で偵てい察さつに来た女官長に笑顔を振りまき、パンを作りながらつまみ食いという昼食を摂とり、ケイトに怒おこられ、午後にはお茶会主しゆ催さいの練習を侍じ女じよ姿でやってきたキュリーから学び、夕刻には労いの鍋作りへと続いている。

　そこに、ビンズが険しい顔でやってくる。

　いち早く気づいたのはフェリアだ。

「何かありましたの、ビンズ？」

　ビンズの顔は、険しいだけでなく青あお褪ざめていた。フェリアの前で膝ひざをつくと、苦しげに発した。

「フェリア様、騎士の緊急召集です。城下町で疫病患者が出ました。王城にはまだ発症した者はおりません。邸やしきから出ずに身を守ってください」

　それを聞いた騎士らはいっせいに動き出す。

　ビンズと同じようにフェリアの前で膝をついた。

「フェリア様、くれぐれもご注意ください」

　ビンズと騎士らは立ち上がった。邸から退こうと動き出す。

　しかし、フェリアは行く手を阻はばんだ。

「私がどこの出身であるか、お忘れかしら？　疫病の病名を言いなさい！」

「ビタス病だ、フェリア」

　フェリアの問いに答えたのは、ガロンである。

「兄さん！」

　王城への報告後、診療所へ戻り医師を激げき励れいした後、思うところがあり、ガロンはフェリアの邸に来たのだ。

「やるぞ、フェリア。タロ芋の生葉はなくとも、タロ芋は何ど処こかに貯ちよ蓄ちくされているかもしれない。一角魔ま獣じゆうの干し肉を混ぜて芋いも煮にを作れば、ビタス病の予防になる。カロディアでのいつもの芋煮会だ。俺おれはタロ芋を何とか調達してくるから、フェリアは芋煮の準備をしてくれ」

　ビンズは驚いた。

　医師でさえそのようなことは言っていなかった。それで本当に予防できるのかと、ビンズの視線はガロンに向かった。

　しかし、その答えをフェリアが発する。

「兄さん、タロ芋はここにあるわ。ここ、この庭園の畑で収穫済みよ。ついでに言うと、今日の夕食はタロ芋の芋煮なのよ。干し肉を入れたら完成よ。やっと、父さんと母さんの努力が役立つのね。ビンズ、ダナンのビタス病が広がらなかったのは、父さんと母さんが研究し、その予防に一角魔獣の肉とタロ芋で作った鍋が有効だとわかって対処したからよ。やるわ、カロディア領の威い信しんにかけて！」

　それには、ビンズのみならず、邸の騎士らや工人も驚いた。

　フェリアの指差す方ををじっと見たガロンは大声を出す。

「やっぱりタロ芋だったか！　でかした、フェリア！」

　荒あら事ごと時に踏ふみ荒あらされてしまってはいたが、それはまさしくタロ芋の畑である。

　ガロンが邸に荷物を運んだ時の記き憶おくは正しかったようだ。それを思い出し半信半疑ながら、フェリアの邸にガロンは足を運んだのだ。

「踏まれているけど生葉も少しはあるんじゃない？　リカッロ兄さんの野営箱の種を拝借したから、ここの畑はほとんど薬草なのよね。本当にここの土壌はすごいわ。時期でないのにタロ芋まで育ったわ」

　フェリアとガロンは右手を高く掲かかげ、パーンッと互たがいに叩たたき合った。

「やっるじゃねえかぁ、フェリア。よっしゃ、やるぞ！」

「兄さんは、患者の対応にあたって。私は予防の芋煮を担当するわ！　ビンズ、マクロン様に報告を。ゾッドはガロン兄さんについて。ケイトは私と芋煮よ。ネルは……」

「私はガロン様の補助をします！」

　フェリアは、ネルの強い声と瞳ひとみに目を見張った。いつもの気弱さはどこへ消えたのだろうかとの考えが浮うかぶ。

「危険なところなのよ？」

「はい！　お任せください」

　危険だと聞いても揺ゆるがないネルに、フェリアは頷うなずいた。

　ネルの気弱さは、芯しんを変え真の強さに変わったのだろう。

「任せたわ。でもその前に！　皆、芋煮を一いつ杯ぱい食べてから動きましょう！」

　フェリアの号令で皆が結束した。




　マクロンからの許可など待たず、フェリアは後宮の入口を出た。事は一刻を争うのだ。

　フェリアに続き、芋煮の大鍋が五つほどのった荷車が出てくる。その荷車が三台続く。十五の鍋が工人らによって運ばれている。

　フェリアの邸にいた騎士らは、ゾッドの指揮の下、ガロンと共にすでに発生地へと向かっていた。

「皆、行くわよ！」

　ダナンの国旗を掲げ、一行は城門を出て城下町に下った。露天市場の広場で芋煮を配るのだ。

「フェリア様！」

　フェリアを呼んだのは、ガーベラのお見舞いをフェリアに贈おくった騎士らである。

　広場では騎士らが民を誘ゆう導どうし、予防の芋煮を振る舞うと伝えていた。

　民はひしめき合っているが、殺さつ伐ばつとはしていない。

　マクロンの指示で、対応している者が笑顔で接しているからだ。

「皆さん！　王様のお妃きさき様さまであるフェリア様が、皆さんに芋煮を配ります！　安心してください。この方は、あの薬草領のカロディアから来たお妃様ですから！」

　騎士の発言に、民はさらに安あん堵どの表情を見せ、フェリアを期待の瞳で見つめている。

　フェリアはニッコリと微ほほ笑えんだ。

「マクロン様の治めるこのダナンで、ビタス病が広がることはありませんわ！　なぜなら、ビタス病は予防できるからです。薬草領カロディアが研究を重ね発見した、この芋煮を食べれば、ビタス病など怖こわくありませんわ」

　民から歓かん声せいが上がった。これほど、強く自信に満ちた声を聞けば、気持ちが昂たかぶるのも頷ける。

　フェリアは芋煮を受け取る民一人一人に優やさしく声かけをした。

　そして、十の大鍋の芋煮を深夜までかけて配り続けた。

　それでも、やはり王都であるからして民の人数はさばききれない。大鍋の残りが五つとなって、フェリアは追加の芋煮を作るため、数人を連れて後宮に戻る。

「フェリア様！」

「どうしたの、ネル？」

「患者の処置が終わりました。その報告をするようにガロン様に言われました！　あっ、私は町中の白布を集めていて、処置の補助はしていませんので、患部にも臭気にも触れていません」

「そう、なら一緒に戻るわよ」




　しかし、後宮の入口で、サブリナを筆頭に辞退をしなかった妃らと、女官長が待ち構えていた。

「ここから先は通せません！」

　フェリアを居い丈たけ高だかに見ながら、女官長が声を張り上げた。

「退城した者が戻れるわけがないのです！」

　確かにフェリアは城から出た。自らの意思で退城したと言えるだろう。

「それに、民と接せつ触しよくした者を後宮に入れて、もし！　万が一のことがあったらどうするおつもり？」

　サブリナが、フェリアに言い放った。

　フェリアは後宮の入口を塞ふさぐ妃らを一いち瞥べつし、怒いかりを胸に収めながら、工人に指示を出す。

「私の邸に行き、タロ芋と干し肉を持ってきて。入れないのなら、ここで作るしかないわ。そこの愚おろか者ものに構っている暇ひまはないの！　皆、私の命を受けなさい！　事は一刻を争うのよ！」

　フェリアの命令に工人は後宮の入口にたむろする妃らの脇わきをすり抜けていった。

　次にフェリアは、騎士らにここで火をおこすように指示する。

「十の鍋を作るわ。一気に作るから火力は強めでお願いね！　野営だと思えば何てことないでしょ？」

「私も手伝うぞ、フェリア」

　その声はマクロンである。妃らになど目もくれず、フェリアを労いたわるように見つめている。

「マクロン様……」

　フェリアは、胸の怒りが涙なみだに変わるのがわかった。

　マクロンはフェリアの怒りを受け止めるように、優しく包み込んだ。

「大だい丈じよう夫ぶだ。間違っていない。今重要なのはダナンの民に最善を尽くすこと。よく頑がん張ばってくれている。まさにダナンの王妃に相応ふさわしい働きよ。そこの愚ぐ者しやどもになど見向きもせぬ清せい廉れんなる姿に、私はまた惚ほれ直したぞ」

　妃の座に固こ執しつするあまり、フェリアを蹴け落おとすことばかり考えているサブリナらは、民を蔑ないがしろにしていることに気づいていなかった。

　ダナンの妃たる役目が何であるかを、見落としていたのだ。

　マクロンの言葉に、フェリアを抱だく王の姿に、サブリナらは立たち竦すくんだ。

「フェリア様、私どももお手伝いさせてくださいまし。そして、母国にこのビタス病の予防策をご教授くださいませ」

　キュリーを筆頭に、王城に残っていた他国の姫ひめである妃らが、フェリアに膝を折った。

　それは、フェリアをダナンの妃だと認めたものである。ダナンの正式な妃、王妃であると。

「お、お待ちを！」

　サブリナが声を上げた。

「私たちは、この王城のことを思って進言したのです。王様のことを思い、ビタス病がこの王城に入らぬよう、そう思い……だから、だから、心を鬼おににして」

「ならば、我も心を鬼にして言おう。引ひっ込こんでいろ！」

　マクロンの怒ど声せいは、サブリナらの膝を崩くずすには十分な威い力りよくであった。

　その横を、工人らがタロ芋と干し肉を持ってすり抜ける。

　フェリアはハッとし、マクロンの腕うでの中から離れると、タロ芋に向かった。

「大鍋にいっぱいの水を入れてください！　芋の皮むきができる方はお願いします。干し肉は最後に入れます。姫き妃ひ様方、干し肉を細かく割さいてください。それをすり鉢ばちですって鍋に入れると効果的です」

　フェリアはすでにタロ芋の皮を剝むき始めていた。

　マクロンはフェリアの働きに大きく頷くと、近この衛えらに薪まきと水を持ってくるように指示を出す。

　その間に、工人らは近くの石やレンガで釜かまを作り大鍋を配置する。

　皆、必死にダナンのビタス病と戦っているのだ。

　サブリナらは呆ぼう然ぜんとその様子を見ていた。

　置き去りにされた……いや、存在がないかのように扱われている自分たちが、なんと浅はかでみすぼらしく、恥ずべきであるかと痛つう烈れつに肌で感じている。

　まだ、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしで見られる方が安心するほど、誰もがサブリナらを見ない。

　そんなものに構っている事態でないと、皆が動いているのだ。

　なぜなら、フェリアがそうしたのだから。

　怒り、反論する間も惜おしいと、フェリアは後宮の入口で待ち構え、道を塞いだサブリナらとは対たい峙じさえしなかった。工人に指示を出し、民のために動いていたからだ。

　だが、一人……一人だけ、そのサブリナらに近寄っていく者がいた。

　ネルである。ネルは女官長の前に立つと、震ふるえる唇くちびるから発する。それはか弱さの震えでなく、怒りの震えだ。

「患者の中に、女官長様の甥おい御ご様がおられます。フェリア様の兄上様が、治療にあたっておられるのです！」

　女官長の目が大きく開かれた。

「な、なんですって？　あの子は、だって、あの子は……先月隣りん国ごくセナーダに行ったはずよ！」

　女官長の甥はセナーダに居るはずだった。なぜなら、先の荒事の際、甥が女官長の指示を受け森林に火を放ったからだ。森林火災の火元を探さぐるマクロンから逃のがすため、路銀を渡わたし、セナーダに向かわせたはずだった。

　女官長は放心している。

「なぜ……」

　女官長の甥はセナーダには行かず、火災を起こした仲間二人と共に、金もうけに走った。

　火をつけただけで大金を手にしたことで味をしめたのだ。いざという時には、セナーダに逃にげる路銀はある。ならば、ダナンでもっと稼かせごうと悪事に手を染めた。小さな悪事を繰くり返かえしていると、極ごく秘ひの依い頼らいが舞い込んだ。

　それが、後宮の侍女からの『毒』の入手の依頼であった。

　おばである女官長の依頼を成功していることで、後宮の侍女には大口を叩けた。『後宮の秘密の依頼は任せろ。失敗したことがない』と触れ込んだ。たった一度だけの成功をさも何度も成功しているように言ったのだ。

　かくして、甥は仲間二人と共に、毒の入手へと動く。ただ、裏社会に精通していなかったため、毒の購こう入にゆうは困難を極きわめた。

　結局、三人は自身で調達することを決める。火災後に発生した腐くさり沼ぬまに行き、泥どろをろ過した液体を沸ふつ騰とうさせると紫色へ変化し『毒』らしい見た目になった。それを小瓶につめ、毒と称しようして侍女に渡した。これがサブリナが入手した『紫色の小瓶』の正体である。

　異変はすぐには起きなかった。『紫色の小瓶』を渡して数週間後、最初に発病したのは、女官長の甥であった。

　最初は肌がジクジク痛むだけで、変色はない。腐り沼でかぶれたのだろうと、体を丁てい寧ねいに洗うもいっこうに良くはならず、そのうち肌がところどころ紫になってきた。

　仲間二人も同じような症しよう状じようが遅おくれて現れ、診療所に駆け込んだのだ。

　ネルはその甥を知っていた。

　だから、患者を見て驚いたのだ。

「発生地の診療所で治療しています。フェリア様の邸で栽培したタロ芋の生葉で、治療中です。そのフェリア様を、女官長は邪じや魔まするのですか！」

　怒りで震えた声は、最後には叫びのようにハッキリと女官長に向けて発せられた。

「そんな……そんなこと……」

「そんな者に構ってないで、芋煮を手伝いなさい！」

　フェリアはネルを叱しつ責せきした。

　ネルはすぐにフェリアの手伝いに戻った。

　残ったのは、茫ぼう然ぜん自じ失しつの女官長だ。這はいずるように後宮から出てきて、フェリアの元に進んでいく。

　しかし、それはマクロンによって阻まれ、マクロンの命によってサブリナをはじめとする一同は、近衛に引っ捕とらえられ後宮の邸へと軟なん禁きんされた。




　一晩かけて、なんとか芋煮を配り終えた。まだ全ての民に行き渡ってはいないが、とりあえずの見通しがつき、フェリアはやっと腰こしを下ろした。

　ペタンと座すわったフェリアの横にマクロンも座り、フェリアの頭をその手で包つつみ込こんだ。

「少し目を閉じ、私に体を預けよ」

　フェリアはマクロンの言葉のままに、コテンと頭をマクロンの肩かたに預ける。ゆっくりと目が閉じられた。

　マクロンがフェリアをそっと抱かかえる。

　二人の優しい時間を邪魔せぬように、皆が少し離れた。

　姫妃らは邸に戻り、工人らには、フェリア邸での休息が言い渡された。

　騎士らは、順じゆん繰ぐりで仮か眠みんをとる体制がビンズの元で行われている。

　朝あさ陽ひが二人を照らす。

　マクロンは、フェリアの頭に軽くキスを落とした。

　それに気づいたフェリアは、目を開けてマクロンを上うわ目め遣づかいに見つめる。

　いつもは朝陽に祈いのる二人は、互いの瞳に祈りを捧ささげた。

「申し訳ありません、王様、フェリア様」

　その声の主はペレだ。

　王としてのマクロンには、まだ仕事が残っている。加えて、ペレはフェリアも呼んだ。ペレは二人に用事があるのだ。

　マクロンがフェリアを横抱きにし、立ち上がる。

「フェリア、寝ねていろ。私に任せろ」

　マクロンは優しくフェリアに微笑みかけ、その体をいっそう自身に包み込んだ。

　疲つかれきっていたフェリアはマクロンに身を委ね、瞳を閉じた。

　今日の、いや寝ずに続けられた一日は、フェリアにとってあまりにも過か酷こくで、忙しすぎた。
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　目を開けると見知らぬ天てん井じように、フェリアは飛び起きて辺りを確かく認にんする。

「豪ごう華かな部屋……」

　何処であろう？　との疑問を持つほどフェリアは純真無む垢くな『お馬ば鹿か妃』ではない。

　部屋の様相で判断できぬほど、拙つたない頭の持ち主ではないのだ。

「マクロン様？」

　この寝しん室しつの主であろうマクロンの名を呼ぶ。

　それに答えたのは、女性の声であった。

「お起きにならさりましたか？」

　少ししゃがれた声の主の方に、フェリアは顔を向けた。

　年配のその者は、桶おけを持って近づいてくる。

「お顔を洗ってくださいませ」

　フェリアは言われるがまま、顔を洗った。

「はじめまして。私は王様の乳う母ばをしておりました者にございます。今は『婆ばあや』と呼ばれ、ここ王様の寝室を担当しております」

　婆やは、独り言のようになぜここの担当であるかをつらつらと発する。

「まあ、寝室のお世話というものは、ある意味侍女らには魅み力りよく的てきですからねえ。まあまあ、毎日とまではありませんが、女の色を使って王様に接する者もおりまして。王様はあの通り、女性には堅かた物ぶつでしょお？　もう、城からお暇いとまいただいたこの婆を、わざわざ呼びつけおって……ほほ失礼。まあまあ、そういうわけで、ここはもうおわかりのように、王様の寝室でございます」

　フェリアはコクンと頷いた。十分にわかっていたことだ。特に驚くこともないし、おそれ多いと退室を願うこともしない。

「まあまあ、ええ、素す晴ばらしいお妃様です。ええ、その肝きもの据すわり方……流石さすが王様のお眼鏡にかなったお方でございますな」

　フェリアは、少し頭を傾かしげたが特に反論することもなく、ただフフと笑んだ。

　フェリアに謙けん遜そんなどという言葉は存在しない。いや、時にはするがここで『いえ、そんな私なんて……』などと言わぬのがフェリアであり、それこそ婆やがフェリアを一いつ瞬しゆんで認めた肝の据わり方なのだろう。

「入るぞ」

　そこにマクロンが入ってきた。

「すでに入ってきてから言う言葉でないですね、王様」

「なんだと、全く口の減らない婆やだな」

　二人の会話にフェリアはまた笑った。

　それをマクロンが優しい笑みで見つめる。

「おや、まあ。小こ坊ぼう主ずがまあまあ、立派な男になったようですね。婆ばあは一いつ旦たん退散しましょうかね」

　マクロンは小さな声で『婆やにとっちゃ、我はいつまでも小坊主か』と悔しそうに言いながらも、その声こわ色いろはどこまでも優しいものだった。

「フェリア、疲れはとれたか？」

　ベッド脇に座ったマクロンがフェリアに手を伸のばした。

　フェリアは、頰ほおを包む手に頭を預ける。

　マクロンはフッと笑って、そのままフェリアを引き寄せた。胸に収まったフェリアの頭に唇を落とすのは、早朝から始まった癖くせのようなもの。

「妃の辞退が三十となった」

　マクロンは愉たのしげに発する。

「フフフ、マクロン様はモテませんのね」

　予想外なフェリアの返しに、マクロンは一瞬固まった。それから笑い出す。フェリアの体を離し、その額をコツンと自身の額とくっつけた。

　フェリアは瞬まばたきをして、あまりに近いマクロンの顔を見つめた。

　マクロンの深い漆しつ黒こくの瞳と、フェリアの藍あい色の瞳が互いの姿を映す。

「こんなに素す敵てきな方なのに、皆さんお目が悪いのね」

「ああ、皆が目が悪くて助かったよ」

　瞳の距きよ離りが近づく。

「きっと皆さん知らないんだわ」

「何がだ？」

　フェリアはマクロンに挑いどんでいる。

　マクロンもフェリアに挑んでいる。

　瞳の藍色を濃こくしたような青みがかったフェリアの黒くろ髪かみを、マクロンは撫なでた。

「心ここ地ちよい温ぬくもりと澄すんだ瞳、優しい声といたずらな心」

　フェリアは心と言うと同時にマクロンの胸に手をあてる。少しそれを押おすのは、『まだよ。まだ吐と息いきは受けませんわよ』との挑ちよう戦せんだ。

「君はいたずらな心だらけだ」

　マクロンは胸を押すフェリアの手首を摑つかむ。優しく優しく、だが揺るがぬその手は先ほど少し離された体を再度引き寄せた。マクロンとて、負けられないのだ。簡単に吐息をくれぬフェリアになおも挑む。

　また二人は同じ距離になる。その距離を保ったまま、マクロンは顔を横にずらした。瞳は離れるが、唇が近づく。マクロンのグレイの前まえ髪がみがフェリアの頰をかすめ──

「王様！　もう広間に皆が集まっております！　そろそろフェリア様を起こして、お二人でお越こしください！　皆、待たされすぎてイライラしています」

　扉の向こうからビンズの大声が聞こえてきた。

「マクロン様。フフフ、どうやら私たち、ビンズに負けたようですね」

「あのやろう！」

　フェリアはクスクスと笑い、マクロンはギロリと扉を睨にらみつける。

　もう少しでフェリアの吐息を食はめると思っていたマクロンにとって、ビンズは疫やく病びよう神がみだ。スタスタと扉まで歩くと、乱暴に扉を開けた。そして、いきなりげんこつをビンズの頭に落とす。

「イッテッ、何ですか、突とつ然ぜん！」

　不ふ機き嫌げんなマクロンと笑い続けるフェリア、ビンズは二人を交こう互ごに見ると、何がなんだかわからないといった感じで、肩を落とした。

「フェリア、私の横に立ってくれるか？」

　マクロンはフェリアに手を伸ばした。

　フェリアは、マクロンの手を迷わず取る。

　ビタス病との戦いはまだ続いているのだ。

「……もしや、先に民に芋煮を配ったことを問題にしているなんてこと、ありませんよね？」

　ビンズが弱い笑みをフェリアに見せた。

　マクロンは小さく『馬鹿どもが』と発している。

「そういえば、どのくらい寝ていたのかしら？」

「まだ、昼前だ。もう少し寝かせてやりたかったんだがな」

　マクロンはフェリアの目の下の隈くまにソッと触れる。

　フェリアもマクロンのそれに触れた。

「だーかーらー、そういうのは二人だけの時にしてください！　はい、さっさと行きますよ」

　フェリアとマクロンは顔を見合わせ、クスクス笑う。そして、次なる戦いへと足を踏み出した。
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　広間には伯はく爵しやく以下の貴族らが集まっている。皆、口々に『予防の薬はまだか！』とイラついたように言っている。

　フェリアの危き惧ぐした通りの展開だ。

「皆、ビタス病が発生した時にさっさと退城し、自邸にて閉じこもっていた役立たずな貴族らだ。予防の芋煮が王城から民に配られたと知って、こぞって集まったようだな。貴族である自分らには薬が配られるはずだと思っている能天気な奴やつらだ」

　マクロンはフェリアに耳打ちした。

　広間に入る次の間から、フェリアらは苛いら立だった貴族らを眺ながめていた。

「さあ行くぞ」




　マクロンが広間の段上を歩く。王の登場だ。

　フェリアは堂々とマクロンの横に寄より添そっている。

　ざわついていた広間は、スーッと静かになった。

　玉座にマクロンが座すると、その横の空席にフェリアは座った。

　それには、広間の者らも静かにはできず『なぜ、王妃の席に座っている？』との視線とざわめきがフェリアに向けられた。

「お前たちは、何用で登城している？」

　貴族らのフェリアに対する不ぶ躾しつけな視線を全てスルーして、マクロンはそう発した。

　その問いにさらなるざわめきが広間を覆う。

　いっこうに答えぬ貴族らに痺しびれをきらしたマクロンは、スッと立ち上がりフェリアの手を取って広間から去ろうと歩み出す。

「お、お待ちを王様……」

　この場で一番位の高い伯爵がマクロンを呼び止めた。

「何用だ？　我らは、ビタス病の対応で寸の時間も惜しいのだ。さっさと申せ」

「あ、ですから、ビタス病の薬を……」

　伯爵は最後まで言わず、マクロンを窺うかがっている。

　マクロンはこの上なくイラッとしたが、顔には出さず伯爵の言葉を待つ。

　伯爵にとってはマクロンの言葉を待っているのだが、マクロンは言葉を発しない。

「あ、あの？」

「中ちゆう途と半はん端ぱな問いに我が答えると思うな。ここで好きなだけたむろっていよ！」

　マクロンが一いつ喝かつすると、貴族らは竦み上がった。

　しかし、ここまで言われたならば、言わずにはいられない。

「王様、どうか我らに予防薬をお与あたえくださいませ」

　伯爵がやっと欲を口にした。

「そんなものは存在しない。予防の芋煮を欲ほつするならば、広場で並べ。順番に今日も配る予定だ」

　広間の貴族らは驚きよう愕がくの顔でマクロンを見ている。

「わ、私たち貴族に、民と同じく並べと仰おつしやるのでしょうか？」

　マクロンはその言いように、思わず伯爵を睨みつけた。

　しかし、貴族らは口々に並ぶなどできないと言い、連れてきている令れい嬢じようらも、そんなみっともないことはできないと駄だ々だをこねている。

　広間の貴族らはその雰囲気をマクロンに圧としてかけた。

「マクロン様、素晴らしい貴族の方々ですわね」

　フェリアの軽かろやかな声が突とつ如じよ広間に流れた。

　立ち上がったフェリアは、マクロンと伯爵の間に進み出た。

　マクロンはニヤリと笑み、フェリアに場を預ける。

「我わが儘ままをあえて口にして、ここに集つどう。そんな嫌いやな貴族を演じて、先に民に予防の芋煮を食べてもらおうとする心意気、私……感動で胸が熱くなりましたわ。公こう爵しやく様も侯こう爵しやく様らもすでに朝早くから広場にお並びだというのに、ここに集った貴族の方々は、なんと……なんと素晴らしい心意気でしょう！　ええ、ええ、ここでお待ちになってくださいまし。全ての民に芋煮が配られた後、こちらに芋煮を持ってきましょう。残っていればですが……」

　フェリアの声は広間を静かにさせた。フェリアは楚そ々そと元の場に戻る。

　フェリアと入いれ替かわるように立ち上がったマクロンは、あくどい笑みを貴族らに向けた。

「なんと、素晴らしきかな。ダナンを支える貴族らよ。民に予防の芋煮を食べさせるため自邸に引きこもり、民に残り少ない芋煮を食べさせるためあえてここに集うとは、我も感動で胸がうち震えておる。伯爵、この場はお前に任せた。では行こうかフェリア」

　呆あつ気けに取られる貴族らを広間に残して、マクロンはフェリアの手を取ると、颯さつ爽そうと広間を後にした。

「良いか、ここは忠義なる貴族の集まりだ。しっかり扉を守るのだぞ」

　マクロンは広間に聞こえるように大声で発した。そのマクロンの手は何かを合図するように動く。

　広間の入り口に配置された騎士は、マクロン同様大きく返事をし、マクロンの合図の答えである錠じよう前まえを素す早ばやく取り出した。そして、入り口の扉の取っ手にガチャンとかけた。

　突如、中から悲鳴と怒ど号ごうが聞こえてくる。

　ガタガタガタガタと扉が揺すられた。

　広間は阿あ鼻び叫きよう喚かんであろう。

「なかなかであったぞ、フェリア」

　マクロンはクックッと笑っている。

「マクロン様だって、素晴らしくノッておられたではないですか」

　フェリアもお返しとばかりにフフフと笑った。

「お二人共に人が悪い」

　ビンズがそんな二人を見て、そう呟つぶやいたのだった。
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　フェリアは今日の芋煮を作るため、マクロンと共に自邸に戻る。

　しかし、タロ芋はあるのだが一角魔獣の干し肉が少なく、作れる芋煮は鍋五つがやっとであろう。

「フェリア！」

　邸の門もん扉ぴをくぐると、兄がフェリアを待ち受けていた。と言っても、ガロンではない。

「リカッロ兄さん！」

　大おお熊くま男おとこリカッロは、フェリアを抱き上げた。

「しばらく見ないうちに、成長したなあ」

「は？　もう二十二よ、成長するわけないでしょ！」

「ハッハッハ、そりゃそうだ。体は成長してねえが、心は成長したんだろ？」

　ほんのり頰を染めるフェリアの口はパクパクと動くが、返答できないようだ。こんな物言いにフェリアはめっぽう弱い。

　リカッロはガッハッハと笑う。

「はじめまして、義ぎ兄けい殿どの」

　マクロンはリカッロの前に進み出る。

　抱き上げられているフェリアを、ひょいと自分の腕に収め、ニッコリと笑んだ。この役目は自分に移ったとのアピールだ。

「……なるほどなるほど。義ぎ弟てい殿、じゃじゃ馬のお転てん婆ば娘むすめですが、よろしくお願い致いたします」

　リカッロは深々と頭を下げた。

　まだ、正式な妃ではないが、互いに認め合った会話である。

　王を前にして、リカッロはなんらへりくだってはいない。今の立場はフェリアの兄であり、両親のいないフェリアにとってリカッロは親代わりである。

「いえ、こちらこそよろしくお願いします」

　マクロンとリカッロの会話にフェリアは少し涙ぐんだ。

　嫁とつぐとはこういうことなのだと心に込み上げる。兄が丁寧な言葉で頭を下げたからだ。じゃじゃ馬やお転婆はフェリアにとって褒ほめ言葉のようなもの。

「王様、タロの薬草を持って参りました。しかし、フェリアやガロンからお聞きだと思いますが、必要なものはタロ芋と一角魔獣の干し肉です。カロディアより、できる限り持って参りました。備蓄分も王都に運ぶよう指示しております。どうぞ、お使いください」

　リカッロは義兄の顔から、カロディア領主の顔になり、王であるマクロンの前で膝をついた。

「カロディア領主リカッロよ、協力感謝する」

　マクロンも王としてリカッロに接した。

　そこにドタバタとやってきたのは、ガロンである。

「兄さん、フェリア！　あっ、王様」

　ガロンもマクロンの前で膝を折った。

「ビタス病の拡散は隔離と封鎖により、大きくは広がってはおりません。最初に発病した三名が診療所で処置されるまでに接した者五名ほどが発病しました。ただいまの患者数は八名。この八名と関わりがある者三十七名も隔離が終わっています」

　ガロンはそう報告すると、ちらりとリカッロに視線を送る。

　リカッロは頷いた。

「王様、患者と関係者に関しては私とガロンで食い止めましょう。私たちカロディアの者は日ひ頃ごろから芋煮を食べて万ばん全ぜんの予防をしておりますから、患者の処置はお任せください」

　リカッロはそう言ってから、ガロンと共にフェリアを見つめる。

　顔はニッと笑っている。

　フェリアもニッと笑い返す。

「私は……いえ、私たちは、発生地への芋煮の配布ですね」

　そして、フェリアはマクロンを見つめた。

「なんと心強いことか。皆、聞いたな！　カロディア領主と、我が未来の妃に従え！」

　マクロンの命が、邸に響ひびく。

　騎士や工人、近衛や文官、はては重臣や長老らも邸に集まっており、皆が『御ぎよ意い』と返答したのだった。




　十日が経った。

　患者は増えたものの、隔離された者の発病であり、発生地の拡散はなくビタス病は終息の様相を見せている。

　患者はタロの生葉で治療され、それ以外の隔離された者も芋煮によって健康を保っていた。

　広間に集まり、フェリアとマクロンから手厳しい対応をされた貴族らにも、その日のうちに芋煮が配られた。食した後に、逃げ帰るように退城した貴族らは、また自邸に引きこもっている。
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　フェリアの邸は賑にぎわっている。

　なぜかというと、騎士のみならず重臣や長老が訪おとずれるようになったからだ。

　フェリアの淹いれる薬草茶の虜とりこになっているのだ。そして、薬草茶を欲するほど、頭痛の種となっている王の愚ぐ痴ちをつらつらとフェリアに聞かせている。

「……というわけで、私たちは妃選びのしきたりを持ち出しまして、王様のこちらの邸へのご訪問は禁止にしました」

　長老らはフヘヘと笑っている。

　一旦聞くと、フェリアに対する陰いん湿しつな処しよ遇ぐうに聞こえるが、そうではない。

　マクロンへの日頃のうっぷん晴らしであり、フェリアにそれを告げているのだ。

「ええまあ、そうして執しつ務む殿でんに帰りましたら、王様の前でフェリア様の邸でのことを話します。王様の悔しそうなお顔……フヘヘすみません、フェリア様」

　フェリアはクスクスと笑って、長老らの話を聞いていた。

「まったく！　あなた方のせいで今度は私たちがとばっちりですよ」

　フェリアと長老らの語らいのテーブルに現れたのは、重臣らである。

「あれやこれやと、王様からうっぷん晴らしに仕事を押しつけられ、体が持ちません。フェリア様の薬草茶を飲まなければやってられません」

　数人の重臣らのその言い様にフェリアの背後のケイトは、思わず笑った。

　要するに、ここに来て休みたいのだろう。

　そしてまた、長老らと同じくマクロンへできる最大級の仕返しである。

　仕事が大変で、フェリア邸で一服してきましたと、晴れやかにマクロンに言うのだろう。全くもって長老らと同じである。

　昨日やっと、芋煮の配布が終わり、ビタス病の対応に奔ほん走そうした皆がフェリア邸で慰い労ろう会かいをしているようなものであった。

　しかし、そこにマクロンは参加できない。ここは31番目の妃邸である。三十一日にしか王は来られないからだ。

　マクロンは、フェリア邸で命を発して以来ここには来ていない。

　ビタス病の対処は、現場だけに終わらないのだ。

　隣りん接せつする各国への周知や、フェリアらが行った対処法をまとめること。さらにはそれを、各国の姫妃らに授さずけること。

　加えて、今後需じゆ要ようが増えるであろうタロ芋と、一角魔獣の干し肉について対応策を考えている。

　仕事は山ほどあるのだ。今頃、マクロンの元に残っているビンズは、こめかみを押さえていることだろう。

　あと十日も経てば、ビタス病の終息宣言が出せる。

　マクロンはそれらの仕事と同時に、ビタス病の原因を探ることも怠おこたれない。最初の三人の患者への調査だ。

　これが解明されれば、ビタス病を恐れることもなくなるし、対処もできよう。重要な仕事である。

　しかし、それを行うのはマクロンではない。マクロンには強い味方がいた。

　カロディア領のリカッロとガロンである。

　リカッロはマクロンの密命で、今頃すでに国境を越えているだろう。

　ガロンは国内でビタス病を探る。

　ビタス病の調査はこの二人に託たくされたのだった。
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「……じゃあ、あんたらは腐くさり沼ぬまで紫むらさき色いろの液体を作ったんだなぁ。その数日後に違い和わ感かんが出て、日増しに痒かゆくなり、数週間後から病状が出始めたと？」

　三人の男らは頷うなずく。

　ガロンは顎あごを擦さすった。ビタス病の原因を探さぐっているガロンは、最初の患者の口をようやく割らせた。

　毒を作る依い頼らいを口にすればどういうお咎とがめがあるか、男らはわかっている。

　だから、最初は単に腐り沼を通ってから病状が出たと言っていたが、火災後の調査に腐り沼を通った騎き士しは発病せず、それ以降に通った男らが発病した現象をガロンにつかれ、騎士らとは違ちがう行動があったのではないか、思い出してくれと何度も頭を下げられたのだ。

　ビタス病の原因が今まで明らかにならなかったのは、発病した者がその液体の精製を口にできなかったからだろう。

　男らとて同じだ。

　ただ、男らはガロンによって助けられた。昼夜問わず看病してくれたガロンに、男らの心が限界に達し口を割った。

　ガロンはビタス病の原因が紫色の液体の精製であるとほぼ確信した。

　そして、作られた『紫色の小こ瓶びん』が誰だれの手に渡わたったのかと、男らに問う。

　その答えにガロンは慌あわてて王城に走った。




　ガロンの報告を聞いたマクロンとビンズは、すぐに行動する。いち早くフェリア邸ていへと足を運んだ。

　あの毒のお茶会の内情は知っている。誰が毒を調達したかもだ。フェリアの機転で全ては内密に収まっていたが、ビタス病の原因がその毒であったのなら、収めておくわけにはいかない。公おおやけにせねばならない。

　マクロンとビンズは険しい顔で足を進めた。

　ゲーテ公こう爵しやく家をどのように処しよ遇ぐうするか、事は妃きさき辞退だけで収められないだろう。

　ビタス病の原因が明らかになり、それは各国のみならず民たみにも伝えられる。

　つまり、腐り沼の泥をろ過し、その液体を沸ふつ騰とうさせる過程で、ビタス病になると発表されるわけだ。今までわからなかった原因が明らかになる。

　その時、ダナンでそれを行ったのは誰だという声が出よう。

　さらには、腐り沼が発生した森林火災の原因追つい及きゆうへも話は進むのだ。

　それはダナンに留まらず、ビタス病が今まで広まった地域にも及およぶ。

　誰が怪あやしい液体を作ったか。各国で犯人捜さがしと、犠ぎ牲せい者しやの有う無むも調査されよう。その時に発覚する事実に激げき震しんが走るかもしれない。

　マクロンがそう考えを繰くり広ひろげる背後で、ビンズもまた同じように考えているのか、こめかみを押おさえていた。




　フェリアは突とつ如じよ訪おとずれたマクロンにビックリするも、その表情の険しさに一いつ瞬しゆんで身構える。

　それは、重臣や長老、騎士らも同じであった。

「フェリア、少しばかり良いいか？」

　本来、三十一日ではない日に王が邸やしきに来ることはできないが、事の重大性はマクロンとビンズから窺うかがわれ、長老らはしきたりを口にせずフェリアを促うながした。

「少しばかり二人で話をする。ビタス病の原因についてだ。立会人はビンズとガロンである。良いか？」

　長老らに、マクロンは問うたのだ。

　もちろん、長老らは了承した。

　四人がフェリアの邸てい宅たくに入る。

　邪じや魔ませぬように、担当騎士以外はフェリアの邸を退いた。行き先は仕事場である。マクロンの様子から、今後起こりうる何かに備えるために、現状の仕事にとりかかるのだ。

　穀ごく潰つぶしの貴族らは、自邸に引きこもっている。従って、今王城で働いているのは、王の信しん頼らいする者のみである。

　マクロンは、女の園そのには疎うとかったが、自身の磐ばん石じやくな足場はできているのだ。これこそマクロンが、隣りん国ごくの妃や傀かい儡らい妃を必要としない体制であった。




「フェリア、『紫色の小瓶』を出してくれ」

　ガロンは邸に入るや否いなや、すぐにフェリアに言った。

　ガロンは大事な妹フェリアがそれを持っている危険性を避さけたかったのだ。

『紫色の小瓶』の中身は、正体不明の液体だ。作る過程でビタス病を発症させる液体であり、危険な物であることに間違いはない。

「体調に変化はないなぁ？」

　ガロンはフェリアに問う。

「特にないわ。だって、飲むはずないじゃない」

　フェリアは小首を傾かしげる。ガロンの発言の意図がわからず、フェリアはマクロンを見た。

「フェリア、とりあえず『紫色の小瓶』を。事情は後で説明する」

　マクロンの言葉に、フェリアは野営箱からそれを取り出し、テーブルに置いた。

「これが、ビタス病の原因だ」

「えっ？　この毒が……」

　ガロンは、持ってきた白布を何重にも巻いて『紫色の小瓶』を覆おおった。

「こいつを作る過程でビタス病になる。どうやら、こいつ自体でビタス病を起こさせはしないがなぁ。色合い的に……十分毒に見えるが、調べてみないとこの液体の成分はわからないなぁ」

「え？　毒ではないの？」

「まだ正体不明の液体だ。さっき言ったように、これを作る過程でビタス病になるのは明らかだ。それなりにまずい液体であることに間違いはないなぁ」

　それが、お茶会で使われようとした。依頼者が誰であるかは、フェリアもマクロンもわかっている。

「すでに、ビタス病の予防や対応策は、ダナンから各国に伝えられた。もちろん、原因もわかれば伝えることになる」

　マクロンは、そう言って大きく息を吐はいた。

「ゲーテ公爵家には、我わが弟が在ざい籍せきしている」

　フェリアはハッとして、ペレの王おう妃ひ教育を思い出していた。

「……反逆罪ですか？」

　フェリアは重大性を瞬しゆん時じに理解する。

　全て公になれば、サブリナが毒によってフェリアを亡なき者にしようとしたことは曲解され、サブリナが王弟のために王を毒殺しようとしたことにされるだろう。王弟を王にするために。ゲーテ公爵家を後見とする王弟の反逆であると。

　マクロンもビンズもさらに顔が厳しくなる。

「自邸に引きこもっている貴族らは、一気に喚わめくだろう。ビタス病発生時において働きもしない自身の行いをうやむやにするには、いい餌えさだ。全ての悪は私の弟だと喚けばいいのだからな。それを断罪し、私によくやったと認めさせれば、愚ぐ者しやどもの立場は安あん泰たいだ」

　マクロンは苦々しく吐はき捨すてた。

　静かな時が流れる。どうこの局面を乗り切るかと、皆みなが頭を働かせた。




「やはり、取引をしませんか？」

　フェリアは言った。

「ゲーテとか？」

　マクロンは顎を擦りながら難しそうな顔で考える。

「ええ。サブリナ様も退城しているなら、今いま頃ごろ『紫色の小瓶』のことはゲーテ公爵に伝わっておりますわ。つまり、公になる前にエミリオ様を奪だつ還かんしませんこと？」

　確かにビタス病の原因はまだ公にはなっていない。ようやく大まかな輪りん郭かくが浮うかんできたばかりだ。公にするには、まだ詳しい調査が必要だろう。

　特に『紫色の小瓶』の液体が本当に毒であるかもわかっていない。ただ、怪しい色をした液体で、その液体を作る過程でビタス病が発生するらしい。つまり、まだらしいなのだ。

「まだ、裏取引ができる状じよう況きようであると言うのか？」

「はい。難しく考える必要はないのです。サブリナ様が私に毒を盛る計画をして、『紫色の小瓶』を手に入れた。それだけのことですわ。そこにエミリオ様の存在が宙ぶらりんであるからいけないのです。ややこしいから、さっさとエミリオ様を奪還致いたしましょう」

　フェリアはそこで大きく深呼吸し、笑え顔がおで口を開く。

「妃選びは終わりましたでしょ。だって、もう後宮に妃として残っているのは、私フェリアだけと存じますが？」

　マクロンとビンズ、ガロンも一瞬キョトンとし、次し第だいに笑顔になる。

「言われてみればそうだな。妃選びは終しゆう了りようしている。ビンズ、ゲーテを呼べ。ガロンは、リカッロと連れん絡らくを取り合い、原因の調査を続けてほしい。この件だけに留まらず、関連すること全てを確実に調査してくれ。ビンズはガロンの補ほ佐さを。公表は全てわかってからだ」




　ゲーテ公爵は、苦々しい表情で登城する。

　あれほど、意固地な妃となって退城するなと言っておいたのに、サブリナは意気消しよう沈ちんして帰ってきたからだ。

　勝手に毒の入手を依頼し、その毒を31番目の妃に使おうとし、最後には証しよう拠この毒を奪うばわれるという愚ぐ行こうを聞いたなら、苦々しい顔になるのも仕方がないことだろう。

　さらに、31番目の妃を追い落とすことに囚とらわれ、民をないがしろにする行いをして、王の逆げき鱗りんに触ふれ、謹きん慎しん的軟なん禁きんという失態も羞しゆう恥ちに値あたいする。

　そして、この呼び出しである。

「まさか、こちらが弱みを握にぎられるとはな」

　それでも、まだ公爵には手がある。王弟エミリオの存在だ。この札を使えば、サブリナの失態は帳消しになるはずだ。しかし、自身の中ちゆう枢すうへの返かえり咲ざきは無理だろう。手持ちの札はサブリナの失態と引ひき換かえになくなってしまう。

『まだ、少しの余地はあるはずだ』

　ゲーテ公爵は苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔のまま、王塔とうへと入っていった。




　マクロンの前でゲーテ公爵は膝ひざをついている。

　ただ、互たがいにひと言も発していない。今回の場合は、口火を切った方に主導権はない。互いに発する言葉は、望みであるからだ。

　だが、王の前で何も言わないのは失礼にあたる。ゲーテ公爵は、意を決して口を開いた。

「王様からのお呼びと聞き、このゲーテ参さん内だい致しました」

　あえて、呼ばれたということで、マクロンの口から先に望みを出させようとしている。

「ペレ、あれを持ってこい」

　マクロンも、簡単には望みを口にしない。ゲーテ公爵の狡こう猾かつさは四年前、いやこの四年間で十分に理解している。

　ペレは、『紫色の小瓶』を盆ぼんに乗せて入ってきた。側近ビンズでなく、ペレが持ってくることに意味がある。ペレの肩かた書がきは妃選びを統括する長老の長おさである。

　ゲーテ公爵は表情にこそ出さないものの、内心どう切り返そうかと知略を練っていた。『紫色の小瓶』を知らないとするか、知っているとするか、知ったとするか……返答によって、展開は変わってくるのだ。

　マクロンもそこは十分承知している。ゲーテ公爵にあえてニヤリと笑えみ、先に口火を切る。

「ゲーテ、これを飲めるか？」

　ゲーテ公爵は意表を突つかれた。何であるかわかるか？　何であるか知っているか？　そんな言葉を予想していたのだ。

「ゲーテ、聞いているか？」

　ゲーテ公爵はゴクリと喉のどを鳴らす。

「飲めと仰おおせでしたら、飲みます」

　流石さすがは狡猾なゲーテ公爵である。飲めないと答える以外の返答を寸の間で引き出した。

　ゲーテ公爵は内心ホッと息をつく。

　次はマクロンの番だ。

「いいだろう。ペレ、茶の用意をしろ！」

　マクロンのまさかの発言に、ゲーテ公爵は体が前のめりになる。思わず、ペレを止めようと無意識に動いたのだ。

「何だ？　ゲーテよ？」

「……いえ、何でもありません」

　ゲーテ公爵の額に冷ひや汗あせがにじみ出る。

　ゲーテ公爵の前に、テーブルが用意された。その中央に『紫色の小瓶』だ。

「座すわれ」

　椅い子すは二脚きやくのみ。マクロンとゲーテだけのお茶会だ。

　マクロンは、フェリアが参加した『毒のお茶会』を思い浮かべている。報告を受けて、大笑いしたあのお茶会だ。実際は毒かどうかわからぬ怪しい液体なのだが。

　ゲーテ公爵もまた、サブリナから聞いた『毒のお茶会』を思い出している。マクロンとは違い、目前の『紫色の小瓶』の中身は毒であると思おもい込こんでいる。

「ペレ、これの説明を」

　マクロンは自ら口にはしない。最初の一声は、必ずゲーテ公爵に出させると決めている。

「妃らの小規模のお茶会で出された、出所のわからぬ気つけ薬だそうです」

　ペレは、そう言ってからお茶の用意を始めた。

　マクロンとゲーテの前にお茶が並ぶ。

「ゲーテよ、随ずい分ぶん顔色が悪いな。気つけ薬でも飲むか？」

　マクロンはペレに合図をして、ゲーテ公爵のお茶に小瓶の液体を一いつ滴てき垂らした。

　ゲーテ公爵はさらに追い込まれる。再現されているのは、サブリナが開いたお茶会である。どう切り返そうかと思案する。

「の、飲めと、仰せ……なら」

　ゲーテ公爵は何とか切り返した。一番危険な切り返しだ。王であるマクロンが、何の落ち度もない臣下を、いくらサブリナの失態があったとて毒殺などできないだろうと踏ふんだ。

　未いまだ、『紫色の小瓶』はサブリナの依頼だとは、口にしていないのだから。サブリナの失態は、民をないがしろにした一件だけである。ゲーテ公爵はまだ、踏んばった。まだ折れぬと拳こぶしを作る。

「ゲーテ、飲め」

　マクロンはもう躊ちゆう躇ちよしない。

「十分に時間も機会も与あたえた。これ以上は時間の無む駄だだ」

　ゲーテ公爵は絶句した。

　そして、すぐに叫さけぶ。

「お許しを！」

「何を？　まさか、理由もなく飲めぬとは言うまいな。飲めぬことを詫わびるなら、理由も口にしろ！」

　ゲーテ公爵は椅子から下り、マクロンの前で両りよう膝ひざをついた。

「その小瓶の中身が毒であるからです。申し訳ありません」

「何と！　気つけ薬でなかったか？」

　マクロンはわざとらしく言った。

　ゲーテ公爵は項垂うなだれている。完全な敗北だ。

「して、この責をどう負うのだ、ゲーテ？」

「……エミリオ様をお返し致します。どうか、どうか」

　ゲーテ公爵は床ゆかに頭をつけた。

「どうか何だ？　最後まで言わぬのか？」

　マクロンは容よう赦しやしない。

「どうか、毒のことは内密にしてください」

　言げん質ちは取れた。しかし、マクロンはまだゲーテ公爵を追い込む。

「ゲーテ、勘かん違ちがいしてもらっては困る。エミリオはすでにお前の許可なく王籍に戻もどれる。よって、それを引き換えにすることはならんぞ」

「え？」

　ゲーテ公爵は頭を上げ、口をポカンと開けてマクロンを仰あおぎ見みた。

　マクロンはニヤリと笑む。

「ペレ、報告せよ」

「只ただ今いま、妃として後宮に残っておられるのは、31番目のお妃きさき様さまだけとなっております。従って妃選びは終了しましたので、エミリオ様は王籍にお戻りになられます」

「なっ！」

　ゲーテ公爵は思わず声を上げ、ペレを信じられないような目で見た。

　ペレはシレッと澄すましている。

　ゲーテ公爵の頭に血が上る。

「公表もされていないのに無効だ！　そんな妃選びがあってたまるか！」

　宿敵ペレに向かって、ゲーテ公爵は喚き立てた。

　しかし、返答したのはマクロンである。

「ほぉ、それは誰に言っている？」

　ペレを睨にらみつけるゲーテ公爵の目前へとマクロンは進んだ。

　ゲーテ公爵は、体をのけ反らせる。

「お、王様に申したわけではありません」

「ゲーテ、よく聞け……」

　マクロンはゲーテの耳元に顔を寄せる。

「ビタス病の原因は、『紫色の小瓶』の精製過程にある」

　たった三人しかいない王の間であるにもかかわらず、マクロンはゲーテ公爵の耳元で発言した。こっそり言う言葉ほど、脳内に鮮せん明めいに届けられる。

　ゲーテ公爵は一瞬何を言われたのか、理解できなかった。しかし、言葉は一語も違うことなく、ゲーテ公爵の脳内で繰り返される。

　そして、フェリアと同じように事の重大さに気づく。

「も、申し訳ありません！　すぐにエミリオ様をお返し致します。ゲーテ家に反逆心はありません！」

　ゲーテ公爵は顔色をなくした。

「ゲーテ、残念だが『紫色の小瓶』は公にせざるを得ない。お前が頭に浮かべた事は、きっと他の貴族らも気づこう。いいか、良く聞け。悪いようにはしない、我に任せよ。まずは、エミリオを王籍に戻す」

「ハッ、かしこまりました」

　ゲーテ公爵は顔色をなくしたまま退城した。




　翌日、エミリオが王城にやってくる。

　十九年ぶりに王弟エミリオは王城に足を踏み入れた。

「兄上、戻ってきました」

　マクロンはエミリオを出で迎むかえる。

「元気だったか？」

「はい！」

　しかし、このエミリオの登場が新たな問題を後宮に引き起こす。

「兄上のため、日々努力致します」

　エミリオは潑はつ剌らつとした笑みで頭を下げた。地を見るエミリオの口元が強く結ばれる。笑みはそこに存在しなかった。
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　ビタス病終息まで、新たな患者が出なければもう十日はかからない。

　王城内は張りつめた空気感である。

　そんな中でも、フェリアの王おう妃ひ教育は続いている。後宮内に妃きさきとして残っているのはフェリアだけになり、公然と王妃教育は行われていたが、参さん内だいしない貴族らには知る由よしもない。

　フェリアは邸てい内ないで、ペレを待っていた。

　そのフェリアの邸やしきに、見知らぬ男が現れる。

「おはようございます。未来の姉上にご挨あい拶さつに伺うかがいました」

　その男は、門もん扉ぴのゾッドにそう声をかけた。

「え？　あの、エミリオ様ですか？」

「はい」

　エミリオはキラッキラの笑え顔がおを振ふりまいた。

　マクロンと同じグレイの髪かみではあるが、兄より薄うすい色合いで艶つやめきがあり、風にそよぐ様はキラッキラの笑顔と相まって、絵本に出てくるような王子である。いや、王弟だけれども。

「王様の許可は取られましたでしょうか？　ご訪問の知らせがありませんが？」

　ゾッドは不確かな者を、フェリアの邸に安易に入れたりはしない。先の荒あら事ごと時から、この邸では厳密に守られている。

「本日、王城に上がったばかりで、色々とわからなくてすみません」

　その物言いは十九歳さいのわりに幼い。

「それなら、ここからご挨拶を」

　スーッと息を吸すい込こんだエミリオは、腹の底から声を出す。

「フェリア様ー。王弟エミリオですー。王おう籍せきに戻もどれましたー。今後ともよろしくお願いしますー」

　フェリアは、大おお鍋なべを混ぜる手を止めず声を出す。

「はーい。よろしくー」

　せっせと芋いも煮にを作るフェリアは、王弟の訪問であってもかしこまることはない。今、重要なのは日々ダナンに入国している他国の者に芋煮を配ることである。

　エミリオは思っていた反応と違ちがったのか、キョトンとしている。王弟という名に、フェリアが邸内に迎むかえ入いれるだろうと、思っていたからだ。

「では、許可が下りましたら、ご訪問ください。もちろん、事前にご連れん絡らくいただくことと、信用ある人物と同どう伴はんくださいませ」

　ゾッドの守りも固い。王弟エミリオであると証明できる、皆みなが知る人物を連れてこいと言ったのだ。

　エミリオは、一いつ般ぱん的てきに顔を知られていない。先の王妃の死の責を負っていたため、王城に上がることは許されず、ゲーテ公こう爵しやく家けでほぼ軟なん禁きんのような生活を送っていたためだ。

　目前の男が王弟エミリオであると判断するには、信用ある人物の同伴が不可欠だ。

　しかし、そうであっても、王弟の訪問に門もん前ぜん払ばらいのような真ま似ねをすれば、ゾッドとて厳しい立場になる。

　エミリオは、幼い笑えみを黒い笑みに変えた。

「処しよ罰ばつされてもいいのかな？」

「元より、そのつもりです」

　ゾッドは変へん貌ぼうした腹黒エミリオに怯ひるむことなく答えた。

「ふーん」

　エミリオはまた顔を変える。今度は真しん摯しな青年だ。

「せっかく来たのだから、ひと目会わせてください。王籍に戻れたお礼をどうしても直接お伝えしたいのです」

　エミリオはゾッドに深く頭を下げた。

　ゾッドはそれを予想していたのか、エミリオが頭を下げたと同時に膝ひざをついた。これで、エミリオが騎き士しに頭を下げる様相は変わる。エミリオの頭より、ゾッドの頭の方が下にある。つまり、不敬にあたらない。

　それだけに留まらず、ゾッドは門扉の真ん前で通さぬように膝をついている。

「やるなあ」

　エミリオはスッと頭を上げた。

　流石さすがにここまでの変貌と対応を見せられると、ゾッドは警けい戒かい心を強くした。

「うーん、やっぱり兄上同伴しかないか」

　そこにペレが到とう着ちやくする。エミリオを確かく認にんすると、フォフォフォと笑った。

「これはこれは、エミリオ様。王城の散歩と言って、後宮に参りましたのかな？」

「はい。許可が必要と知らず、急せく心のまま来てしまいました。王籍へ戻れましたのも、姉上となられる方の尽じん力りよくあってと聞いております。どうしてもご挨拶したいのですが、駄だ目めでしょうか？」

　エミリオはまた真摯な青年へと変わった。

　ペレが来たにもかかわらず、ゾッドは膝をついたままそこを譲ゆずろうとしない。つまり、エミリオへの警戒は解いていない。

「駄目ですなあ」

　ペレの返答に、ゾッドはホッとする。

　反して、エミリオは不満げだ。このペレにも王弟という名は通用しない。

「ゾッド、私だけ入るぞ。エミリオ様は、王塔とうに戻った方がよろしいですぞ。王様は心配を通とおり越こしまして、何やら表情が変わっておられましたな。それに……公爵家のイザベラ様を」

「イザベラ姉さんがどうしたと言うのですか!?」

　ペレの言葉を遮さえぎり、エミリオは問とい詰つめる。

「さあ？　王様にお訊ききくださいませ」

　エミリオは、駆かけ足あしで去っていった。

「やんちゃな仮面坊ぼう主ずだが、心根は良いい方だ。ちょっとだけ捻ひねくれてはいるがな。ゾッド、面めん倒どうな方だが次回も頼たのんだぞ」

　ゾッドは門扉を開ける。

　そこにフェリアが芋煮を持って佇たたずんでいた。

「なんと、聞いておられましたかの？」

「はい。ちょうど芋煮ができたので、振ふる舞まおうと思いましたのに、もういないのですね」

　フェリアは、門扉から通路を見る。エミリオの姿はもうない。

「さて、今日は血けつ縁えんの講義。エミリオ様だけでなく、王様の血縁を全て覚えていただきますぞ」

　ペレの王妃教育に抜ぬかりはない。




　数すう日じつ経たつと、またもエミリオがフェリアの邸に現れた。

　同伴者はビンズである。

「今度は入れるよね？」

　エミリオはゾッドに向かって得意げに言った。

「どうぞ」

　エミリオは意い気き揚よう々ようと邸に入っていった。

「挨拶だけですよ、エミリオ様。王様もすぐに戻るように言っておられましたから」

「わかってるって、ビンズ。あっ、フェリア様ー」

　エミリオはフェリアに向かって駆け出した。

　ビンズが慌あわてて後を追う。




　フェリアの名を呼びながら、勢いよく走ってくる見知らぬ男を見ると、フェリアは軽く右足首にスナップを利きかせスカートの裾すそをひらめかせる。男を目視したまま、軽く屈かがみ右足首に忍しのばせている目打ちを手に取った。

　男が両手を広げ、フェリアに触ふれようにした瞬しゆん間かん、フェリアは目打ちを男の喉のど仏ぼとけに向ける。

　フェリアが持つ目打ちスレスレで止まった男は、喉をゴクリと鳴らした。広げた手は、降参のようになっている。

「フェリア様、申し訳ありません。この方は、王様の弟、エミリオ様であります」

　ビンズがそう紹しよう介かいしてもなおフェリアは目打ちを下ろそうとはしなかった。

「エミリオ様、フェリア様から大きく三歩離はなれてください」

　ビンズはそう言いながら、エミリオの両りよう肩かたを摑つかみ後退させた。

「すみません、フェリア様。なにぶん、エミリオ様は王城の生活に慣れておられないため」

「待って、ビンズ。では、この方の振る舞いは一般的だとでも？　初めて会う女性に抱だきつこうとすることは、王城外でもあり得ませんわ」

　フェリアは、エミリオを見る。

　三歩下がった辺りで、両手を降参させたまま固まっていた。

　しかし、フェリアの視線にエミリオはニパッと笑む。降参の手が艶めく髪をかき上げ、白い歯を見せながらキラッキラの笑顔を振りまいた。

　その芝しば居いがかった動きに、フェリアは目を見張った。面おも白しろい生物を見つけたような、そんな好こう奇き心しんが顔に出る。
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　それをどう勘かん違ちがいしたのか、エミリオはフェリアに近寄りまた抱きつこうとした。

「あっ、それ必要ないから」

　フェリアは躊ちゆう躇ちよなく目打ちでエミリオの手ての甲こうを突ついた。

「いってぇ──」

「でしょうね」

　もちろん、躊躇なく突いたが、力加減は絶ぜつ妙みようにしてある。

「ほら、手を出して。効果抜ばつ群ぐんな薬草を使ってあげるわ」

　フェリアは薬草畑から、どす黒い葉を一枚むしると、それをクシュクシュと揉もんで、持ってくる。

　甲を擦さするエミリオの手を取り、それをあてた。

「くっせ──」

「でしょうね」

　先ほどと同じような会話をして、フェリアはここでやっと名乗った。

「カロディア領主妹にして、唯ゆい一いつ妃として後宮に残る31番目の妃フェリアにございますわ」

　エミリオは涙なみだ目め状態で、フェリアを見る。

　最初の胡う散さん臭くさいニパッとした笑みや、キラッキラの笑顔はどこに消えたやらで、恨うらめしそうにフェリアを見つめていた。

　まあ、仕方がないだろう。目打ちで突かれ、臭い葉で治ち療りようされて、笑顔になれる者はそういない。

　ある意味マクロンぐらいかもしれない。そんなフェリアも愛おしいと思えるマクロンしか、痛い目にあっても笑顔でいられはしないだろう。

「ビンズ、負傷したから医師を呼んできて。僕ぼくはここで休んでいるよ」

　エミリオは、椅い子すに座すわった。

「一いつ緒しよに戻って、医師に診みせましょう」

「いや、ここで待つよ」

　エミリオは居い座すわるようだ。元よりそれが目的でこの邸に来ている。

「構わないわ。でも医師はいらないわよ。だって、その薬草以上に効き目のある薬なんてないから」

　ビンズはため息をつきながら、午前中だけですよと念を押おし、しぶしぶ王塔に戻っていった。




「やっと、会えましたね。芋煮、僕も食べました」

　フェリアが着座すると、エミリオはニコニコしながら言う。そのニコニコ笑顔で、手の甲の臭い葉を握にぎり潰つぶし、ポイッと投げ捨てた。

「その手、三日は臭いですよ」

「ゲッ」

　エミリオは握り潰した手を嗅かいで、顔をしかめた。

　それをフェリアは笑って見ている。

「広場で芋煮を配るわ、臭い葉を握らすわ、全く妃らしくないね。野や蛮ばんだ」

　エミリオの口調が変わった。

「褒ほめていただきありがとうございます」

　フェリアはシレッと答えた。全く表情は崩くずさない。嫌いやな顔に変わるどころか、嬉うれしそうである。

「褒めてないよ」

　エミリオは心底嫌そうな顔でフェリアに言い放つ。

「兄がマクロン様に言ったんです。じゃじゃ馬のお転てん婆ば娘むすめだけどよろしくって。私にとってそれは褒め言葉だから、嬉しかったのです。野蛮も一緒だわ」

　フェリアは、ウフフと笑った。リカッロの言葉だ。フェリアはその時の光景を思い出し、穏おだやかな顔になる。

　それが気にくわないのか、エミリオの顔はさらに不ふ機き嫌げんになった。

「どんな手を使って兄上を落としたのさ？」

　吐はき捨すて、蔑さげすむような言い方だ。

　フェリアはキョトンとした。エミリオの言う意味はわかるが、その問いには答えようがない。手も何もないからだ。

「落ちたのは、私ですわ」

　言ってから、フェリアは納なつ得とくしたようにうんうんと頷うなずいた。頰ほおは少しだけ色づいている。

「へえ、相思相愛とでも言いたいの？　あんたが使える駒こまだから兄上は所持しているだけかもよ。兄上は、あんたの価値が欲ほしいだけ。公爵を黙だまらせ、疫えき病びようを抑おさえる力に落ちただけ。だから、期待しない方がいい。兄上の隣となりは、イザベラ姉さんのような女性が相応ふさわしい」

　エミリオはニヤニヤした顔で、フェリアを見ている。フェリアがどんな表情になるのかと、その変化に期待した顔つきだ。

「イザベラ様……ですか？」

　フェリアは左耳に髪をかけるそぶりを見せる。助けを求める合図だ。

　背後のケイトは、スッとフェリアに近づき『サブリナ様の姉君です』と伝えた。

　エミリオはニヤニヤした顔のまま、それを見ている。

「どのような方ですか？」

　フェリアに遠回しな言い方の選せん択たく肢しはない。エミリオに真っ向から質問を放った。

「穏やかで心優やさしく、上品。接する者全てをおおらかに包つつみ込こむような、包容力。透すき通とおる肌はだに、ゆるやかに流れる銀糸の髪は妖よう精せい姫ひめのように可か憐れんだ。野蛮なあんたとは、性格も見た目も大違いだ」

　エミリオの口は滑なめらかに発言した。言い慣れた物言いであり、恍こう惚こつとした表情だ。

「まあ、妖精姫！　是ぜ非ひ会ってみたいですわ」

　フェリアの発言に、エミリオの眉み間けんにしわができる。

「それ、嫌いや味みか？　公爵家の現状は、今や風ふう前ぜんの灯ともし火びだ。それもイザベラ姉さんは、四年前の妃選びの本命であったのにお流れになり、婚こん礼れい時期を逃のがしてしまい今や二十三歳だ。妃候補本命であった看板と年ねん齢れい、加えて今回のサブリナの失態で……もう婚礼を望めない状じよう況きようになる。幸せは、犠ぎ牲せいになった者の上にあるってことを忘れるな」

　エミリオの発言には険けんがあった。

　フェリアはエミリオを見つめる。そこに揺ゆらぎはない。

「イザベラ様がお好きなのね」

　フェリアが言い終わるや否いなや、エミリオは右の拳こぶしでテーブルをガツンと叩たたき立ち上がった。

「下げ衆すな考えだな！　気を抜けない公爵夫ふう婦ふ、高こう慢まんちきなサブリナ、蔑んだ目の使用人たち。常に見張られている緊きん張ちよう感かん。あんたに想像できるか!?　そんな生活な中で、唯一頼たよれるのはイザベラ姉さんだけだった！　親愛の気持ちがあるのは当然だろう!!　色いろ恋こいでない神聖な気持ちだ。あんたのそれと一緒にするな！」

　エミリオの剣けん幕まくに、邸内の騎士がフェリアを庇かばおうと動くが、フェリアはそれを手で制した。

「それで？」

　フェリアはひと言だけ返す。

　落ち着いたフェリアの対応に、エミリオの頭に血が上った。

「大したことのないような言い様だな。もう頂点に立ったつもりか!?」

「つもりでなく、立っているわ」

　フェリアは立ち上がり、エミリオと視線を同じくした。

「幸せは、犠牲になった者の上にある。その発言には同意します。エミリオ様の王籍復活も犠牲の上。エミリオ様が存在するのも……先の王妃様が命をかけて出産したから」

　エミリオの形相が変わる。怒いかりと悲しみと悔くやしさ、誰だれも面と向かって言わなかったそれを、フェリアが言ったことへの衝しよう撃げきと憎にくしみ。様々な感情を顔に宿していた。

「貴様!!」

「私が今、ここに存在するのも！　亡なくなった両親の犠牲があったから！　今、ダナンのビタス病が終息に向かっているのも、その両親が残してくれた研究結果があるから。誰かの犠牲が、次の幸せへと繫つながっている。不安を背負って、怒りを抑えて、弱音を漏もらし、だけど……超こえていく！　それが残された者の責務よ!!」

　フェリアは頰に一筋の涙を流しながら言い切った。

　エミリオがストンと腰こしを下ろす。

　フェリアは、ケイトによって椅子に座り直された。

「両親を亡くされたのか？」

　エミリオの声には、もう険はなく恐おそる恐おそるといった窺うかがうような小声だ。

　フェリアは涙を袖そででゴシゴシ拭ぬぐい、エミリオをしっかり見つめた。

「後で一発殴なぐらせてくださいね」

　思いもよらぬフェリアの発言に、エミリオは面食らった。

「はあっ？」

「王籍に戻ったにもかかわらず、その責務を放ほう棄きし、たった一人の方だけに心を痛めているのです。一発殴らずにはいられましょうか？　今現在ダナンは、終息に向かっているとはいえ、ビタス病と戦っている最中です。それも、公爵家が原因ですのに、吞のん気きな事この上ないわ。誰が下衆な考えですって？　色恋沙ざ汰たよりよっぽど性た質ちが悪いわ！」

　エミリオの顔が歪ゆがむ。図星であったからだ。フェリアの指し摘てきはどこをとっても正論である。だが、心はそれでもたった一人の心配をしてしまう。エミリオが真っ当に育ったのはイザベラのおかげであった。

『母を殺した息むす子こ』の汚お名めいは、ずっとエミリオを苦しめている。荒あれすさんでもいい状況下で、エミリオに寄より添そっていたのがイザベラであった。エミリオが精神を病やまずに過ごせたのはイザベラの存在が大きかった。

「それでも、イザベラ姉さんの幸せを望む」

　ぽつりと溢こぼされたエミリオの言葉に、フェリアはため息をつく。

「イザベラ姉さんなら、ため息なんかつかない。きっと、優しく微ほほ笑えんで許してくれる。一緒に考えてくれる」

「……やっぱり好きなんじゃない」

「違う!!　神聖な気持ちだ。下衆な考えで汚けがすな！」

「それで？」

　戻ってしまった会話に、フェリアは遠い目をしながら言った。

「それで、どうしたいの？」

　今度は語気を強める。

「ここに来た理由は？」

　フェリアは核かく心しんをついた。

「……僕の次の呼び名は『公爵家を潰した疫やく病びよう神がみ』でも構わない。ただ、イザベラ姉さんは巻まき込こまれただけの犠牲者だ。前回の妃選びも、今回の妃選びの騒そう動どうだって何も悪いことはしていない。最も王妃に相応しい女性が犠牲になり、あんたのようなぽっと出の野蛮な者が一人幸運を手にすることに心は痛まないのか？」

「ご託たくはいらないわ」

　フェリアはピシャリと言った。

「兄上が、イザベラ姉さんを」

　エミリオはか細い声でそこまで言うと、グッと唇くちびるを嚙かみしめた。

「嫁とつがせる」

　絞しぼり出だした声は悔しそうに震ふるえている。

「……矛む盾じゆんしてるじゃない。望めなかった婚こん儀ぎを喜んでもいいはずでは？」

　エミリオはハンッと息を吐き出す。

「あんたは世間を知らなすぎる。貴族の婚儀がどういうものかわからないのだろうな。妃候補だった看板持ちの嫁ぎ遅おくれに加え、公爵家という高位もかえって仇あだになる。今回の失態と、王の覚えよろしくない状況。王妃に相応しいはずのイザベラ姉さんに残っている嫁ぎ先が、歳としの離れた貴族の後妻か、最悪色ボケ貴族の外妻程度だ。僕が言ったのは、幸せな婚儀は望めないということ」

　フェリアは眉まゆをひそめた。

「マクロン様がそうなさると？」

　フェリアには、マクロンがそんな嫁ぎ先を準備するとは到とう底てい思えなかった。それ以前に、公爵家の娘の嫁ぎ先に口を出すはずがないと思っている。

「兄上は、僕に内ない緒しよでイザベラ姉さんの婚儀を進めている。今回の公爵家の失態を収めるための布石のはずだ」

　確かにマクロンとフェリアは、今後ビタス病をどう収めようか思案している最中だ。公爵家の処しよ遇ぐうもまだ決まっていない。

　エミリオのイザベラへの親愛を考えれば、最悪を考えるのは仕方ないように思える。

　フェリアは、早さつ急きゆうにマクロンと連絡をとる必要性を感じた。そんなことを考えていると、エミリオがフェリアに鋭するどい視線を送る。

「本来、王妃はあんたのような者がなれるはずがない。イザベラ姉さんのような清せい廉れんな女性がなるものだ。あんたがその座に就つくっていうなら、妃選びで二度も犠牲になったイザベラ姉さんを助ける義務がある」

　その発言に、フェリア以外の邸内の者が呆あつ気けに取とられた。どんな思考回路でそうなるのかと、ただただエミリオをポカンと見つめている。

　フェリアを散々詰なじったわりに、その発言は奇き妙みようだ。可哀かわいそうな女性を助けてくれと頼むのなら納得しようが、エミリオの発言は破は綻たんしているように思えるだろう。

　しかし、フェリアはエミリオの言いたいことが理解できた。いや、心情が理解できたと言うべきだろうか。

『幸せは、犠牲になった者の上にある』

　フェリアの幸せは、二度の妃選びで犠牲となった者の上にある。その犠牲をほっといて、心は痛まないのか？　フェリアには助ける義務があるだろう！　エミリオはそういう心情なのだ。

　エミリオの言いたいことは、ズバリ『助けてくれ』である。

　しかし、『助けてくれ』という願いの言葉はエミリオの人生において、使われることのなかった言葉である。いや、使うことを許されなかった言葉であったろう。親を殺しておきながら、助けてくれと言うのかと、エミリオの心にはいつもあったはずだ。ゆえに、エミリオは捻くれた言い様しかできない。

　捻くれ者の言い様を、邸内の者は理解しづらいだろうが、ペレからエミリオのことを詳くわしく聞いていたフェリアには十分なほどわかっていた。王妃教育の賜たま物ものである。

　そして、エミリオはなおも続ける。

「頂に立つというなら、たった一人の立場の弱い女性ぐらい助けられるはずだ。僕に、その力を見せてほしいものだ」

『頂に立つ者なら、犠牲になった者にも目を向け助けてくれ。その力を持っているのだから、使ってくれないか』

　そんなところだろう。

「捻くれていますこと」

　フェリアは立ち上がった。もう話は終わったとの合図である。

　エミリオも立ち上がり、口を真一文字にしフェリアを見る。それは、まだフェリアが返答をしていないからだ。

「ええ、食いしばってくださいね」

　フェリアは、テーブルに置いていた扇せん子すを素す早ばやく摑むと、キュリー譲りの手首の返しを披ひ露ろうする。

　バシンッと扇子はエミリオを引っ叩ぱたいた。

「いってえ──」

「でしょうね」

　フェリアはそう言い残し、邸てい宅たくへと踵きびすを返かえす。

　エミリオは、フェリアを追おうとするがゾッドによって阻はばまれた。

「もう、お話は終わりましたので、王塔にお帰りください」

「どけ！　まだ終わっていない」

　喚わめくエミリオを、警護騎士は門扉の外へ出した。

「明日、また来る！」

　邸宅内に聞こえるほどの大声でエミリオは言ったのだった。




　エミリオの叫さけびを邸宅内で聞きながら、フェリアは筆を持った。しかし、筆はいっこうに動かない。進まぬ筆を置き、フェリアは頰ほお杖づえをつく。

　マクロンと早急に話し合う必要があるとフェリアは思った。今日のエミリオの突とつ撃げきはマクロンに報告されるだろう。エミリオの行動に、公爵家の処遇、いやその前にビタス病についても話し合う必要がある。

　さらに、公爵家がエミリオを御旗にして反逆を行ったと思えるこの状況をどう反転させるかだ。どう貴族らの口を噤つぐませるか……、複雑に絡からみ合あった問題を、マクロンひとりが背負っている。

　公おおやけにするまでの残った猶ゆう予よの時間は少ないであろう。

　問題は山積みの上、何一つ解決されていない。

「会って話すには、どうしたらいいのかしら？」

　フェリアは今日の日にちを確認する。まだ、五日だ。マクロンと公に会えるのは、今月末の三十一日である。

「実りの早い薬草なら、とっくに収しゆう穫かくできるほどの期間じゃない……あっ！」

　フェリアは気づく。

「タロ芋の栽さい培ばい……ができるわね」

　そして、またフェリアは日にちを確認した。

「三十一日には31番邸……。じゃあ、今日は５番邸ってことよね。そういえば、ミミリー令れい嬢じようは、確か偶ぐう然ぜんを装よそおって20番邸に突撃したんだったわね」

　フェリアはニヤリと笑み、再度筆を執とった。




＊＊＊

　マクロン様へ

　今日は五日ですね。

　薬草畑が手て狭ぜまになってきました。

　もっと開かい墾こんして、ダナンの役に立つ薬草を作りたいと思っています。

　タロ芋とかタロ芋とかタロ芋なんか、今後のダナンの役に立ちますわ。

　王城の土ど壌じようの素す晴ばらしいこと素晴らしいこと。

　きっと他の邸も素晴らしい土壌でしょうね。

　三十一日は遠いですね。

　明日は六日ですね。


フェリア



＊＊＊




　マクロンは、フェリアの文を読むと笑いたい衝しよう動どうと共に、その策に対する期待でニヤリと笑みそうになる。人目がある手前抑えてはいる。しかし、表情は崩れていたのだろう。

「また、何か企たくらんでおられますか？」

　ビンズの発言に、マクロンは心外だというような表情を見せる。

「フェリアからの文に顔が崩れるのは仕方のないことだろ？」

　マクロンは、ビンズに悟さとられぬように顔を引ひき締しめた。

「失礼します！」

　その時、急ぎの伝令が入ってきて、ビンズが素早く反応する。

「何だ？」

「リカッロ様からの文です！」

　ビンズは伝令から文を受け取ると、すぐにマクロンに渡わたす。

「ほぉ、なるほどな」

　読んだ文を、マクロンはビンズにも確認させた。

「ビンズ、フェリアと会う必要がある。反論は受けつけん。執しつ務む殿でんに行くぞ」




　執務殿では、ペレが忙いそがしそうに仕事をしていた。

　マクロンに気づくと、その手を止めた。

「気にするな。大した用事ではないから進めよ」

　長老ペレが行っている仕事は、妃に関してのみである。妃として残る者はフェリアしか居おらず、ペレは婚礼準備に取りかかっている。

　猫ねこの手も借りたいとはよく言ったもので、ペレもそのような状態であるが、ペレは元々三人いるため、誰の手も借りず行っている。

「では、お言葉に甘あまえて」

　ペレの手が動き出すと、マクロンはコホンと小さく咳せき払ばらいした。

「ペレ、確認したいのだが、退城した妃邸を有効に使いたいと思っている。その許可が欲しい。妃選びを統とう括かつする長老として許可できるだろうか？」

「ええ、まあ、空いておりますし。特に支障はないですが、何にご使用でしょうか？」

　ペレは仕事をしながら訊いた。

「新しく薬草畑を作ろうと思う。早急にタロ芋の栽培が必要になろう。この王城の土壌は、時期でない薬草も育つのだ。使わぬ手はあるまい」

「それはそれは、良いお考えですな。許可しますぞ」

「よし！　そうか」

　高こう揚よう感かんあるマクロンの声に、ペレは今になって訝いぶかしげに見つめた。

「何やら……裏がおありでしょうかな？」

　鋭い視線のペレに、マクロンはニヤリと笑んだ。

「今日は五日で、明日は六日だ。よって、我は明日空いている６番邸を開墾しようと思っている」

　それだけこそっと言うと、マクロンはスタスタと王塔に戻っていった。

　ペレはそのマクロンの背中を見ながら、フッと息を漏らす。

「これは一本取られましたな。必要な開墾は止められません」

　ペレは、マクロンの思おも惑わくに気づいている。薬草畑の開墾にフェリアを呼ばぬはずはない。妃選びのしきたりを利用して、会える算段をマクロンはつけたのだ。




　翌、六日。

　再編成されたビンズ騎士隊は、マクロンの指揮の下、後宮へと入る。この騎士隊にとっては勝手知ったる後宮だ。

「今日は六日だ。我が行けるのは６番邸のみ。ゆえに６番邸に新たな薬草畑を作る。作るのはもちろん、タロ芋だ。開墾の指揮をフェリアに任せる。そして、開墾に必要な道具はフェリアの邸にある。行くぞ！」

　マクロンの宣言に皆が一いつ瞬しゆん固まった。それから、ニマーと笑顔になる。

「何だ、皆気色悪い顔をするな」

　マクロンがひと睨にらみするも、騎士らの表情は変わらなかった。

「二人つるむと、悪わる知ぢ恵えが働きますね」

　ビンズがポツリと呟つぶやく。

「それを言うなら、機転がきくと言え」




　マクロンはフェリアの邸の前で、残される。

　騎士はフェリアの邸に入っていけるが、マクロンはしきたりに従った。ここは我が慢まんである。開け放たれた門扉から、フェリアの姿が目に入ると、自然とその名を呼んでいた。

「フェリア！」

「マクロン様！」

　フェリアも名を呼び、マクロンの元まで走ってくる。

「ビタス病の患かん者じやは出ておりませんか？」

「ああ、出ていない。このままなら、あと少しで終息宣言が出せよう」

　これが想おもいを通じ合った者の会話であるのかと、騎士らは苦笑いを浮うかべた。

「薬草畑の開墾にすぐに気づかずにすみません。これからのダナンの発展に、必ず必要ですわ。是非、お任せくださいませ」

　フェリアは膝を折る。そこに王妃の姿があった。

「ああ、任せた。まずは６番邸に向かおう。ビンズ、農機具は任せた」

「かしこまりました。せっかくなのですから、６番邸まで二人の時間をお過ごしください」

　ビンズは呆あきれながら言う。

　会うための算段であるのに、二人は何よりビタス病のことを口にした。会いたかった、そんな言葉さえマクロンとフェリアは先に言えぬのだ。

「ああ、そうする。せっかくの貴重な時間だ。終息宣言の後のことを相談しよう」

「ええ、わかりましたわ。宣言後が正念場ですもの。入念に打ち合わせしませんと」

　そんな意味での二人の時間じゃない、そう言いたいのをビンズはグッと我慢した。

　それは騎士らも同じようで、皆顔を見合わせまた苦笑いしていた。




「フェリア、リカッロから文が届いた」

　マクロンは、懐ふところから文を取り出しフェリアに渡す。

　フェリアは受け取ると中を確認する。

「……貴族の隠いん匿とく品？」

　フェリアの呟きにマクロンは頷く。

「各国の腐くさり沼ぬまを徹てつ底てい的てきに調査しているそうだ。紫むらさき色いろの液体は、その周辺で秘ひそかに売買されているらしい。特に貴族にな。なかなか手に入らない物で、さらなる探さぐりの最中だとある」

　フェリアは少し動どう揺ようした。

「貴族の隠匿品を探り、知ってしまったら、危険な目にあいませんか？」

「大だい丈じよう夫ぶだ、フェリア。リカッロにはちゃんと数十名の騎士を警護に就かせている。それもダナン国の名を背負った騎士らをな。リカッロはビタス病の概がい要ようを知らせる使者でもある。国を背負った使者を狙ねらうほど、馬ば鹿かな貴族は居まい。案ずるな」

　フェリアはホッと息を漏らした。

　マクロンとフェリアは後宮を進む。

「昨日の報告が上がってきている。エミリオは、私に報告されると思っていないようだ」

「はい。抜けておりますね」

「エミリオの言ったことを訊かぬのか？」

「一貴族の娘の嫁ぎ先に王が口出しするとは思えませんわ。嫁がせるのでなく、娶めとらせるならわかりますが」

　フェリアはマクロンを見上げて、ニッコリ笑んだ。

「正解だ。エミリオに娶らせる」

　マクロンは見上げるフェリアと顔を見合わせると、『プッ』と笑った。

「親愛と恋れん愛あいの区別もつかぬ拗こじらせ者ですよ？」

　フェリアは昨日のエミリオを思い浮かべている。

「イザベラも、崇すう拝はいするような親愛には苦労しているらしい。まあ、そういうことだ。わかっていないのは本人だけ。それもあの生おい立たちなら仕方あるまい」

　マクロンは王塔を見上げた。

　今いま頃ごろ、エミリオはペレに王族教育を受けているはずだ。今日の開墾についてきたかったようだが、ペレはそれを許さなかった。しぶしぶ、王塔内で机に向かっているだろう。

「いつ、イザベラ様とお会いに？」

　フェリアはマクロンをじとりと見る。他の女性と会っていることに対して、少々妬やいていた。自分は、苦心して会っているのに、妃でない者とは簡単に会えるのだ。フェリアがふくれるのも頷ける。

「連絡だけだ。それもゲーテ公爵には内密にしてある」

　マクロンは、イザベラからの文をフェリアに渡した。

　フェリアは中を確かめると、マクロンを見上げた。

「断ったのですね」

　フェリアは文を読んでいる。

「書いてあるだろ。イザベラも貴族令嬢としての矜きよう持じがある。自分を求める欲を出さぬ者に、いや、それに気づかぬ者に、自分を押しつけないでほしいそうだ。二人して面倒くさいことこの上ない」

「でも、イザベラ様のお気持ちもわかりますわ。女め神がみになりたいのでなく、乙おと女めになりたいのだもの。あの拗らせを解決しない限り、幸せな婚儀はできませんわ」

「いや、この婚儀は必ず行わせる……大事な弟を思う兄としてでなく、ダナンを背負う王として、エミリオにはイザベラを娶らせる」

「……つまり、この婚儀はビタス病対策の一いつ環かんなのですね」

　マクロンは頷いた。

「ビタス病の詳しよう細さいを公にするにあたり、ゲーテ公爵には、悪いようにしないと約束している」

「では、ゲーテ公爵家をお助けすると？」

「いや、約束したのは悪いようにはしないということだ。助けるとも良きようにするとも言っていない」

　フェリアはマクロンの含ふくみのある言葉の意味を考える。エミリオとイザベラの婚儀の持つ意味だ。互たがいの気持ちを汲くんだものでない意味を。

　横で考え込むフェリアを、マクロンは頼もしげに見ている。

「存続ですか？」

　主語なき言葉だが、フェリアは的を射ていた。

「ああ、公爵家存続のための布石だ。毒の依い頼らいと、王城に『紫色の小こ瓶びん』を運び入れたことは必ず公になり、その罰ばつは受けてもらうことになろう。理由が、サブリナの嫉しつ妬とであろうが、ゲーテ公爵の反逆にとられようが、そこは変わらない」

「つまり、その処遇で、もしゲーテ公爵家が廃はい爵しやくされた場合、エミリオ様とイザベラ様の婚儀で公爵家は復興される、存続できるのですね」

　マクロンは、フッと笑った。自身が考えた策にフェリアも行き着いたことに、清すが々すがしい気持ちになる。マクロンが望んだ王妃の姿だ。

「フフフ、『悪いようにしない』という悪い言葉で、公爵家は縛しばられるのですね。この婚儀さえあれば、公爵家の処遇がどうなろうが、マクロン様はいつだって公爵家当主の座をエミリオ様に挿すげ替かえられますもの」

　マクロンは黒い笑みを漏らす。そこに王たる者の牙きばと爪つめが顔を覗かせていた。

　フェリアもまた、そのマクロンを見てクスクス笑っている。

　毒をもって毒を制し、全てを吞のみ込こむ策である。

「まあ、この婚儀さえあれば、現公爵家をそのまま存続させる方が都合がいいと思っている。雑ざ魚こは、頭がいれば統とう率そつできるが、いなければ烏う合ごうの衆だ」

「先日の広間に集まった貴族らのように、収しゆう拾しゆうがつかないからですね」

　ビタス病の予防薬を寄こせと集まった一件である。

　マクロンやフェリアが烏合の衆を抑えることで、多方面に軋あつ轢れきが生まれるより、現状のように公爵家が政敵を取りまとめた方が、マクロンにはやりやすいのだ。これが必要悪ということだろう。

「そこでだ」

　足を止めたマクロンに合わせ、フェリアも立ち止まった。

「フェリアにイザベラを託たくしたいと思う」

　フェリアは目をパチパチと瞬まばたかせた後、クスクス笑い出した。

「結局、マクロン様も、エミリオ様と同じことをおっしゃっているのですね」

　フェリアの言葉に、マクロンはバツが悪そうに頰を搔かく。

「そう笑うなよ」

　マクロンは参ったなと呟いた。

　フェリアはスカートを軽く摘つまむと、膝を曲げ頭を下げた。

「マクロン様のご依頼、このフェリアが承うけたまわりました」

「ああ、頼んだ。何か良い案があるか？」

　フェリアは顔を上げると同時に爪つま先さき立だちをして、マクロンの耳元に顔を寄せた。

　ヒソヒソとマクロンに告げられる。

「……なるほど」

「許可くださいますか？」

「ああ、許可する。午後に内密の使者を邸にやるから使えばいい。それから、今後のためにも、そろそろ様づけはやめた方がいいな。王妃の立場になる者が、様づけで人を呼んでは侮あなどられよう。これも王妃教育の一環であるから、ペレにも伝えておく。まずは、エミリオを呼び捨てすればいい。弟になるのだろ？」

「はい、かしこまりましたわ。エミリオを一いつ喝かつしますわね。ウフフ」

　二人は再度歩き出し、６番邸の開墾に向かった。
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　フェリアはうんざりしていた。開墾でヘトヘトになって戻った31番邸に、エミリオが我わが物もの顔がおで陣じん取どっていたためだ。エミリオのことは、もうお腹いっぱいである。

「約束通り参りました、姉上」

「約束なんてしていないけど？」

　フェリアはすかさず言い返した。

　その横では、主のいない邸に人を招き入れたのかと、ケイトがネルを注意している。

　邸に残っていた警護騎士も、ゾッドに叱しかられていた。

　フェリアはエミリオの横をすり抜け、邸宅に向かう。

「姉上、逃にげるのですか？」

「あら、エミリオは女性の着き替がえにつきそう趣しゆ味みがおありなの？」

　エミリオはうっと喉を詰つまらせる。

　フェリアは邸宅の扉とびらを開け中に入って振り返る。扉の前で佇むエミリオにニーッコリ笑ってバタンと扉を閉めた。もちろんガチャンと鍵かぎをかけて。

　外で騒さわぐエミリオをまるっと無視し、フェリアはイザベラへの文をしたためる。マクロンとヒソヒソやっていた案の実行だ。

　内密の使者に文を託すと、その夜、フェリアの元に了りよう承しようの内容と共に、決意溢あふれる文言が届けられ、フェリアは満足げに笑んだのだった。




　翌日、午後一番。

　またもエミリオはフェリア邸に突撃する。

　門扉を守る騎士に止められると思いきや、扉はすんなり開けられ、中へと案内された。

「いやー、昨日はやられました、姉上」

　ティーテーブルで、マクロンの平民服を作っているフェリアは、チラリとエミリオを見るもすぐに手を動かす。

　エミリオは、フェリアの対面に座った。

　そこに侍じ女じよがお茶を運んできた。

「薬草茶よ。飲んでみて」

　エミリオはそのお茶を見ると、フンッと鼻を鳴らした。

「これが、兄上をたらし込んだ茶か？」

「まあ！　酷ひどい言い様ね。エミリオは公爵家でもこんな口調でしたの？」

　フェリアはお茶を運んできた侍女を見上げた。

　エミリオも、フェリアの言葉が不思議に思い顔を上げる。

「いいえ、このような言こと葉ば遣づかいは聞いたことがありませんわ」

　透き通る声こわ色いろの侍女は、本日からフェリアの邸に配属された者である。

「イザベラ姉さん!!」

「それ、もう禁止よ。エミリオの姉は今後私だけになるから」

　フェリアはニッコリ笑って言った。

　エミリオは呆ぼう然ぜんとしている。

「イザベラ、姫き妃ひらに明日午前中31番邸で芋煮作りの講習をするからと、お知らせしてきて」

「かしこまりました、フェリア様」

　イザベラが邸を出ていく。

　その背をエミリオの目が追った。姿が消えた後、ハッとしフェリアを鬼おにのような形相で睨む。

「貴様!!　どういうつもりだ!?」

「あら？　イザベラの婚儀を取りやめにしたかったのでしょ？」

　フェリアの言葉に、エミリオの目が見開かれる。

「私の侍女になったからには、私の許可なく婚儀はできないわ」

「だからって、公爵令嬢を侍女にしたのか!?　イザベラ姉さんにそんなことさせるな!!」

「そう？　なら、侍女を解任させて嫁がせればいいのね？」

　エミリオはパクパクと口を動かすが、言葉は出ないようだ。

「それと、姉の呼び名は今後私だけに限って許すわ。もし、イザベラを姉と呼ぶなら、この邸内に入れないから」

　フェリアは、フフフーンと鼻はな唄うたでも出そうなほど陽気である。

　エミリオは顔を真っ赤にした。

「卑ひ怯きようだぞ！」

「まあ、酷いわ。大事な弟の望みを聞いてあげたのに。この姉を卑怯呼ばわりするなんて……ウッ、ウッ」

　陽気な振る舞いの後の泣きまねである。

「騙だまされるか!?」

「でしょうね」

　フェリアはケロッと顔を上げた。

「マクロン様からすでに聞いておられるわね。公爵家令嬢サブリナの侍女が、後宮から毒の依頼をした。一方同じ公爵家令嬢イザベラは、その地位を捨て、私の邸で侍女として働き、姫妃らと芋煮を作っている。善悪の天てん秤びんに例えるなら、イザベラの行動が天秤を悪から善へと戻しているわ。まだまだ悪に傾かたむいたままだけどね」

　そこで、フェリアはイザベラの用意したお茶に口をつけた。

「まだまだね。温度がぬるすぎだわ。エミリオ、イザベラがあなたのために淹いれた初めてのお茶よ。飲まないの？」

　エミリオはお茶を見つめる。

「この王城内で、まだ、あなただけ見つめる先が違うのね」

　エミリオは顔を上げる。

「皆、ビタス病と戦っているの。あなたの親愛なるイザベラも。……マクロン様はずっと一人でダナン国を背負ってきたわ。今もなおね。王籍に戻った弟は、兄を助けることなく、国を思うことなく、誰を守ろうとしているのかしら？　そんな者が誰かを助け守ることができるのかしら？」

　フェリアの言葉は、エミリオの心を大きく揺らす。

　先日も、そのことはフェリアに指摘されていたことだ。それでも、エミリオはたった一人の幸せを望み、フェリアにため息をつかれた。

「僕は、僕は……」

　エミリオの手がティーカップを包む。

「イザベラには、二つの打だ診しんがなされたの。一つは婚儀の打診。もう一つは侍女の打診。それぞれ、マクロン様と私からの打診よ」

　エミリオの顔は強こわ張ばっている。だが、心の揺れが瞳ひとみを揺らしていた。その瞳がフェリアを窺い、続きを求める。

「マクロン様が一貴族の娘の嫁ぎ先に口出しするわけないじゃない。嫁がせるのではなくて、娶らせるとは考えなかったの？」

「え？　娶らせる？　え、では……王妃に？」

　フェリアは呆れたようにエミリオを見る。

「娶るでなく、娶らせたいのよ!?　血を分けた大事な弟にね！　あなたの言ったように、公爵家の処遇の布石でもあるの。なぜかは、王族たるあなたが考えることよ」

　エミリオは完全に放心している。

「そして、その打診をイザベラは断った」

　エミリオの放心が解かれる。目まぐるしい展開に、ついていけていないのか、表情が迷めい走そうしていた。

「親愛と恋愛の区別ができない拗らせ者のままでは、イザベラは受け入れないそうよ」

　迷走していたエミリオの顔に喜色が見みえ隠かくれする。

　それに、腹がたったフェリアは言い放つ。

「イザベラは断ったの！　そして、私からの侍女の打診を受け入れたわ。善悪の天秤よ。イザベラは自ら地位を投げ捨て、ダナン国のために役に立ちたいと言ったの。望んだ婚儀であっても公爵家の失態の責から目を逸そらさず戦っているわ。さっき何を聞いていたの？　明日、姫妃らも芋煮を作るとその耳は聞いていたはずよ。皆、戦っているの!!　これで、最後よ。あなた、まだ、今自分が何をすべきか見えていないの？」

　エミリオのティーカップを包む手がプルプルと震えている。

「まずはひと口飲みなさい」

　フェリアに促うながされ、エミリオはお茶に口をつけた。ひと口飲むと、片眉が微び妙みように動く。お世辞にも美う味まいとは言えない淹れ方だ。

「イザベラのことは任せなさい。この31番邸に居て、身を守られぬことは絶対にないのだから」

　エミリオは、お茶を一気に飲み干し、テーブルに頭をつける。

「フェリア姉上」

　言葉が止まる。エミリオは甘え方を知らない。『お願いします』が言えないのだ。願いを口にしてはいけない人生であったから。

「あら、イザベラが戻ってきたわ」

　エミリオはそれでも頭を下げたままだ。

「イザベラ、明日の芋煮の準備に取りかかるわよ」

　フェリアは、立ち上がる。頭を下げるエミリオを見下ろし口を開く。

「こんなところで油を売っていないで、さっさとマクロン様を手伝いなさい！」

　エミリオの顔が上がる。イザベラに視線は向かない。

「ダナン国忠臣一丸となって、ビタス病と戦うわよ！　エミリオ、イザベラいいわね？」

　エミリオは自然と膝を折った。

　イザベラもそれに倣ならう。




　舞ぶ台たいは整った。後は、時を待つだけである。

　終息宣言という時を。
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　ビタス病の終息宣言が発生から二十数日後に出された。

　引きこもり貴族らは、王城へと参さん内だいしマクロンに挨あい拶さつをする。

　何の役にも立たなかったくせに、貴族らが口々に言うのは『町で民たみに安心するように言い回っていたら、王城へ来ることもままならず、民と共に戦っていました』とのことらしい。

　なんと面の皮が厚いことかと、マクロンは言い訳がましい口上を聞きながら、内心毒づいていた。

「王様、カロディアのみ多量にタロ芋いもと一角魔ま獣じゆうの干し肉を独どく占せんしているのは由々しき問題です。どうか王様のお力で、僻へき地ちの領主から貴重な芋いも煮にの材料を納めるよう、ご命令くださいませ」

　あろうことか、カロディアの尽じん力りよくでビタス病を抑おさえたにもかかわらず、貴族らはそこをついてきた。

　どの口が言っているのだ？　と聞き返したいほどだ。

「会議にかける」

　マクロンはどの貴族の上奏も、ただひと言そう答え続けた。

　そして、発生から一カ月もすれば、王城はいつものように、役立たずな貴族らも仕事をするため揃そろうようになった。

　そのタイミングでマクロンはビタス病の原因を公おおやけにした。

　マクロンが明かしたのは、ビタス病の原因だけだ。あえてその原因たる謎なぞの液体『紫むらさき色いろの小こ瓶びん』が誰だれの命令で作られたのかは、発表していない。その謎の液体がどう使われたかもだ。

　よって、想像通り、貴族らは犯人捜さがしに躍やつ起きになる。

『紫色の小瓶』を作るために森に火が放たれたのか、『紫色の小瓶』はどこで誰に使われたのか、『紫色の小瓶』は誰の命令で作られたのかと、マクロンに徹てつ底てい捜そう査さを進言し、自らも手伝うと名乗り出る。

　自分を売うり込こむ格好の餌えさに貴族らは群がった。犯人を吊つるし上あげること、その解明に自分がと手をあげた。

　事は予定通りに進む。

「緊きん急きゆう貴族総会を開く！　よって、全ての貴族は王城に参内せよ！」

　マクロンは命じたのだった。





[image: ]






　総会の次の間には、ゲーテ公こう爵しやくとサブリナ、女官長とネル、最初に発病した男らが集められた。

　この面々の意味することを、皆みな理解している。

　顔色は皆蒼そう白はくだ。特に、ゲーテ公爵は全身に力を入れて立っている。ゲーテ家の存亡はマクロンに任されている。悪いようにはしないと言われたが、本当にそうなるかは蓋ふたを開けてみなければわからない。

　サブリナに責を負わせることが一番手っ取り早いだろう。しかし、それを貴族らが許容するかだ。反逆を騒さわぎ立たてるのが目に見えている。

　ゲーテ公爵は、横に立つサブリナを一いち瞥べつした。

　サブリナは、どこにあの威い厳げんが消えてしまったのかとばかりの、覇は気きのない顔つきだ。それもそうだろう。

『ビタス病の原因は、お前が依い頼らいした『毒』が原因だそうだ。事は公になる。王弟の後見たる公爵家が、毒を手に入れて何をしようとしたのか？　王を毒殺し、王弟を立志させようとしたと誰もが思うであろう！』

　サブリナはゲーテ公爵の言葉を呆ぼう然ぜんと聞き、次第に青あお褪ざめる。サブリナの一存で事を収めるしかないと理解したからだ。まさか自分が捨すて駒ごまにされるのかとがく然とし、泣きすがるしかなかった。

「サブリナ、毅き然ぜんとしろ」

　そうゲーテ公爵は声をかけたが、サブリナは小さく震ふるえてしまった。

　そして、女官長とネルは互たがいに無言だ。

　女官長の悲ひ愴そうに満ちた表情と、ネルの決心した表情は対照的である。

　その女官長の甥おいと仲間らは、震える体を抑えようと、握にぎり拳こぶしを作り体を固くさせているが、震えは見てわかるほどだ。

「王様が入られます！」

　断罪総会の始まりである。




　次の間にマクロンが入る。

　その後ろにはフェリアだ。

　二人は、集められた者に一瞥もくれず総会会場へと入っていった。

　ビンズとガロンも次の間に入り、そこに留まった。




　会場のざわめきは王の登場で静まる。

　しかし、王の後に続いたフェリアを確かく認にんすると、前回同様に不ふ穏おんな空気が流れた。

　前回と違ちがうのは、ビタス病が終結したことで貴族らに余よ裕ゆうができたことだ。恐きよう怖ふが取り除かれ、貴族らの力のほこ先は、前回追つい及きゆうできなかったフェリアの立場に及およんだ。

「王様、なぜ王おう妃ひの席に……31番目のお妃きさき様さまがお座すわりなのでしょうか？」

「我の総会開始の宣言もなく、言葉を発するとは、お前が王にでもなったつもりか？　ならば、さっさとここに座れ！」

　マクロンは立ち上がった。

　フェリアも立ち上がる。

　発言をした貴族は縮み上がり『滅めつ相そうもありません』と額を床ゆかにつけた。

「緊急貴族総会を開始する！　終息したビタス病についてが議題だ。それ以外は議題にない。わかったか？」

　マクロンは、ひれ伏ふす貴族の頭に声を落とした。

　マクロンの威い圧あつに貴族らは、一いつ旦たんフェリアのことには口を閉ざした。

　だが、時期がきたら発するであろう。その機会を虎こ視し眈たん々たんと狙ねらうはずだ。たかが領主の妹になど屈くつしてたまるかとの思いがある。

「王様、『紫色の小瓶』を依頼した者は判明したのでしょうか？　森林火災を起こした者も判明しましたでしょうか？」

　ブッチーニ侯こう爵しやくがマクロンの意を汲くみ発した。

　マクロンはあえて軽く笑えみながら頷うなずいてみせた。

　それに貴族らは目を開く。

　その笑みの意味は、侯爵よくぞ我の意を汲み言ったと示したものだ。

　ブッチーニ侯爵は、マクロンの笑みに胸に手を当て、軽く膝ひざを折りながら頭を下げた。

　流れるような二人のやり取りに、貴族らは抜ぬきん出でた侯爵に追いつこうと、一連の首しゆ謀ぼう者について口にした。

　皆、首謀者は極きよつ刑けいにすべきだと発している。

　次の間では、その貴族らの発言を聞き、サブリナが顔の色をなくしていた。




「例の者たちとガロンをここへ」

　マクロンは、貴族らの雑多な発言を手を上げ制する。

　次の間からガロンと三人の男が入ってきた。

　貴族らは、犯人の登場にサーッと一気に引いた。

　ヒソヒソと紡つむがれる声は、次し第だいに大きなざわつきへと変化した。

「王様！　その者らを縛しばってください。ビタス病の原因を作った犯人に自由を与あたえてはなりません」

　そんな声が次々に発せられ、総会の場は怒ど号ごうが飛とび交かった。

　マクロンはその怒号を聞き流す。言わせておけば、いつかは静まるのだ。言い続ける信念など、貴族にはない。

　意見の反する者もいない怒号は、熱を帯びるのも一いつ瞬しゆんで、次第に静まっていく。

「もういいのか、お前たち？　夜通し騒さわいでも、我は耐たえられるぞ」

　そんな皮肉をマクロンから浴びせられ、貴族らは軽く俯うつむき互いに視線を合わせる。誰ももう発言しないようだ。

「ガロン、説明を」

　マクロンに促うながされ、ガロンは片膝をついて頭を下げた。

「カロディア領主弟ガロンと申します。ダナンにおけるビタス病の対処をさせていただきました。また、発病の原因についてもカロディア領主リカッロと共に調査致いたしました」

　名乗った後、立ち上がったガロンに貴族らは高圧的な視線を向けるが、ガロンは臆することなく言葉を続ける。

「まずは、『紫色の小瓶』という謎の液体についてお話しさせていただきます。火災後の森林に発生する腐くさり沼ぬまの泥どろがその原料になります。それをろ過した液体を沸ふつ騰とうさせると紫色の液体ができます。その精製過程で何らかの作用があり、ビタス病が発はつ症しようします。森林火災後の腐り沼を通った騎き士し様らに発症せず、精製を行った者に発症したことから、原因は精製時とみて間違いありません」

　そこで、ガロンは一旦言葉を止めて一呼吸する。

「次に、対処に関してです。前カロディア領主は、このビタス病の対処方法を研究しておりました。一いつ般ぱん的てきに知られているタロ芋の生しよう葉ようが効くことの他、一角魔獣の肉入りのタロの芋煮が、ビタス病の予防に良いいことを長年の研究で得ていました。カロディア領は月に一度芋煮会を開き、その予防をしておりました」

　そこで、貴族らが声を上げる。

「予防法を隠いん匿とくしておったのか！」

　ガロンは声を上げた貴族を見て、言葉を続けた。

「ビタス病に効くという眉まゆ唾つばものの情報は、たくさん流れております。自じ邸ていに閉じこもっておいでの貴族様らも、これらに手を出したようで、各地域の薬草領に予防にもならぬ薬草やら何やらの取引を申し出たようですね。知り合いの薬草問屋たちも困っておいででしたよ。効かない薬草を出すことの抵てい抗こう感かん、その薬草は他の病で効能があるのに、それを奪うばわれる。効かないと責められるかもしれない。まあ、そんなわけでこの予防法をその眉唾ものの中に入れることは危険でした。タロ芋はダナン国内でもあまり生産させておりませんし、一角魔獣は、魔獣の中でも討とう伐ばつが危険な部類です。一貴族の手に負えるものでもありません。

　カロディアは来るべき時のためにタロ芋と、一角魔獣の肉を干して備び蓄ちくしておりました。ビタス病が発生したら、効かないとわかっていても、必ずタロ芋の薬草の仕入れがあります。それに合わせてカロディアはビタス病の発生地に赴おもむき、対処するのです。今まで何度もそう行ってきました。それにより、この予防法は信頼に値あたいする予防法であると結論づけました。……しかし、その報告ができなかった。その調査をし、対処法を研究していた前カロディア領主は、事故で亡なくなったのです。事故であったか？　原因がわかった今では、その事故死に疑問が残ります。もしかしたら、液体の精製が原因と突つき止とめた前領主が、その精製に関わった者に狙われた結果の事故かもしれません」

　ガロンは貴族らを見回した後、マクロンに視線を向けた。

　顔色の悪い貴族らが数人いる。先の眉唾もののことか、それとも事故のことでの顔色の悪さかはわからない。

「あい、わかった。では、液体を精製した者よ、我の問いに答えよ」

「はっ、はいぃ！」

「誰に頼たのまれた？」

　マクロンの問いに男らは、震える声ですみませんすみませんと何度も発した。

「さっさと言わぬか！」

　貴族らが怒ど声せいを男らに降らせた。

　その貴族をマクロンはひと睨にらみする。

　それにより、貴族らはまた口を噤んだ。

「すみません……すみません……王城からの依頼、王城から裏の依頼が……」

　その発言に一瞬静まったが、ヒュッと息を吸すい込こむ音と共に、またもや貴族らが騒ぎ始めた。

「王城に相応ふさわしくない者を排はい除じよするためと……ダナン国存続のために毒が必要だと……」

　男らが上うわ擦ずった声を紡いだ。

「なんと！　その液体は毒だと申すか！　王城の誰かを狙ったというか！　して、依頼主は誰なのだ!?」

　貴族らは、また声を荒あらげた。

　男らは少しばかり顔を上げ、マクロンを拝む。

　その口がゆっくり依頼主を発した。

「公爵……ゲーテ家の、侍じ女じよに……頼まれました」

　総会場は、いっそうのどよめきが起こった。そして、この場にいるはずの公爵がいないことも、貴族らの口をさらに活発にさせる。




『なんと、ゲーテ公爵家が？』

『では、このビタス病の原因はゲーテ公爵家に？』

『毒は何のためか？』

『待て、ゲーテ公爵家の侍女とは……もしやお妃様の？』

『いや、ゲーテ公爵家には王弟エミリオ様もご在所されてるぞ』

『その毒は、王城で使われる予定だったのか？』

『……では、王様が狙われている!?』




　貴族の到とう達たつした答えは予想通りであった。

「もしや、王様に妃を使って毒を盛ろうと画策されたのか！」

　一ひと際きわ大きな声が総会場内に流れた。

「なるほど、面おも白しろい発想であるな。では、本人に訊きこうではないか？　ゲーテ公爵と11番目の妃をこれへ喚よべ」

　貴族らの鋭するどい視線を受けながら、ゲーテ公爵とサブリナが入ってきた。

　毅然と立たねばならぬのに、サブリナは身を縮こまらせて俯いている。

　ゲーテ公爵は、サブリナとは違い威厳然とした佇たたずまいでマクロンと対たい峙じした。

　その視線がちらりとフェリアに移る。

　フェリアは、扇せん子すを開き視線を遮さえぎった。

　フェリアとマクロンの企くわだてを見破られぬためである。

「次の間で聞こえていただろう。さて、訊こうか。毒の依頼はゲーテ公爵か？」

　ゲーテ公爵は口を開けない。

「なるほど、口を開けぬか。では、11番目の元妃に訊こうではないか」

　マクロンは俯くサブリナを射い抜ぬいた。

「ゲーテ公爵家の侍女の依頼と、先ほど聞いた。王城からの裏の依頼であると。つまり、後宮の妃、お前の侍女の依頼ということだ。その侍女がまさか誰の命令もなく毒の依頼を出すわけがない。11番目の元妃よ、誰の命令だ？」

　サブリナの体が跳はねた。

　マクロンの問いは、サブリナにとって剣けんであろう。

　加えて貴族らにさらし出された今の立場は、吊し上げのようだ。

　しかも、父であるゲーテ公爵はサブリナを助けることが難しい。

　サブリナはガタガタと震え出した。

「わ、わた、私は……ぁぁ」

　ガチガチと歯が当たる音は、震えがもたらすものだ。

　言葉を紡げぬサブリナを貴族らは蔑さげすんで見ている。数カ月前には、妃筆頭のサブリナを賛美していた貴族は、今や誰もサブリナを助けはしない。

　その痛ましい場に、フェリアは声を上げた。

「まあ、大変！　マクロン様、声も出せぬほど震えておいでですわ。このように、名高い貴族様らの面前にさらされましたら、いくら妃候補の方だったといえども、気高く毅然と立つことなんてできませんのね。全く、妃候補に上がった方であられるのに……フゥ、情けないこと。はぁ、ダナンの高位貴族の令れい嬢じようがこの程度とは無様でございますね」

　サブリナは最初何を言われたのか理解していなかったが、頭の中でフェリアの言葉が何度もこだますると、カァッと頭に血が上った。真っ向から無様だと罵ののしられたと理解したからだ。サブリナの芯しんが一気に燃え上がり、キッとフェリアを睨にらみつけた。

　その睨みにフェリアはニンマリと笑み返す。

『さあ、かかってこい』とのサブリナを煽あおる笑みだ。その笑みでさらに言葉を紡いだ。

「まあ、そんなにお顔を真っ赤にしちゃって、お可か愛わいらしいこと。あら、また激しくプルプルと震えているのね。私が抱だきしめてあげましょうか」

　今度のサブリナの震えは、怒いかりによるものだ。それをフェリアにからかわれ、サブリナは沸ふつ点てんを超こえた。溢あふれる……

「ダナンを背負う王妃たるものが、僻地の田舎いなか者ものでは心もとないからよぉっ！　毒程度の後宮の洗礼で騒いでるんじゃないわよ！　その程度の洗礼で倒たおれるようじゃ、妃になれないから！　だって、王妃よ、王妃を選ぶのよ。力ない者がなってはならぬでしょおぉぉ！　私が、相応しいに決まっていますもの！　ええそうよおっ、私が毒を依頼したのよっ！　王弟なんて関係ないわ！　私が、そこの田舎者を見定めるために毒を依頼したのよ！　自邸に閉じこもっていた虫ケラ貴族になど、なじられるほどのことではないわ！」




　シーン

　シーン




　サブリナの荒い呼吸だけが、会場に流れる。

　そしてハッとしたのか、大きく目と口を開けサブリナは固まった。

「ええですから、よぉく、わかっておりましたので、私、倒れてなどいないでしょ」

「単なる妃の嫉しつ妬とであったか」

　マクロンの声がつまらなさそうに落ちる。もちろん演技であるが。貴族らの曲解を真実へと捻ねじ曲まげたのだ。

「で、ですが！　毒を後宮に持ち込んだのですぞ！」

　貴族が声を上げる。

「はて、毒なのか？」
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　マクロンはガロンに視線を移した。

　ガロンは再度口を開く。

「その『紫色の小瓶』の正体ですが、調査の結果『毛生え薬』と判明しました」




　シーン

　シーン




　その発言は、ゲーテ公爵並びにサブリナ、集まった貴族の面々をポカーンとさせた。

　ガロンは続ける。

「毒の依頼を受けたその者らには、裏社会との接点はなく、自ら毒を作り上げねばなりませんでした。それらしく見え、それらしい効能がありそうな液体を作り上げたのです。腐り沼の泥をろ過し沸騰させる。できた液体は『紫色をした液体』でした。それを小瓶に入れ『紫色の小瓶』が完成したのです」

　そこでペレが『紫色の小瓶』を持って入ってくる。

　それにビクンと反応する貴族らがいた。皆、薄うすい。

　その反応に、ある種皆が生暖かい視線を薄い者らに向けていた。

「国外で調査しております者からの報告によれば、『紫色の小瓶』と言われる液体は、秘ひ密みつ裏りに売買されているそうです。探さぐりましたところ……『毛生え薬』と判明致しました。この者らはそうとは知らず、『毒』と見えそうな液体を作ったに過ぎません」

「まさか、毛生え薬が原因だったとはな。……いや、これが公にならなかったのは、うん、まあそういうことか」

　ここでもマクロンは独り言のように声を落とす。

「さて、原因は解明した。今後、この者らと同じようにビタス病になると知らず、『毛生え薬』の精製に手を出してしまう者が出ぬよう各国に伝えるとする。ついでに言っておこう。妃として後宮に残っているのは、31番目の妃フェリアだけだ。よって、妃選びは終しゆう了りようし、エミリオも王おう籍せきに戻もどっている」

　貴族らは二回目のポカーンだ。

　そこにエミリオは堂々と入ってきた。

「おめでとうございます。王様、王妃様」

　マクロンとフェリアの前で膝をつき挨拶した。

「エミリオはすでに、王族としての役割を担になっている。今回のビタス病の記録を詳しよう細さいにレポートにまとめてくれた。今後はこのレポートが各国に配られるだろう。王籍に戻ってまもない中で、よく尽力したな、エミリオ」

「いえ、この程度。大した働きもせず、公爵家でご厚こう意いに甘あまえていた身。ダナン国のため、お役に立てたなら光栄です」

　貴族らは焦あせり出す。

「王様！　私たちは何も承知しておりません！」

「ああ、そうであろうな。自邸に閉じこもっていたのだろ。いや、違うか。民を励はげまして、共に戦っていたと言っていたな。その間にすでに妃選びもエミリオの王籍復活も終わっておる。参内しない者を待ってはおられんしな。ゲーテ、そちも言ってやれ。お前一人でこの事案を推おし進すすめたのだ。手伝う貴族も居ず、大変だったな」

　ゲーテ公爵は自身の役割をここで知った。

　責は、貴族らを黙だまらせることだ。

「はい。皆様ビタス病と戦っておいででしたので」

　ゲーテ公爵はここで喚わめく貴族らをひと睨みした。

　先ほどまで、王様を狙う反逆者だと言っていた貴族らは、視線を逸そらす。

「ゲーテ、エミリオをここまで立派に育ててくれたこと、また王籍に戻したこと、並びに……公爵令嬢としての地位を投げ打ち、フェリアの侍女に名乗りを上げたイザベラの功績を鑑かんがみ、『毛生え薬』の件は不問にしよう」

　マクロンは、あえて『毛生え薬』と言った。

　ゲーテ公爵は胸に手を当て、深く膝を折る。

「ありがたき幸せに存じます」

　貴族らはいっそう焦った。このやりとりで、エミリオの件は覆くつがえせぬと判断する。残った件は、妃選びだけだ。貴族らの狡こう猾かつな頭が高速回転する。

「ええ、ええ……エミリオ様の王籍復活、喜ばしいことに存じます。そして、フェリア様も素す晴ばらしい『お妃様』であられると認めます。ですが、お妃様といっても『王妃の位』に相応しいかの判断は……まさしくサブリナ様の仰おつしやる通りでございます。王妃でございますよ。王妃は力のない者がなれません」

　貴族らが牙きばを剝むいた。後うしろ盾だての力のないフェリアでは駄だ目めだと言っているのだ。

　フェリアはキョトンと貴族らを見つめる。

　貴族らはわかっていない。フェリアの思う力とは、本当に力である。だから、フェリアは言うしかない。

「では、あなたに勝てばよろしいの？」

「は？」

「ですから、力でしょ？　決けつ闘とうになるのかしら？」

「え？」

「マクロン様、剣はあまり得意ではありませんが、頑がん張ばりますわ。マクロン様や長老の方々、公爵様がお決めになられたことでも、この方々の承しよう認にんがないと妃になれないなんて、ダナンの妃選びって不思議ですわね」

　フェリアの言葉に貴族らは、あわあわと口ごもる。

　またもや、フェリアにやられたのだ。

　だが、フェリアはここでやめたりはしない。とどめは、きっちりささねばならぬのだ。

「では、我が子供の頃ころに使ったレイピアを授さずけよう。カロディア領での魔獣退治の腕うで前まえを見せてもらおうか」

　マクロンもノリノリでフェリアを援護する。

　進言した狡猾な貴族は、フェリアとマクロンの会話に青褪める。

「まあ、マクロン様ご冗じよう談だんを。レイピアで魔獣は倒せませんわ。精々目玉一つぐらいを突く程度ですわ。レイピアで倒せるのは……」

　フェリアは視線を貴族へ向ける。

　貴族は一歩後ずさった。

「レイピアをお持ちしましたよ」

　婆ばあやがグチグチ言いながら入ってきた。

　子供の頃のレイピアを所しよ望もうすれば、婆や以外にその場所はわからぬだろう。婆やはかり出されて、おお腰こしが痛いと言いながらマクロンにレイピアを差し出した。

「婆や、使うのはフェリアだ」

「おや、まあなんと。ええ、レイピアでしたら軽いですし、なるほど、なるほど。王剣を授かるとは王妃様になられましたか。よお、ございました。婆の生きているうちに、玉のようなお子がお生まれになられますよう、婆も祈いのっております」

　婆やの発言に、貴族らは底なし沼に落ちたような感覚に見み舞まわれた。

　手の上で転がされていたのだ。つまり、もう遅おそいのだ。何をどう足あ搔がいても遅いのだと気づかされた。

　しかし、フェリアは貴族らが気づいていてもやめたりはしない。

　マクロンの前に片膝をついたフェリアは、満面の笑みでマクロンを見上げた。

　婆やが、マクロンにレイピアを渡わたす。

「我の剣を、フェリアに託たくす。王剣を託すはその力、我に並ぶ者である。ダナンを率いる我の力である。フェリアよ、存分に力を使え」

　マクロンの手からフェリアにレイピアが渡った。

　フェリアはスッと立ち上がり、発言をした貴族の元に歩む。

「王様より許可がおりました。私の力を存分にお見せしましょう！」

　サーッと引く。

　フェリアと発言をした貴族の周りに人がいなくなった。

　貴族はもう観念した。敗北した。ここで、フェリアと剣を交えるのは、王と剣を交えると同じ意味になる。

　なぜなら、王マクロンは力をフェリアに授けたのだ。王剣という力を。

「も、申し訳ありません！　私に剣を持つ意思はありません！　どうか、どうか、剣をお収めくださいませ！」

　貴族の悲鳴のような叫さけびが響ひびいた。

　そのタイミングを見計らったように、姫き妃ひらが会場に入ってきて、フェリアの前へと進み出る。

　貴族らの心に希望の灯火が灯ともる。

　王剣を授かったとしても、単なる僻地の領主の妹が、国を背負う姫妃らに位高くはいられまいと。

　田舎者に頭は下げられまい。姫妃らはきっとフェリアを抑え込むに違いないと、そう期待した。広場ですでに頭を下げていると知らぬからだ。芋煮の作り方まで教わっているとは知らぬからだ。

「フェリア様、王妃様の決定おめでとうございます」

　しかし、貴族らの期待は裏切られる。

　先せん陣じんをきってキュリーが膝を折った。

　それに合わせるように、７番目、９番目、10番目の元妃らが膝を折る。

　貴族らはまたもポカーンやら呆然やら放心している。

「この後の王妃教育を私めが王様より承うけたまわっております。どうぞ、よろしくお願い致します」

　ざわめきが起こる。隣りん国ごくの姫が直々にフェリアを教育するというのだ。こんなに心強いものはない。

　そして、王妃教育者として相応しくないとの声は出せないだろう。後宮の主がいなかったダナンにおいて、それができうる者もそうそういないのであるから。

「私もキュリー様の補ほ佐さとして、滞たい在ざい中は尽力致します」

　７番目の元妃が言った。ダンスの得意な妃である。立ち居振ふる舞まいがキュリー担当なら、ダンスはこの妃である。

「フェリア様……フェリア様ぁぁ、ありがとうございます。ありがとうございます」

　次に、フェリアの前で涙なみだを流し膝を折っているのは９番目の元妃である。

「我わが国くには……ビタス病の蔓まん延えんで……」

　そこまで言うとポロポロと涙が滝たきのように溢れ出た。

「まあ、そのようにお泣きにならないで。きっと、貴国のビタス病も終息しますわ。カロディアの現領主が行っているのですよ。ご安心ください」

　リカッロに出されたマクロンの密命は遠く９番目の元妃の国にまで及んでいる。

　９番目の元妃の母国は、ビタス病が蔓延しているのだ。だから、ここダナンに避ひ難なんしていた。

「ダナンの王妃フェリア様、私、このご恩忘れません」

　９番目の元妃は、マクロンにも深々と頭を下げて一歩下がった。

　そして、10番目の元妃が出る。

「フェリア様、おめでとうございます。我が国もご恩を忘れません。我が国への薬草栽さい培ばいの技術協力、ありがとうございます。我が国はカロディア領と同じく高地にあります。タロ芋の栽培、必ずや成功してみせます！」

　ぐうの音も出なくなるとはこのことか。貴族らは、すごすごと頭を下げて祝いの言葉を繫つなげたのだった。




　こうして、ビタス病の解明は終わりを告げた。

　フェリアの王妃決定と共に。
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「王様、お帰りください」

　フェリア邸ていの前でビンズは言い放つ。

　総会後にフェリアを送ったマクロンは、しきたりによりフェリアの邸やしきへ入れない。

　ビンズが立ちはだかっている。

「何を言う？　すでに王おう妃ひと認められたのだ。しきたりなど構うまいに」

「いいえ、王妃教育の期間は終わっておりません。三十一日は一週間後ですので、それまでは邸に入れません！」

「こんの石頭が！」

　マクロンは、ビンズに凄すごんでみせる。

「まあ、しきたり違い反はんをした前科がありますれば、仕方がないことですなあ」

　どこからともなくペレが現れて、チクリと言う。

　マクロンは『グヌッ』と声を漏もらした。

　そのマクロンの袖そで口ぐちをクイクイッと引っ張ったのはフェリアだ。爪つま先さき立だちをすると、マクロンの耳にコソコソと告げる。

『邸に入れないなら、ここにいたら邸の外ですし、少しだけ一いつ緒しよにいられますわ』

　マクロンはそれを聞いてニヤッと笑う。

　フェリアもクスクスと笑っている。

　二人が醸かもし出だすあまーい雰ふん囲い気きに、ビンズやペレは遠い目をした。

「よし、ここにテーブルと椅い子すを並べろ。ここは邸の外だ。問題あるまい」

「問題しかありませんから！」

　マクロンはビンズによって引ひき摺ずられていく。いつぞやに見た光景である。

　フェリアは笑え顔がおで手を振ふった。

「三十一日に会おう！」

　マクロンが叫さけんだ。

「文を一週間続けて出しますわ！」

　フェリアも叫んだのだった。




　マクロンを見送り、門もん扉ぴをくぐると、女官長がフェリアを待っていた。

　その顔はゲッソリとこけている。

　次の間から総会へ呼ばれずに解放された後、女官長はふらふらとこのフェリア邸へ来たのだ。

　もちろん、騎き士しの監かん視しとネルがついている。

　マクロンとフェリアの思い通りに事は進み、女官長の出番はなかった。ただ、総会でのことは女官長の耳に届いていただろう。

　女官長と女官長の甥おいは罪を犯おかした。しかし、咎とがめられていない。

　自身の今までの行いを省みて、女官長は悔くいずにはいられない。例え、マクロンとフェリアが、女官長を単なる駒こまとして手の平で転がしていたとわかっていても、それでも女官長は悔いた。

　斬きり捨すて、罰ばつしていく先王の時代であったなら、真っ先に捨てられたはずだ。不要な存在だと王城から放り出されただろう。側室らを下か賜ししたように。

　いや、本来なら極きよつ刑けいに違ちがいない。その方が楽なはずだ。正義の剣けんを振るった方が簡単なのだ。

　だが、マクロンとフェリアはその上をいく王と王妃になろう。女官長はフェリアの前で土下座した。

　その横には、お茶が入ったカップが置かれている。

「今までのご無礼並びに、私の悪あしき行いは、極刑に処されても足りぬほどです！　ですが、甥はどうかお助けくださいまし！　私の指示でしたことなのです。どうかご慈じ悲ひを！　私が命を差し出しますので！」

　カップを手に取った女官長は、一気にそれを飲み干した。

「……」

「……」

　フェリアと女官長は無言のまま見つめ合った。

「……な、んで？」

　わずかに溢あふれた声は女官長である。慌あわてたように懐ふところから袋ふくろを出すと、それを開けて中のものを口に入れた。開かぬように手で押おさえた口から、ウグウグと声が漏れる。限界がきたのか、ケホッと口から溢れたそれは茶葉である。

　フェリアが送った茶葉に、毒など入っていない。元より、『紫むらさき色いろの小こ瓶びん』は毒ではないのだ。フェリアがそれに何か仕し掛かけたと思っているのは、女官長だけだろう。

「ねえ女官長、お茶を飲んで、茶葉を食べて何がしたいの？　あなた、疲つかれているのね。それでは、女官長は務まらないわ。良いい機会ね、引退なさったらどうかしら？」

「あ、あ、あぁぁぁぁ」

　女官長は泣なき崩くずれる。

　引退すれば良い。それは、なんと優やさしい処しよ遇ぐうか。その程度の罰ばつで済むことでは本来はない。

　フェリアに嫌いやがらせをし、フェリアを拐さらおうと荒あら事ごとを起こし、フェリアに毒を盛って暗殺しようとした者に下す罰ではない。

　しかし、同じく毒を盛ろうと画策したサブリナは、皆みんなの前で醜しゆう態たいをさらさせただけで罰せられてはいない。だが、社交界の地位は地に落ちたも同然だ。令れい嬢じようサブリナにとっては十分な罰であろうが、きついお灸きゆう程度で済んだとも言える。

　よって、フェリアも女官長に甘あまい処分を下した。

「この後宮に使えない者なんていらないの。何ど処こへなりともお行きなさい！

　ああ、そうだわ。ガロン兄さんはビタス病の研究を続けているのよね。発病した者の症しよう状じようも研究したいはずよね。カロディアはいつも人手が足りないわ。リカッロ兄さんとガロン兄さんで屋や敷しきは綺き麗れいに保てるかしら？　芋いも煮に会の準備だってきっと大変よねえ？　あーあ、ただ働きしてくれる奇き特とくな者はいないかしら？」

　フェリアはわざとらしく女官長を見る。

「あら、いやだ。私ったら、最近独り言が多くって、お恥はずかしいわ。……あなた、まだ居たの？　さっさと王城を去りなさいよ。引退じゃなく、追放を命じるわよ！」

　フェリアはまたもわざとらしくツーンッとそっぽを向いた。

「ありがとうございます……ありがとうございます。一生（カロディアの繁はん栄えいのために）お仕え致いたします」

　女官長はそう言うと、深々と頭を下げた。

　フェリアはツーンッとしたままだ。こんなに意図がバレバレの演技はないだろう。

　しかし、邸にいたケイト、ゾッドら騎士もそれを指し摘てきはしない。優しい笑えみで見つめるのみだ。

「では、失礼致します」

「言い忘れたわ。牢ろう屋やの侍じ女じよもいらないから、あなたが口を塞ふさぐ処置をなさい。天空の孤こ島とうカロディア領なら、紡つむぐ言葉はここ後宮までは届かないでしょうね。とっても良い口の塞ぎ方でしょ？」

　フェリアはツーンッとした方向のまま発している。女官長の顔など見ないのだ。

　そのフェリアに、女官長は『はい……はい……そうでございますね。口を塞ぐにも答えはひとつでなく、それが長という者が持たねばならぬ手しゆ腕わんと度量、人としての格でございましょう。私にはないものでした……』と負の魂たましいを解放した。

　再度深々と頭を下げてから、女官長が門扉をくぐり出ていった。




　フェリアは女官長をツーンで見送った後、邸てい宅たくに入る。

「あら？」

　テーブルの上に文が置いてある。

『カロディア領に帰るなぁ。リカッロ兄さんはまだ他国だから、俺おれが帰らなきゃいけねえ。お転てん婆ばはほどほどにしろよ。それと狩かりももうするなよ。魔ま獣じゆうより最上級の力を持つ王様を狩ったんだ。それを最後の獲え物ものにしとけ』

「ガロン兄さんったら」

　フェリアは笑い出し、少し涙なみだぐんだのだった。
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「フェリア様、落ち着いてください」

　二度目の三十一日がきた。

　フェリアは朝から落ち着かない。先ほど、ビンズがマクロンの訪問を告げてきた。もうすぐ、やってくるだろう。

「やっぱり外で待つわ」

　フェリアは立ち上がり邸宅から出ようと、扉とびらに手をかけた。

　動かしていないのに、スーッと開く扉に持っていかれ、体が前のめりになる。

　フェリアの小さな悲鳴は、大きな胸むな板いたに吸すい込こまれた。

「熱ねつ烈れつ歓かん迎げいだな」

　すっぽりとマクロンの胸に収まったフェリア。同時に扉に手をかけた結果である。

　フェリアはすぐに離はなれようとしたが、マクロンがそれを許すはずもない。

「さあ、フェリア。お忍しのびデートに行こうではないか」




　お忍びというのは、民たみに王である、妃きさきであると知られず町を歩くものだろう。本来、そうでなければ、町の調査見聞はできない。

「あっらぁ、まあまあ新しん婚こんさんだね。これ試食だよ。食べておくれ」

　フェリアに渡わたされたのは、クルクルスティックパンだ。丸ごと一個が試食など、本来はあり得ない。

「やった！　一緒に食べよ？」

　至って普ふ通つうの言こと葉ば遣づかいで、フェリアはマクロンに言った。

「あ、ああ」

　フェリアの上うわ目め遣づかいと可か愛わいい口調に、マクロンの顔が少しゆるむ。

　そして、フェリアが食はんだパンをマクロンも横から食む。

「おやっ、新婚さんか。こっちのフルーツジュースもどうだい？」

　屋台の店主が二人に一つの木製カップを持ってくる。茎くきストローが二本入っている。

「仲良く飲んでくだせえ」

　マクロンは店主から受け取ると、お金を出そうとしたが、試飲だからと断られる。

「すごい。二つも貰もらっちゃったね。……あなた」

　フェリアは店主たちに自分たちの身分がわからぬように、言われた通りの新婚さんを演じている。

　あなた発言に、フェリア自身が動どう揺ようして、どぎまぎとしている。

「あっらあ、何とも可愛らしい新にい妻づまさんですね。こちら、新しく作った髪かみ飾かざりです。どうです？　お似合いですよ」

　今度は女店主だ。フェリアの髪に飾りをつけて、マクロンに向かって発する。

「早く、褒ほめなきゃ」

　マクロンはフェリアの髪にささった小花の髪止めを見る。

「よく似合っている」

　マクロンの手がソッとフェリアの髪を撫なでる。

「それ、試作品だから貰っておくれ」

　今度もマクロンがお金を出そうとするが、そう言って店主は素す早ばやく離れていった。

　遠巻きに警護する騎士らは、この一連の店主らの行動の意味することを知っている。町の民たちの意味ある眼まな差ざしを知っている。

　たぶん、マクロンも肌はだで感じているだろう。

　しかし、当のフェリアだけはわかっていない。マクロンとのデートで舞まい上あがっている。お忍びデートをしているのだ。

　民に芋煮を配ったフェリアである。民たちは、フェリアの顔を覚えている。恩人であるフェリアの顔をわからぬはずはない。

　そして、今日が三十一日であることで、民たちはお忍びデートをする二人を邪じや魔ませぬように見守っているのだ。

　お忍びと思っているのは、フェリアだけという、何ともおかしなまぬけ具合だ。

　しかし、そこはあたたかい。民たちが見守るあたたかさだ。

　二人の行く先々で、民たちはフェリアとマクロンをもてなしている。

「幸せだよな」

　ビンズは呟つぶやいた。フェリアとマクロンのことを言っているのではない。

「ええ、ダナンは幸せが溢れていますね」

　ゾッドがビンズの発言に相あい槌づちを打って続けた。

「警護はいらないですね。だって町の民全員が二人を祝福しているんですから」

　騎士らは、笑い出す。

　騎士らの手にも、試食やら何やらが持たされていた。民たちにとって騎士らも英えい雄ゆうである。フェリアとマクロン同様に、民からの感謝が手に溢れていたのだった。
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　溢れるお土産みやげにホクホクしながら、マクロンとフェリアは帰路に着く。

「王妃として認められたのだから、ペレに婚こん儀ぎを急せかそう。もう待つ必要もあるまい。フェリア、明日も明後日あさつても一緒だ」

「ウフフ。次回のお忍びでは、本物の新婚さんになれるのですね」

　マクロンとフェリアは見つめ合い、自然と互たがいの顔の距きよ離りが近づいた。

　しかし、空気を読まぬビンズが背後から告げる。

「何をふざけたことを言っているのですか？　妃選びのしきたりに従い、王妃教育の期間である九カ月は予定通り行われます。残り六カ月弱でしょうか。なので、次回会えるのは三カ月後の三十一日です」




「えええ───!?」




　同時に叫び、同時に振り向いた二人の頭は、近すぎるがゆえに大きくゴツンとぶつかった。

　大笑いする騎士らをマクロンはひと睨にらみすると、フェリアを抱だき上あげ走り出す。

「フェリア、31番邸で籠ろう城じようだ」

　ニヤリと笑うマクロンに、フェリアはワクワクした表情を見せ、飛ぶようにマクロンの腕うでから下りて駆かけ出だす。

「この戦い負けられませんわね！」





終わり
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　はじめまして、桃もも巴ともえです。もしくは二度目のはじめましてかもしれません。

『31番目のお妃きさき様さま』二巻をお手に取っていただき、ありがとうございます。




　二巻目のお話をいただいた時、本文はカロディア領の兄たちへの手紙から始めようと思いました。

　最初に思おもい浮うかんだ場面から、物語が一気に広がっていくのは一巻目と同じで、新たな登場人物が生き生きと動き出し、作者の手が追いつかない現象もまた同じでした。

　今回もそのテンポの良さが、読者様の一気読みに繫つながっていれば嬉うれしいです。




　さて、作者はプロフィールにもありますように、ミステリーを愛読しています。謎なぞを解き事件を解明していく高こう揚よう感かんが大好きです。

『紫むらさき色いろの小こ瓶びん』から始まり『ビタス病』へと展開する物語は、二時間ドラマのようだと思っています。

　ドラマは犯人が判明し捕つかまって終わりですが、本作品はそこからが本筋です。

『規格外妃の爽そう快かい＆痛快！　成り上がり邁まい進しん劇！』

　劇を見るように、お楽しみいただけたのなら幸いです。




　二巻の内容は、ＷＥＢ上の作品と同じものではありません。一巻の続きをＷＥＢ上で読んだ方でも十分楽しめるように新しい場面や展開、新たな登場人物などの加筆、改かい稿こうをし、新しい作品になっております。

　そんな登場人物や場面を、今回も素す敵てきなイラストに描かいてくださった山やま下したナナオ様、感謝致いたします。

　また、担当様には、的確なご指導のおかげで、あまり迷めい走そうすることなく楽しく執しつ筆ぴつさせていただきました。ありがとうございます。

　そして、二巻目最後あとがきまで目を通してくださった読者様に、再度お礼を申し上げます。




　さて、作者はまた物語の種を育てに参ります。それでは……
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電子書籍特典

書き下ろし短編「飴と鞭」＋キャララフ







「いつまで、そうして頰を膨らませているのです？　次期王妃ともあろう方が情けない」

　ペレが腕を組んで、フェリアを注意している。

「だって、腐り沼の視察なのに私が行けないなんておかしいじゃない」

　本日、マクロンとビンズ騎士隊は火災後の森に視察に行っている。一緒に行きたかったフェリアは、絶賛ご機嫌斜め中だ。

「何がおかしいものですか。やっと王様は、玉座を預けられる者を得たのです。今まで控えていた視察に安心して行かれる王様のお気持ちをご理解ください」

　ペレはぶれない強い瞳で、言葉の重みを真っ直ぐにフェリアにぶつける。

「玉座を……なるほど、そうね」

　ペレに言葉の意味を問わなくとも、フェリアは答えに辿り着く。

　今までたった一人で、マクロンは玉座を守り背負ってきたのだ。代役はいなかった。血を分けた兄弟も、血を受け継ぐ子も、重責を一緒に背負う伴侶も。王の不在を作り出す危険をマクロンが考えぬはずはない。マクロンが玉座に就いて四年、視察の頻度が少なかったのは玉座を晒す危険を冒さぬためである。

　しかし今は、血縁のエミリオ、次期王妃フェリアがいる。これほどまでに心強い存在があろうか。だから、マクロンは安心して視察に向かったのだろう。

　辿り着いた答えに何ら異論はなかったが、それでも腐り沼の視察に行きたかったフェリアの気持ちはくすぶった。




　さて、午後の予定が入っていないフェリアは、先日から許されている王城の散歩をしている。王城内を覚えるのも王妃教育の一環であり、特に避難経路などは完璧に覚えなくてはならない。ペレから、広い王城内を一日一度は散歩し、城内を頭に叩き込むよう指示されていた。

　中庭から城門まで真っ直ぐ伸びる道をフェリアは進んでいた。途中の水門や関所を確認しながら通過し、城門が間近になった。城門前の広場は、ビタス病と戦った最前線、芋煮を作った場である。

「後宮に戻られますか？」

　ゾッドが声をかけてきた。

　その時、かすかにフェリアの耳に騒がしい声が聞こえてきた。後宮の対面の扉からだ。

「向こうは何かやっているの？」

　フェリアの視線と問いにゾッドは頷きながら声を発する。

「闘技場で、異種類の武器で試合が行われていますね。剣対槍、槍対弓といった異種類の武器対戦です」

「へえ……」

　そこでフェリアは閃いた。

「じゃあ、見学するわね」

　フェリアは闘技場へと続く扉に向かっていった。

　焦ったのはゾッドら警護騎士である。

「フェリア様、散歩ということでしょうか？」

「いいえ、見学よ。今日の私は王様の代役のようなものですから、闘技場に行ってもかまわないでしょ」

　フェリアはニンマリ笑った。

「兵士を覚えるのだって、王妃として必要でしょ？　ペレも言っていたわ。王城に勤務する者の顔を覚えるのも必要だって。不審者にすぐに気づけるのですって」

　そう言われてしまえば、ゾッドに反論の余地はない。

　サクサクと進むフェリアの後を、ゾッドらは観念しながらついていった。

「ここが闘技場なのね！」

　バタンと開いた扉と同時に、フェリアが声を上げる。

　闘技場にいた兵士らは一瞬何が起こったのか理解できなかった。しかし、フェリアを認識するとすぐに膝をつく。

「視察に来ましたわ。皆さん、存分に実力を見せてくださいね」

　次期王妃の御前で腕前を披露できることに、兵士らは高揚した。フェリアの覚えよろしくて、騎士隊へのお声がけもあるかもしれないと、兵士の士気は上がる。

　フェリアは観覧席へと移動する。

　兵士らの闘志みなぎる戦いがフェリアの前で繰り広げられた。

『ああ、あの兵士は右脇が甘いわね』

『うーん、弓の構えが実践的でないわ』

『あの距離感は、敵に逃亡を許すじゃないの』

　ブツブツ呟く言葉に、控えるゾッドら警護騎士は内心ヒヤヒヤしている。

『だいたい、一対一なんて実戦向きではないわ。もっと、こう……』

　雲行きが怪しい。ゾッドらの鼓動はバクバクと加速する。

「私も参加するわ!!」

　ああー、やっぱり……と、ゾッドらは天を仰いだ。31番邸のちゃんばらと同じで、フェリアがこう言ったら撤回はないのだ。

「フェリア様、まずは助言なさってはどうでしょう？　それが兵士らへの気配りですよ。いきなりのちゃんばらは、騎士しか経験がありませんから」

「あら、実力も見せず助言したって、鼻で笑われるだけよ。まずは、見せなくっては」

　フェリアは、観覧席から闘技場へ降りる。

「私も少々手習いをしているの。少しこの場をお借りするわね」

　兵士らはポカンとした。

　フェリアはクルンと回転する。ふわりと舞ったスカートから鞭を取り出すと同時に、ゾッドら警護騎士に攻撃を開始した。

「一対三、自分以外は全て敵の設定よ！　下がって見ていて！」

　こうなっては、誰もフェリアを止められない。

「フェリア様の鞭の攻撃範囲は広い。巻き込まれたくなければ、観覧席で見ていろ！」

　ゾッドが声を張り上げた。

　それが合図で、フェリア、ゾッド、残りの警護騎士二人が、同じ間合いで対峙する。

　皆が敵でありながら、その敵同士も敵との設定は戦いづらい。だが、31番邸でちゃんばらをしていた経験から、互いの動きは知れている。

　四人は思う存分戦った……兵士らの自尊心がポキリと折られる程に。




　決着はつかない。兵士らは次の勤務のため、すごすごと闘技場を後にする。一人、また一人といなくなり、結局戦っている四人だけになった。

　ゾッドは茜色の空を一瞥し、時の経過に気づく。

　その瞬す間きを皆見逃しはしない。いっせいにゾッドへ攻撃が集中する。

　ゾッドは二人の騎士の剣を弾きながら叫ぶ。

「王様のお帰りの刻だ!!」

　ヒューン

　その叫びと同時に、ゾッドはフェリアの鞭に腹部を捕らえられる。

　クルクル　ビシッ

　フェリアはカロディアでの魔獣狩りのように、鞭を引き締め食い込ませる。

「ウグッ」

　腹部に巻き付いた鞭は、ゾッドをえづかせた。

　剣を弾いた無防備な腹部への打撃は、ゾッドの足元をふらつかせる。

　フェリアは慌てて鞭を緩め、手元へと戻すが、その鞭の勢いとともにゾッドはフェリアの足元へズザッと倒れ込んだ。

　フェリアは回転し避けると同時に、鞭を太ももに収める。

　ふわりと舞うドレスに、太ももをさらすフェリア。そこに倒れ込むゾッドと……

　バタンッ

　開け放たれた闘技場の扉の前にマクロン。

「何をやっている？」

　マクロンの視線はゾッドのみに向けられた。なぜなら、ゾッドはフェリアのスカートの中を覗き込むような体勢であったからだ。

　ゾッド、窮地に立たされる。

「隙あり！」

　フェリアの鞭がマクロンへ向かった。

　マクロンは咄嗟にしなる鞭を摑み手首に絡ませると、勢いよく引っ張った。

　フェリアは鞭ごとマクロンの方へと倒れ込む。

　すかさずマクロンはフェリアを抱えながら、鞭を器用に扱い体に絡めていく。それから、ひょいとフェリアを肩に担いだ。

「下ろしてください！」

「お転婆め」

「だって！」

「ああ、悪かったな。視察に一緒に行きたかったのだろう？」

「……いじわる」

　その小さな呟きにマクロンはフッと笑う。

「もっといじわるなこともできるぞ」

　マクロンは、スカート越しにフェリアの太ももをくすぐった。

「ひゃあぁ、やめて！」

　ジタバタ動くフェリアを、マクロンは体勢を崩すことなく横抱きに変える。

「もう太ももはさらすな。そうしなければ、フェリアの太ももを目にした者の目玉をえぐりたくなるからな」

「え？」

「ゾッドの目玉がなくなってもいいのか？」

　マクロンは土下座するゾッドに視線を移した。

「ゾッド、災難だったな」

　マクロンはそう言って、闘技場を出ていった。もちろん、フェリアを捕獲したままだ。




「あれを『飴と鞭』と言うのか……」

　騎士の一人が呟いた。

「いや、それを言うなら『鞭とお仕置き』」

　ゾッドがそう言い、三人は顔を見合わせる。

「どっちにしても、フェリア様は今頃……」

　飴も鞭もお仕置きも、王様から受けているのだろうな……そう三人は思うものの、口にはしないのだった。
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